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Ⅰ開催・運営・会議・研修 

１理事会・評議員会の開催 

第 1回理事会  平成 29年 6月 1日  (木) 午前 10時から 11時 20分 

第１号議案  役員候補者の推薦について 

第２号議案  評議員選任・解任委員の選任について 

第３号議案  役員等報酬規程（案）について 

第４号議案  理事、監事の報酬等の額について 

第５号議案  平成 28年度事業報告の承認について 

第６号議案  平成 28年度第４次補正予算（案）について 

第７号議案  平成 28年度決算の承認について 

第８号議案  定時評議員会の日時及び場所並びに議案・議題の決定について 

第９号議案  平成 29年度第１次補正予算（案）について 

第 1回評議員会 平成 29年 6月 20日 (火) 午後 2時から 2時 50分 

報告事項   平成 28年度事業報告について 

 決議事項 

第１号議案  平成 28年度決算の承認について 

 第２号議案  次期役員の選出について 

 第３号議案  役員等報酬規程（案）について 

 第４号議案  理事、監事の報酬等の額について 

第 2回理事会  平成 29年 6月 20日 (火) 午後 3時から 3時 10分 

 第１号議案  理事長の選定について 

第 3回理事会  平成 29年 11月 27日 (金) 午後 2時から 3時 30分 

第１号議案 育児休業に関する規程（改定案）について 

第２号議案 介護休業に関する規程（改定案）について 

第３号議案 組織及び職制に関する規程（改定案）について 

第４号議案 経理規程（改定案）について 

第５号議案 管理職希望降任制度実施規程（案）について 

第６号議案 平成 29年度第２次補正予算（案）について 

報告事項  平成 29年度上半期収支報告について 

     指定管理予定者の選定結果について 

第 4回理事会  平成 30年 3月 28日 (水) 午後 2時から 3時 30分 

第１号議案 契約職員就業規則の改定（案） 

第２号議案 パートタイマー職員就業規則の改定（案） 

第３号議案 平成 29年度第３次補正予算（案） 

第４号議案 平成 30年度事業計画（案） 

第５号議案 平成 30年度予算（案） 

第６号議案 平成 30年度管理職等の配置（案） 

報告事項  

１ 理事長職務執行状況 

２ 有期契約労働者の無期転換に向けて 

３ 川崎市恵楽園の支援職による不祥事 
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２法人の事業運営について 

（１） 法人全体としての取組み 

  ① 地域の社会福祉法人として期待される役割を職員一人一人が十分に自 

   覚し、法人の基本理念であるご利用者の尊厳に基づいた適切な支援ができるよう、各

職場での研修に加え、階層別研修や研究発表大会を実施し、職員の資質向上に取り組

みました。 

  ② 持続的、安定的な法人経営を確立するため、事業所ごとの適切な収支の確保に努め、

法人全体としては安定した収支を確保することができました。 

  ③ 社会福祉法の一部改正に伴う社会福祉法人制度改革に取り組み、定款を初めとする

諸規定の整備や、市内の社会福祉法人全体で検討を進めている地域貢献事業に参画し、

検討を進めました。 

  ④ 求人サイト等さまざまな求人媒体の活用やホームページの見直しなどを行い職員

の確保に努めましたが、社会全体の福祉人材不足も相まって、職員の確保は困難を極

めました。 

  ⑤ 平成 30 年度より無期転換ルール申込み受付開始を受け、無期転換後の労働条件等

を定めました 

   ⑥ 勤怠管理を行うため、IT による勤怠管理システムを導入し、順次開始、業務の改善

を行いました 

３ 会議報告 

（１） 経営会議 

経営会議は法人管理職による会議で主に事業経営上の諸問題の点検・確認を行い、ま

た、人事等を含めて円滑な施設経営に努めるための計画、戦略などを協議しました｡ 

＜会議開催日＞ 

4 月 20 日，5 月 18 日，6 月 15 日、7 月 20 日，8 月 17 日、9 月 21 日 

10 月 19 日，11 月 16 日，12 月 14 日，1 月 18 日，2 月 15 日，3 月 15 日 

 

（２） 所長会議 

所長会議は各事業所、施設の運営上の責任者の会議で、各部会や各部署の連絡調整や

日常の問題など議論し決定する会議として位置づけています。 

毎月の定例会議で経営会議の連絡事項、決定事項の伝達や各事業所並びに各委員会の

事業報告、次月予定報告など全職員へ周知を図りました。 

また事業所数の拡大により、他事業所での出来事・情報を共有することで、連携した

支援ができるよう図っております。 

＜会議開催日＞ 

    4 月 27 日，5 月 25 日，6 月 2 日，7 月 27 日，8 月 24 日，9 月 28 日   

10 月 26 日，11 月 23 日，12 月 24 日，1 月 25 日，2 月 22 日，3 月 22 日 

 

（３） 研修委員会（担当理事 横山 委員長 江良） 

法人の経営理念、経営方針を理解し、その実現化を推進し、業務を通じ 
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て組織、社会に貢献できる人材養成を目的に、各種研修内容の検討と企画、 

実施をしました。特に中核を担う、中堅職員研修とリーダー研修の在り方について、経

営会議に提案いたしました。 

①  研修委員会開催状況及び会議内容  全 12 回    委員９名 

回 年 月 日 主な内容 

１ 
平成 29 年 4 月 19 日 

15:30~17:30 

H29 年度計画の確認、他部署研修の確認 

２ 
平成 29 年 5 月 17 日 

15:30~17:30 

階層別研修（中堅職員研修、管理職研修）、他部署研

修の確認、実践・研究発表大会（全事業所エントリー） 

３ 
平成 29 年 6 月 21 日 

15:30~17:00 

階層別研修（中堅職員研修講師、管理者研修講師）、

実践・研究発表大会お知らせ、他部署研修（フローチ

ャート作成について）、リーダー研修の在り方につい

て 

４ 
平成 29 年 7 月 19 日 

15:30~17:30 

階層別研修（中堅職員研修講師、管理者研修講

師）、実践・研究発表大会お知らせ、他部署研修

（フローチャート作成について）、リーダー研修の

位置づけについて 

５ 
平成 29 年 8 月 16 日 

15:30~17:00 

階層別研修（中堅職員研修日程、管理者研修事前課

題、新任研修）、実践・研究発表大会（エントリー状

況確認、会場確認） 

６ 
平成 29 年 9 月 20 日 

14:00~16:00 

階層別研修（新任研修振り返り、管理者研修質問事

項、中堅職員研修講師打ち合わせ）、実践・研究発表

大会エントリー選定について、他部署研修（10 月か

ら受け入れ開始）、リーダー研修の位置づけについて 

７ 
平成 29 年 10 月 18 日 

15:30~17:00 

階層別研修（中堅職員研修のグループ分け、管理者研

修のテーマと進め方）、研究発表大会に向けての準

備、リーダー研修の位置づけについて 

８ 
平成 29 年 11 月 15 日 

15:30~17:00 

階層別研修（中堅職員研修１回目の振り返り、管理者

研修のテーマと進め方、新任研修の進め方）、実践・

研究発表大会に向けて（選定方法、発表台数）、次年

度の研修体系案 

９ 
平成 29 年 12 月 20 日 

15:30~17:00 

階層別研修（中堅研修振り返り、新任研修進め方）、

実践・研究発表大会（選定、発表台数、役割分担）、

次年度の研修体系案 

10 
平成 30 年 1 月 17 日 

15:00~17:00 

階層別研修（新任研修総括）、実践・研究発表大会に

向けて、次年度の研修体系（新任、中堅、管理者）に

ついて 

11 
平成 30 年 2 月 21 日 

15:00~17:00 

実験・研究発表大会（表彰、まとめ）、階層別研修

講師選定（新任、中堅、リーダー、管理者）、新任



6 

 

職員研修（４月２日）のプログラム立案、マニュア

ルの活用（研修委員会立案のものと、各事業所にお

ける研修の住み分けを行う） 

12 
平成 30 年 3 月 12 日 

15:00~17:00 

階層別研修講師選定（新任、中堅、リーダー、管理

者）、新任職員研修（４月２日）のプログラム立

案、マニュアルの活用（研修委員会立案のものと、

各事業所における研修の住み分けを行う）、実践・

研究発表大会の会場・運営方法について 

 

②  階層別研修 

職員を入職年次や役職により、３グループの階層に分け、それぞれの階 

層で求められるスキル獲得を目的にしています。新任研修に関しては、平日の午後の時

間を活用して、施設見学とグループワークを取り入れました。平成 29 年度は「尊厳を大

切にした支援」を共通のテーマに据え、研修を実施しました。 

 

（ア） 平成 29 年度新任職員研修 （契約・新任・中堅２年目研修） 

参加者：34名 

回 年 月 日 内容 

１ 平成 29年４月 18日 

15:00～17:00 聖風苑 

スマイルレシピ 

２ 平成 29年 6 月 20日 

15:00～17:00 たじま施設 

接遇・対人援助とは 

３ 平成 29年 9 月 19日 

15:00～17:00 桜の風・はるかぜ 

尊厳について 

４ 平成 30年 1 月 16日 

15:00～17:00 恵楽園 

後輩職員に向けて、１年間の振り返り 

   （イ）平成 29年度中堅職員研修（中堅３年目以上の職員） 

日 時：平成 29 年 10月 28日（土）・12月 2日 9：45～17：00 

場 所：かわさき障害者福祉施設たじま ３階会議室 

参加者：10 月 28 日：33 名、12 月 2 日：30 名 

 

時 間 主 題 講師・担当 

9:00～9:15 研修オリエンテーション・講師紹介 研修委員会 

9:15～11:50 
研修Ⅰ「利用者の意思決定支援の考え

方」 

講師：金井 直子氏 

（日本福祉教育専門学校学科

長） 

12:50～15:50 
研修Ⅱ「意思決定支援の実際」グルー

プワーク 

講師：金井 直子氏 

（日本福祉教育専門学校学科
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長） 

16:00～17:00 
振り返りシートをもとにグループワー

ク 
研修委員会 

17:00～17:15 研修講評・まとめ 研修委員会 

 

（ウ） 平成 29 年度管理職等研修 （リーダー・主査・主幹・参事職員） 

日 時：平成 29 年 12月 16日（土）13：00～17：15 

場 所：かわさき障害者福祉施設たじま ３階会議室 

参加者：43 名 

時 間 主題 担当・講師 

13:00～13:10 研修オリエンテーション 研修委員会 

13:10～13:50 
研修Ⅰ 

理事長・参与の講話 

磯上理事長 

出澤常務理事 

14:00～17:00 
研修Ⅱ 

「ストレスを発散して、元気になろう」 

講師：荒木 乳根子氏 

(嘱託：臨床心理士) 

 

17:00～17:15 ふりかえりシート・まとめ 研修委員会 

 

③  他部署・他施設研修 

法人内の他事業所において実地研修を行い、視野を広げます。今年度は他部署研修用のリ

ーフレットを作成し他部署との交流を促しました。 

   ４月４日 かわさき機関相談支援センター⇒たじま障碍者福祉施設たじま １名 

 

③ 実践・研究発表大会 

日常の業務や自己啓発の取り組みの中で、課題改善や質の向上を目指し 

て取り組んだ実践の経過やその結果をまとめ、発表する。発表事業所以外には、抄録を

作成してもらい、発表施設以外の取り組みについても全体に周知した。法人職員の気づき

や工夫を共有し、業務と対応のあり方を検証し、向上、発展できる機会 

づくりとして実施しました。 

平成 29 年度実践・研究発表大会 

日 時 平成 30 年 2 月 17 日（土）9：00～11：50 

会 場 カルッツかわさき １階大会議室１～４ 

内  

容 

発表１ 「K-STEP の取り組みについて」 就労支援事業所あやめ 

発表２ 「コミュニケーションの大切さ～支援

の中で大切にしたいこと～」 

なかはら基幹相談支援セ

ンター 

発表３ 「音楽療法で ADL 及び QOL の向上」 
川崎市恵楽園デイサービ

スセンター  
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各事業所の抄録紹介 研修委員会 

参加人数 １２８名 

⑤ 職務対話 

  前年度までの対話内容を基に、職員個々が感じていることや考えていることと、組織

が求める役割などを対話にて確認。学習機会と振り返りにより段階的に職務のスキルア

ップを重点に実施しました。 

（ア） 特徴 

・前年度の対話内容を参考にするとともに、より職員個別にあわせたキャリアパスがで

きるように前年度の職務自己評価が向上できる目標設定を導入しました。  

（イ） 手法 

・「前年度の職務対話シート」「前年度の職務自己評価」を参考に対話を通して目標設定

を確認しました。 

・自己評価表の提出後に年度振返りの対話を行い、今年度の統括と次年度に向けての目

標について対話を行いました。  

 

（４） 広報・ボラ委員会（担当理事 横山 委員長 楠部） 

広報ボランティア委員会では、法人機関紙「ふれあい」並びに法人内情報誌の企画、

編集、発行。法人ホームページの更新等管理。法人全体ボランティア係の情報共有化の

3 点をとおして法人の広報活動に取り組んでまいりました。 

具体的には、 

① ６月、１０月、１月に機関誌「ふれあい」と「法人内報」を 3 月に法人内報を、発

行いたしました。 

今年度より外部向けに特化しや機関誌は、巻頭頁に利用者作品、中面に特集記事、最終

頁にお知らせやパズル等の楽しい誌面を編集しました。特集は相談業務の連携案内や、

利用者の作品展、グループホーム利用者の自立に向けての法人ネットワーク支援の紹介

と、多岐の福祉サービスを展開している強みを掲載いたしました。 

 また、内部向けの法人報は、新任職員紹介に加え各事業所長からのメッセージや事業

所活動の紹介等を掲載し、職員間の繋がりや情報共有を大切に考えて、記事の発信して

まいりました。 

② ホームページについては、スマートフォン対応にリニューアルし、運営事業所、を

はじめ採用情報、情報公開のページを充実させました。、事業所ページには案内書やリー

フレット、機関誌等をダウンロード利用していただくようせって、更新をしてまいりま

した。 

③ ボランティア係では「ボランティア受入の手引き」を編集発行し、各事業所のボラ

ンティア担当者に向けて説明会等を開催しました。この手引きによりボランティアに参

加していただく方に、安心して活動してもらえるようにいたしました。 

 ＜会議開催日＞ 

4月 21日  5月 19日  6月 16日 7月 21日 8月 18日  9月 15日 
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10月 20日 11月 17日  12月 15日 1月 19日  2月 16日 3月 27日 

全 12回委員会を開催 

  

 

（５） 権利擁護委員会（担当理事 中澤 委員長 小林） 

権利擁護委員会は昨年度からの引継ぎ事案である「権利擁護に関するアンケート調査」の

実施、「虐待防止マニュアル」の検討等に取り組みました。 

①今年度の「権利擁護に関するアンケート調査」は次の通所系事業所に実施致しました。 

・聖風苑デイサービスセンター（通所介護） 

・恵楽園デイサービスセンター（通所介護） 

・社会復帰訓練所 あやめ作業所（就労継続Ｂ型・就労移行） 

・かわさき障害者福祉施設たじま（生活介護・日中一時預かり） 

・地域活動支援センターはるかぜ（地域活動支援センターＡ型） 

・地域活動支援センターなのはな（地域活動支援センターＤ型） 

今回の調査項目はより「虐待予防」を主眼と致しました。具体的には「基本的人権

に関する項目」「個人情報に関する項目」「プライバシーに関する項目」「意思決定支援

に関する項目」「知る権利に関する項目」の 5項目としています。 

また、昨年度同様に回答に支援が必要なご利用者には権利擁護委員がお手伝いにまい

りました。 

対象者 265名に調査を実施し、205名の方から回答を得られました。 

アンケート結果は其々の事業所長に報告し、事業内で課題検討を行い、よりよい支援

向けた取り組みを行うことができました。 

②虐待防止マニュアルの検討については、各事業の特性の差が大きく、故に委員会の中で

は方向性をなかなか見いだせない状況だったため経営会議案件となり、次年度に法人

案件としての虐待防止マニュアルの作成に取り組むこととなりました。 

 ＜会議開催日＞ 

4月 18日   5月 16日   6月 20日   7月 18日 

8月 21日   9月 20日   10月 13日   11月 10日    

12月 8日    1月 12日   2月 9日    3月 19日 

全 12回委員会を開催 

 

（６） 安全衛生委員会（担当理事 中石 委員長 横山） 

① 委員会開催 

開催日 参加 開催日 参加 開催日 参加 

４月 18日 ６名 ５月 16 日 ９名 ６月 27日 ８名 

７月 18日 ９名 ８月 15 日 10名 ９月 19日 ７名 

10月 17日 ７名   11月 21 日 ８名  12月 19日 ７名 

1月 16日 ９名   ２月 20日 ７名  ３月 20日 ７名 
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② 安全衛生に関する啓蒙啓発について 

   安全衛生委員会から「健康」に関するリーフレットを４つのテーマで作成し、各事業

所に配布、啓蒙した。 

  ・「健康の敵？インスタント食品が体に悪い食べ物と言われる理由」 

  ・「偏食がもたらす体への影響」 

  ・「どうして魚を食べなきゃいけないの？」 

  ・「睡眠不足にご用心 ～睡眠不足は万病のもと～」 

③ 職場環境の整備 自主点検の実施（年２回） 

 総務部 救護施設 聖風苑ディ たじま施設 聖風ホーム かわさき ことぶき 

7月 7/27 7/31 7/24 7/5    

1月  1/29      

 なのはな なかはら 恵楽園養護 恵楽園ディ もみの木 はるかぜ あ や め 

７月 7/7 7/5 7/31 7/7 7/25 7/6 7/5 

１月  1/26 3/19  1/17  1/26 

 

④ 産業医による職場巡視  

巡視実施日 巡 視 場 所 

６月 27日 たじま施設 

８月 15日   社会復帰訓練所あやめ  川崎市恵楽園 

10月 17日  桜の風もみの木  はるかぜ 

12月 19日  総務部  救護施設  聖風苑ディ 

1月 15日  かわさき基幹 聖風ホーム なのはな ことぶき 

1月 31日 なかはら基幹  

⑤ メンタルヘルス対策    

   ７月 ストレスチェックの実施 

     受検者数 181名 高ストレス者数 21名（13％） 

⑥ 職員の健康保持 

   健康診断実施職員  正規、契約、パート職員 計 208名 

産業医による保健指導 

 

指導日  事業所及び人数 

11月６日 桜の風もみの木 4名   はるかぜ 1名  

なかはら基幹 2名 

2月 20日 川崎市恵楽園 6名   恵楽園ディ 3名 

 

2月 27日 総務部 1名  救護施設 2名   聖風ホーム 1名   

ことぶき 2名  たじま施設 3名 なのはな １名    
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⑦ 研修会の実施 

    11月 7日 参加者 33名（法人職員） 

    テーマ「メンタルヘルス対策」 

⑧ その他  

衛生審査会の開催 

10月 5日 ことぶき職員の復職について 

   11月 6日 たじま施設職員の復職について 

   2月 27日 たじま施設職員の復職について 

 

（７） 医務衛生部会 （担当理事 田中陽一 委員長 田中久美子） 

医務衛生部会では、福祉施設で起こりやすい食中毒や感染症の発生について看護師、

栄養士の専門職を交え、情報を共有しながらその予防、対策に向け情報発信や啓蒙活動

に取り組んできました。 

平成 28年度に取り組んだ重点項目は以下のとおりです。 

第１回  5 月 31日 

 今年度の具体的計画について 

①食中毒対策⇒ポスター等の配布により啓蒙啓発していく。 

②熱中症予防について⇒ポスター等の配布で周知していく。 

③法人施設を順番に巡視し、衛生面のチェックを実施する。 

 

第２回 ７月 22日 

 ①「たじま施設」の概要説明。 

②「たじま施設」の衛生面チェックを実施。 

③チェック実施後の結果を踏まえて協議。 

 

第３回 8 月 29日 

 

 

①「桜の風もみの木」を衛生面からチェックを実施。 

②「はるかぜ」見学。 

③チェック実施後の結果を踏まえて協議。 

 

第４回 12 月６日 

 

 

①「川崎市恵楽園」を衛生面からチェックを実施。 

②チェック実施後の結果を踏まえて協議。 

 

第５回 １月 17日 

 ①「救護施設」を衛生面からチェックを実施。 

②チェック実施後の結果を踏まえて協議。 
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第６回 ３月 21日 

 ①「聖風ホーム」を衛生面からチェックを実施。 

②チェック実施後の結果を踏まえて協議。 

③次年度に向けて 

 

 

 

（８） 作業部会 

  解決しなければならない課題に取り組み、課題解決後は解散し、喫緊の課題が生じた場合

は経営会議の命により速やかに部会を立ち上げて活動するもの。 

 ① リスク部会 （委員長 本多） 

  平成 29 年はリスク委員会から部会となり、各事業所から報告された事故報告を基に事故

事例集を作成いたしました。 

  文字のみの事例集は読み手としても目を通さないことが考えられるため、イラストを活用

してわかりやすく要点を記載することで、類似した事故を未然に防ぐことを目的に作成いた

しました。 

   

一部事例集より抜粋 

 

 

 

② 契約書等点検作成部会 （委員長 東條） 

  契約書等書類様式の点検と法人で統一ができる部分のまとめと提案を目的に、契約書の

　　転倒（環境）

発生状況（原因）

大きな物音あり。職員が駆け付けると主がしりもちを付く様な形で転

倒していた。主の話では「歩いていたらゴミ箱にぶつかって転倒し

た」とのこと

ポイント

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

廊下等の障害物は常に危険と思うこと

床が濡れていたら、速やかに拭くこと。

歩行が覚束ない利用者が濡れている床で転倒し、額をぶつけている。

冷蔵庫前の床が麦茶で濡れていたため、転倒している。

　　器物破損（職員・ソフト）

発生状況（原因）

ご利用者の洗濯を行なう際にポケットの確認を怠っていた。その結

果、ご利用者の貴重品（携帯電話や腕時計）を破損させてしまっ

た。

ポイント

洗濯前は必ず衣類のポケットの再確認をするこ

と

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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公印扱いの確認、領収証の公印扱い規程の確認、高齢関係事業所の契約書・重要事項説明書

の標準化等に取り組みました。 

開催日時と主な活動内容は以下の通りです。 

 

回 開催日時 主な内容 進行 記録 

1 
7 月 13日 

15：00～17：00 

1.構成員自己紹介 

2.部会目的と昨年度までの取り組み確認 

3.今年度の取り組み確認 

4.タイムスケジュールと進行記録等役割分担 

なか基 

東條 

なか基 

東條 

2 
8 月 10日 

15：00～17：00 

1.契約書押印取扱い状況確認アンケート調査

から明らかになったこと等とりまとめ 

2.高齢関係事業所の契約書・重要事項説明書の

点検方法の検討 

3.契約書の公印取扱いの確認 

4.領収証の公印取扱いの検討 

恵楽園 

田中 

もみ 

二ノ宮 

3 
9 月 14日 

15：00～17：00 

1.障害関連事業所の契約書押印取扱い状況確

認アンケート調査結果と進捗状況確認 

2.高齢関連事業所の契約書内容の検討① 

もみ 

二ノ宮 

あやめ 

三澤 

4 
10月 12日 

15：00～17：00 

1.「ご契約者契約書に係わる取扱い」の決定 

2.高齢関連事業所の契約書内容の検討② 

なか基 

東條 

はる 

棚次 

5 
11月 1日 

15：00～17：00 

1.障害関連事業所の「契約書等に係わる取扱

い:公印使用状況」の確認及び見直し 

2.居宅介護支援サービス事業所の契約書確認 

はる 

棚次 

あやめ 

三澤 

6 
12月 4日 

15：00～17：00 

1.居宅介護支援サービス事業所の契約書内容

修正及び確認作業 

あやめ 

三澤 

恵楽園 

田中 

7 
1 月 11日 

15：00～17：00 

1.高齢関連事業所の契約書内容の修正と確認 

2.契約書の標準化・テンプレートの作成検討 

恵楽園 

田中 

もみ 

二ノ宮 

8 
2 月 7 日 

15：00～17：00 

1.高齢関連事業所の重要事項説明書内容の修

正と確認 

もみ 

二ノ宮 

あやめ 

三澤 

9 
3 月 8 日 

15：00～17：00 

1.今年度の取組実績の確認 

2.次年度の部会で取り組む内容予定 

あやめ 

三澤 

はる 

棚次 

 

③ 中原連絡会 （委員長 東條） 

  ア 連絡会の目的 

中部エリア（中原・高津）の障害者支援ネットワークづくりと事業所間協力体制を目的

に、中部地区の事業所の連携及び運営課題について協議し、課題解決に向け取り組みまし

た。 

  イ 開催日時・場所 

   毎月第 4月曜日を定例とし、中部リハビリテーションセンター第 3会議室にて開催しま
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した。 

  ウ 構成員 

   事務局：出澤参与、中澤部長/桜の風もみの木：小林所長、二ノ宮係長、松下サビ管 

   就労支援事業所あやめ：千野所長、三澤サビ管/井田生活支援センター はるかぜ：田中

所長、金子リーダー/なかはら基幹相談支援センター：原リーダー、東條 

  エ 進行、記録 

   事務局を除く構成員事業所の輪番としました。 

  オ 主な内容 

   各事業所状況報告の後、検討した主な内容は以下の通りです。 

4 月 

・連絡会の持ち方 

地域に即した内容で、それぞれのケース対応の知恵をもらう場として活かし、各施設が協力

し合いできることを考えていく場とする。 

・あやめ移行事業強化のためのパンフレット作成意見だし。 

5 月 
・もみの木署内職員研修を保護観察所等の専門家をお招きして行う予定。 

⇒他事業所の職員も参加できるようにして欲しい。参加の方向で了承。 

6 月 「現状の困りごとの共有」を次月より「困りごとの情報交換とその検討」とすることで合意。 

7 月 

・これまでの困りごとその後報告 

・はるかぜ外部機関への広報用ＰＲ媒体の検討 

・もみの木入所者はるかぜ登録ケースをはるかぜで相談支援が担えないか。 

⇒今後モデルケースがあればはるかぜが担当し中原連絡会で検証。 

8 月 

・困りごとの情報交換とその検討 

・もみの木入所者のはるかぜ相談支援担当モデルケースの検討。 

・中原連絡会を二部制にし、職員のスキルアップを目的としたケース検討実施について意見交

換 

⇒課題として今後検討していく。 

9 月 

・困りごとの情報交換とその検討 

・もみの木入所中の相談支援について、相談支援の実情を共有。 

・はるかぜ外部機関向け広報誌「はるかぜタイムス」10 月に初版発行予定。 

10 月 

・連絡会の方向性について以下 3 点について相談や内容を深める会にしてはどうか提案。 

① 4 事業所共通のケース検討 ② 職員育成内容の検討 ③ 連携して支援できること 

・困りごとの情報交換とその検討 

・もみの木の支援について関係機関に発信する必要性がある。何をしているのか、生活訓練の

進捗状況見えづらい。依頼する側はもみの木に期待しているとの意見が出る。 

⇒職員のアセスメント力を高めるため、職員育成の場面を中原連絡会として実施していくこと

を検討。 
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11 月 

・困りごとの情報交換とその検討 

・あやめ通信リーフレット冬号 H29.12 月発行の校正意見出し。 

・もみの木職員アセスメント力を高める取り組み報告。 

①アセスメントシート作成。②ミニ CF 要点記録シート作成。①②の活用方法を説明。 

12 月 

・連絡会全体の振返りを行う。 

・次年度の取組みについて意見交換。 

 ⇒次回までに各部署で現場職員の意見を聴取し、持ち寄ることに。 

1 月 

・困りごとの情報交換とその検討 

・来年度の取組み 

個別事例検討による学習会の開催。 

 ⇒個別事例の検討には、実際のケース担当職員に参加をしてもらい、現場で感じる課題を検

討する事で、問題意識を持ってもらう事が必要。 

2 月 

・困りごとの情報交換とその検討 

・来年度の取組み 

個別事例検討を通し、地域移行支援を行っていくうえでの困り事や連携面での課題を検討。 

地域定着支援においてサテライト型期限付き GH サービスが必需。GH の設立を目指し検

討。 

・精神障害者に係る事業所相互の勉強会や研修が必要。 

3 月 

・来年度の取組み具体的方法の検討 

開催日：第 1 木曜日(祝日に当たるときは要検討) 

①14：00～15：30 事業所管理者が集まり経営的な議題を取扱う 

          例）GH の必要性、自立生活援助事業への参画など 

②15：30～17：00 若手職員育成、支援スキル向上を目的とした学習会 

 

④ 苦情解決部会 （担当理事 中澤 委員長 徳永） 

 福祉サービスにおいて苦情を「ご利用者の声」として捉え、サービスの向上に繋げます。平

成 28 年に法人としてのガイドラインが完成し、場当たりな対応ではなく一定のルールに沿っ

た方法で解決を進めることで事業所の信頼や適性性を確保すことを目的としました。ガイドラ

イン完成から 1年、各事業所でガイドラインに沿って対応ができているか、また、ガイドライ

ンの仕組みや流れが最適であるか検証し、見直しをしました。 

ア. 苦情ガイドライン平成 30年 4月改定版 

・苦情の流れを現状に即して変更 

・苦情の多様化で事例を追記 

・フローチャートを新たに追加 

・各事業所の窓口、責任者の選定 ≪平成 30年度体制≫ 

イ． 前年度・今年度課題及び改善点 

・前年度報告があがらない事業所がありましたが、今年度は全事業所報告がありました。 

・前年度同様、苦情の未解決・継続中について各事業所が様子を見る必要がある等の理由で、継

続中と記載が多くありましたが、ほとんどが未解決のまま終わっています。ガイドラインでは枝番をつ
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けて必ず同行や結果を追う事となっていました。継続の苦情や要望についても、事業所内で再度

検討する日時を決定し、終結に至らなかったケースについては事由を記載する等、次年度検討の

必要があります。 

・前年度、何度も同じ苦情がでているにも関わらず、共有されず改善されていない事業所がありまし

たが、改善されました。このことから、サービスの質の向上が図られるよう改善できたと評価できます。 

・前年度外部等、比較的大きな苦情についても報告がなく、第 2 様式が周知・活用されていません

でしたが、今年度は数件活用が見られました。しかし、このような苦情については全事業所で共有し、

これを教訓として全体的なサービスの向上にすることが求められます。次年度はどのような形で、法

人全体で共有していくことができるか検討します。 

 

 

  苦情件数 未解決継

続件数 

内訳 

接遇 サ ー ビ

ス 

事 故 損

害 

利 用 者

間 

施設外 その他 

本部 1 0 1      

救護 3 3    3   

聖風苑デイ 18 0 7 8  3   

ことぶき 4 1 2 1    1 

かわさき基幹 1 1 1      

恵楽園養護 4 2 3   1   

恵楽園デイ 7 0 3 3   1  

たじま 25 5 15 8  1 1  

なのはな 9  3   5 1  

ホーム 42 14 5 15  21  1 

もとすみ 10 10 3    3 4 

あやめ 13 3 2 8   1 2 

桜の風 11 10 2 5  4   

はるかぜ 29 2 2 16    11 

 

 

 

 

 

総件数 

177件 

内：未解決 

51件 
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回 年 月 日 主な内容 

１ 
平成 29 年 6 月 28 日 

15:30~17:30 

H28 年度事業報告、 

H29 年度年間計画確認、 

２ 
平成 29 年 7 月 26 日 

15:30~18:00 

ガイドラインの流れの確認と法人苦情解決責任者及

び役職名の変更について、 

苦情書式提出の確認、 

３ 
平成 29 年 9 月 27 日 

15:30~17:15 

ガイドラインの見直し、 

かながわ福祉サービス適正委員会のハンドブックが

各事業所に配布され保存されているか確認 

４ 
平成 29 年 10 月 25 日 

15:30~17:30 

ガイドラインの見直し、 

フローチャートの作成について検討、 

５ 
平成 29 年 12 月 27 日 

15:30~17:45 

各事業所にかながわ福祉サービス適正委員会のハン

ドブックを配布、 

ガイドライン・フローチャとの作成 

６ 
平成 29 年 1 月 24 日 

15：30~17:30 

ガイドライン最終見直し。 

4 月～12 月の苦情書式 1 を集計、内容の精査、 

７ 
平成 29 年 3 月 28 日 

16:00~17:45 

年度集計、苦情公表について 

 

⑤ 危機管理部会 （担当理事 横山 委員長 石渡） 

構成メンバー（法人本部、救護、たじま、もみの木、聖風ホーム、ことぶき、恵楽園） 

 第 1回平成 29年 11月 13日  

29%接遇

37%サービス

19%利用者間

4%地域

11%その他

内容別ー法人全体
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 第 2回平成 30年 2 月 26日 

   危機管理委員会は平成 29 年 11 月に本部召集により発足しました。年度内は委員会を

2 回行っています。当法人は入所施設や相談支援、通所施設など障害・高齢の幅広い事業

所を運営しています。29 年度は、今後発生する恐れのある、広域災害や感染症拡大(パン

デミック)などに備えて、法人全体で各事業所の利用者の安全と生活を守るため利用者や

事業所、職員への緊急連絡や安否、状況確認、ＢＣＰ策定(事業継続計画)などを整備する

にあたり、各事業所がどのように整備（意識）しているのか現状確認のアンケートを作

成し 30 年度実施に向けてまとめました。家庭向け災害のパンフレットや外部のＢＣＰ

策定のコンサルタント業者にも相談し情報収集しました。 

【定例会議】 隔月１回 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 各事業所の実施報告 

１．ノーマ・ヴィラージュ聖風苑 救護施設 

 

㉂ 平成２９年４月１日 ～ ㉃ 平成３０年３月３１日 

種 別    救護施設  

開 所 年 月 日  １９９２年４月１日 

定 員  ８６名 

所 在 地  〒210-0832 

          神奈川県川崎市川崎区池上新町３－１－８ 

          TEL044-287-2235   FAX044-287-2213 

施 設 概 要  鉄筋コンクリート造地下１階地上５階建て 

          土地 1615.80㎡  建物 3460.81㎡ 

床 面 積 地下 637.02㎡  １階 658.48㎡  ２階 623.14㎡    

３階 525.91㎡   ４階 507.97㎡  ５階 508.29 ㎡ 

責 任 者  中 石 浩 二   

事 業 所 番 号  川崎市指令民指第１１２号   

 

職員配置計画                       平成 30年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 
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苑長（施設長） 

所長 

事務員 

栄養士 

生活指導員 

介護職員 

看護婦 

介助員 

清掃員 

警備員 

1 

0 

2 

1 

2 

17 

2 

1 

0 

0 

1 

1 

4 

1 

2 

17 

2.8 

1.2 

0.2 

1 

1 

1 

4 

1 

2 

16 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

3 

1 

5 

 

（１） 利用者の状況報告 

 救護施設は開設し 26年を迎えました。入所者の平均在所期間は男性 7年 4か月、女性

9年 5か月、男女平均で 8年 1か月になります。平均年齢は男性 62 歳 4か月、女性 63歳

1 か月で、男女平均 62 歳 7 か月です。65 歳以上の方は 86 名中 41 名と 47％を占めてい

ます。 

 平成 29 年度、精神科・内科・外科等入院された方は延べ 30 名でした。精神的不調を

訴え精神科に入院された方は 3 名、内科的疾患の疑いでの検査入院、疾病としては、悪

性腫瘍（4人）やてんかん発作（1人）による入退院で 14回、その他、椎間板ヘルニア、

蜂窩織炎、細菌感染、誤嚥性肺炎など 13人の入院で体力の低下が一因としてうかがえま

す。また、体力の低下は平均年齢からも高齢者の比率が高ことからも予見できます。 

退所された方は計 9 名です。退所理由の内訳は、上記の入院者数の悪性腫瘍患者４名

について 1 名が死亡、長期入院が 3 名となっています。また、移管が 3 名（養護老人ホ

ーム 2 名、その他 1 名）無断退所 1 名、入院先からの転院による退所 1 名となっていま

す。 

 

（２） 事業計画をふまえた報告 

  救護施設の業務や機能、ご利用者の地域移行支援につきましては、プログラムの具体性

に欠け実施できませんでしたが、次年度の課題としプログラム再考はもとよりご利用者

の個別性をとらえて継続的に行ってまいります。 

他事業の連携につきましては、ご利用者一人ひとり意向をふまえて日中活動の場とし

て事業所と連携し地域活動支援センター、デイケアに参加をしています。就労支援とし

ては、就労移行支援事業所、就労継続支援事業所 B 型と連携し本人の能力や適性に応じ

た仕事を探しながら継続利用を行いました。 

  地域との連携につきましては、盆踊りや運動会などに参加し交流を図ってまいりまし

た。 

  高齢化、重度化が進むご利用者の体調・健康管理としては、健康体操を取り入れ平日、

毎日 30分実施しています。また、近隣病院の理学療法士に月 2回来ていただきご利用者

の残存機能の維持・回復を目的に指導をいただきました。 
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  苦情につきましては、29件の訴えがありました。内容といたしましては、他利用者

の居室に無断入室や物・金銭の要求や物の貸し借りの苦情です。月例会で検討課題とし

て話し合いを持ち、「やってはいけない行為」として位置づけ結果を掲示いたしました。

また、その他の苦情につきましては、場合によっては主治医に状況を伝え意見・指示を

受けながらひとつひとつ丁寧に対応し、施設生活を送るうえでの不便さの解消に努めま

した。 
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①　ご利用者状況　

ア　実施機関別内訳
平成３０年３月３１日現在

実 施 機 関 男 女 計 男 女 計

川崎市川崎福祉事務所 10 5 15 横浜市鶴見福祉事務所 0 0 0

　　　　大師 5 0 5 　　　　　神奈川 0 1 1

　　　　田島 4 0 4 　　　　　旭 0 1 1

　　　　幸 8 4 12 　　　　　磯子 1 0 1

　　　　中原 8 4 12 　　　　　金沢 0 1 1

　　　　多摩 11 3 14 　　　　　緑 0 1 1

　　　　高津 4 3 7 中区 1 0 1

　　　　宮前 3 4 7 横 浜 市 計 2 4 6

　　　　麻生 2 0 2

平塚福祉事務所 0 1 1

川 崎 市 計 55 23 78 横須賀福祉事務所 0 1 1

川崎市・横浜市 外 計 0 2 2

総 合 計 57 29 86



22 

 

 

　　イ　入退所状況

前 月
末

新 規 入 所 者

入 所 在宅から 計 理由 計

者 数  
生活保護
施 設

婦人保護
施 設

精神病院 一般病院

４ 月 85 1 1 0

５ 月 86 　 0 無断１ 1

６ 月 85 1 　 1 入院1 1

７ 月 86 1 　 1
入院1
死亡1

2

８ 月 85 2 2 0

９ 月 86 0 移管1 1

10 月 85 1 1 　 0

11 月 86 　 0 入院1 1

12 月 85 2 2
移管1
入院1

2

１ 月 85 2 2 移管1 1

２ 月 86 　 　 0 　 0

３ 月 86 0 　 0

計 0 2 0 8 0 10 9

他 施 設 か ら 病 院 か ら

退 所 者
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　ウ　年齢別内訳

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 計 平均年齢

男 0 5 17 8 14 12 56 62.4

女 0 3 7 5 9 6 30 63.1

計 0 8 24 13 23 18 86 62.7

 

　エ　身体障害者手帳所持者 　カ　療育手帳所持者

男 女 計  男 女 計

１ 級 4 2 6 Ａ2 1 0 1

２ 級 3 0 3 Ｂ1 0 1 1

３ 級 2 0 2
　キ　年金受給状況

４ 級 1 0 1 種 別 男 女 計

５ 級 1 0 1
障害基礎
年 金

11 6 17

６ 級 1 1 2
障 害 厚生
年 金

0 1 1

計 12 3 15
老齢基礎
年 金

1 3 4

　オ　精神障害者手帳所持者

老 齢 厚生
年 金

16 11 27

男 女 計
企業年金
(厚 生 基 礎 年金

含 ）

9 6 15

１ 級 2 1 3 共済年金 0 0 0

２ 級 38 24 62
遺族厚生
年 金

0 1 1

３ 級 5 4 9
国民年金
基 金

0 0 0

計 45 29 74 計 37 28 65
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　ク　障害別内訳

障 害 名 男 女 小 計 合 計 割 合

脳血管障害に
よ る も の

3 0 3

そ の 他 1 1 2 10.5%

3 0 3

0 1 1

26 25 51

3 0 3

精 1 1 2

4 0 4 86.0%

神 2 0 2

1 0 1

障 2 0 2

2 1 3

害 3 0 3

1 0 1

1 1 2

3 0 3 3 3.5%

56 30 86 86 100.0%
　

＊　この表は一人について保護理由となる主たる障害一つのみを数えている。

身体障害 9
視覚障害

統 合 失 調 症

合 計

中 毒 性 精 神 病

ア ル コ ー ル依 存 症

そ の 他

妄想型統合失 調症

脳 出 血 後 遺 症

器 質 性 精 神 障 害

高 次 脳 機 能 障 害

精 神 発 達 遅 滞

て ん か ん

肢体不自由

心 因 反 応

74

内部障害

不安身体表現性障害
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　ケ　面会状況 単位：人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

親 0 3 2 0 1 0 1 1 5 6 1 1 21

兄 弟
姉 妹

5 2 3 3 2 3 3 4 12 4 5 3 49

親 戚 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

配偶者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

子 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2

知 人
友 人

1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3

その他
( 後見
人等 )

0 1 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 4

計 6 7 5 5 5 4 4 6 17 10 6 4 79

　コ　入退院状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

入院者 3 3 1 4 3 1 7 5 0 1 2 1 31

退院者 1 2 0 4 4 1 2 6 2 1 1 1 25
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　サ　一般疾患入院病名別内訳 　シ　精神疾患入院別内訳

病 名 男 女 計 病 名 男 女 計

検 査 入 院 2 2 4 精 神 不 安 1 2 3

硬 膜 下 血 腫 1 0 1

大 腿 骨 頸 部 骨 折 0 1 1

て ん か ん 発 作 6 0 6 計 1 2 3

悪 性 腫 瘍 5 3 8

蜂 窩 織 炎 1 0 1

シ ャ ン ト 作 製 術 0 2 2
　ス　服薬管理状況

椎 間 板 ヘ ル ニ ア 2 0 2 男 女 計

誤 嚥 性 肺 炎 1 0 1 施 設 管 理 46 25 71

細 菌 感 染 1 0 1 一 部 施 設 管 理 25 4 29

自 己 管 理 6 0 6

服 薬 な し 0 0 0

計 19 8 27

計 77 29 106
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セ　介助状況

（ア）　食事 （イ）　起座
自立 一部 全部 自立 一部 全部

69 17 0 80 5 1

（ウ）　立ち上がり （エ）　排泄
自立 一部 全部 自立 一部 全部

80 5 1 69 14 3

（オ）　着脱衣 （カ）　入浴洗濯

自立 一部 全部 自立 一部 全部
79 5 2 59 6 21

（キ）　歩行入浴 （ク）　洗濯介助歩行

自立 一部 全部 自立 一部 全部
48 33 5 84 2 0

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3
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② 行  事 

ア ＜菖蒲湯＞         ５月４・５日   参加者全員（入院者除く）  

    端午の節句にのんびりと菖蒲湯を楽しみました。 

イ ＜身体体力測定＞      ６月２１日    参加者７１名  

    輪投げ、ブロック積、ストラックアウト等の各種目で得点数を定め、総合点数で優秀者を

決定しました。ゲーム感覚で体力測定を行いました。 

ウ ＜町内納涼盆踊り会＞    ７月２８日    参加者２７名  

    地域交流として踊りの練習会にも参加し、盆踊り当日に皆で楽しみました。 

エ ＜団体一泊旅行＞  ９月６～７日・１３日～１４日 参加者３７名  

日常的に外出ができないご利用者にとっては、年１回の宿泊旅行を楽しみにされています。今年は

富士・伊豆方面に行き、サファリパーク・深海水族館、伊豆長岡温泉に宿泊、日ごろ体験できない

食事、風呂に満足しました。 

オ ＜市内統一美化運動＞    ９月２４日    参加者７名 

地域貢献活動として、町内会の皆様とともに公園の清掃活動に参加しました。 

カ ＜年忘れ演芸会＞     １２月１３日    参加者８４名 

本年は職員が趣向を凝らしソーラン節、南京玉すだれ、獅子舞等を披露しご利用者と職員が繋がり

をもてるプログラム作りを行いました。また、食事は寿司、天ぷら、ケーキ等、日ごろ食せないメ

ニューをいただきました。 

キ ＜ゆず湯＞     １２月２１・２２日    参加者全員（入院者除く） 

冬至の寒さの中、ゆず湯を楽しみました。 

ク ＜餅つき大会＞       １月１２日    参加者７４名 

今年から石臼を購入し苑庭で餅つきを行い、つきたてのお餅をお汁粉にして味わいました。 

ケ ＜大師散策＞    １月２３日・２９日    参加者１６名 

川崎大師へ午前・午後小グループで行きお参りをしました。 

コ ＜グループ日帰り旅行＞    ２月９日    参加者１０名 

    川崎教育文化会館でアッ！とおどろく夢芝居（梅沢富雄・研ナオコ）を観て豪華な衣装、

歌手ならではの美声で迫力を実感ました。 

サ ＜町内会行事＞       ２月２５日    参加者３名 

 臨港警察署から防犯の案内と腹話術ショーを観賞し楽しみました。 

シ ＜団体日帰り旅行＞     ３月１４日    参加者５名  

    事業車で羽田国際線ターミナルに行き離着する旅客機の見学と江戸小路でのショッピン

グで楽しい一時を過ごしました。 

ス ＜町内運動会＞       ３月２５日   参加者２８名 

秋に実施する予定が雨天で中止となり、本年は桜を見ながら鈴割りやグランドゴルフ、スプーン競

技等の種目に参加し見学者は応援で皆で楽しみました。 

セ ＜花見＞      ３月２７日・２８日   参加者１３名 

今年は例年になく２日間とも快晴、早咲の桜満開の状況でした。散歩を兼ね観音公園や近隣の他の
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公園に出向き軽く汗をかきながら花見を楽しみました。 

③ 施設外作業 

 ア 事業所：男性１名  

建物管理業者で一般就労として働きマンションの清掃、ゴミ出し等の業務にあたっています。いず

れは地域移行を希望されていることから服薬管理、金銭管理、日常生活訓練等を経て福祉社会資源

に繋げていきます。 

 イ 事業所：男女 計１１名  

障害者福祉サービス事業所（就労支援事業Ｂ型）と連携をして、きのこの収穫及び販売作業を行っ

ています。 

 ウ 事業所：男性３名  

障害をもつ方々が機能回復訓練や社会復帰の訓練を目的とするするワークショップへ行き電気製

品の組み立てや自主製品である革細工等を製造しています。 

 エ 事業所：男女２名 

    地域活動支援センターで廃食油の回収及び石鹸製造販売やバイオディーゼル燃料製造・販

売を行っています。 

 

 作業参加状況（名）及び年間収益（円） 

月 回数 男 女 計 総金額 平均支給額 

４ 64 82 30 112 152,475 11,728（13人） 

５ 52 92 30 122 148,293 11,407（13人） 

６ 98 113 32 145 245,858 16,390（15人） 

７ 77 105 29 134 200,780 13,385（15人） 

８ 74 94 31 125 216,520 13,532（16人） 

９ 85 95 32 127 206,984 12,936（16人） 

10 94 103 38 141 236,844 13,158（18人） 

11 91 100 33 133 230,267 13,545（17人） 

12 99 101 32 133 248,445 14,614（17人） 

１ 76 99 25 124 217,455 13,590（16人） 

２ 80 96 31 127 221,620 13,851（16人） 

３ 77 114 29 143 226,490 17,422（13人） 

計 967 1,194 372 1,566 2,552,031  

  ※福祉事務所へ収入認定をしています。 

 

④ 衣類購入   平成 29 年 6月 14日・27 日 11月 8日・15日 4回実施  

          内容  苑内訪問販売 参加延人員 97 名  

          その他、近隣デパート 

⑤ 外出活動  平成 30年 1 月 23日・24日・29日  

平成 30年 3 月 27日・28日    5回実施 

   参加延人員 29 名        
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   内容 川崎大師初詣・花見（周辺の公園） 

⑥ 散歩     月～金曜日 午前 10 時 40分～   

   参加延人員  186 名 63回実施   

   内容 近辺の公園に散歩 

           雨天時は屋内でレクリレーションを行いました。 

(体操、風船バレー、オセロ、トランプ等） 

   

   （散歩）           （雨天時・レク）                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ クラブ、サークル活動 

今年度も日常生活を豊かにするために、以下のクラブ、サークル活動を実施しました。 

クラブ名 活  動  時  間 実施回数 参加延人員 平均参加者 

カラオケ 月３回    13：30～15：30 ３２回 ４３０名 13.4名 

書  道 第４（水） 13：30～15：30 ６回 ５５名 9.1名 

 

サークル名 活  動  時  間 実施回数 参加延人員 平均参加者 

将  棋 第２（火）13：30～15：30 １２回 ３０名 2.5名 

リラクゼーシ

ョン 
不定期  13：30～15：30 ８回 ２１名 2.6名 

園  芸 不定期  13：30～15：30 ６回 １７名 2.8名 

映  画 不定期  13：30～15：30 ４回 ９３名 23.2名 

創  作 不定期   13：30～15：30 ５回 １８名 3.6名 

足  湯 不定期  13：30～15：30 ８回 ６２名 7.75名 

童謡唱歌 第 3（水） 13：30～15：30 ８回 １０６名 13.2名 

月 回数 人数   月 回数 人数 

４ ６ １８   ４ ２ ６ 

５ ８ ２６  ５ ２ １１ 

６ １２ ３８  ６ １ ６ 

７ ３ １２  ７ ９ ３０ 

８ ２ ８  ８ ７ ３０ 

９ ８ ２０  ９ ３ １１ 

10 ９ １８  10 １ ２ 

11 ９ ２６  11 ２ ４ 

12 ０ ０  12 ５ １５ 

１ ０ ０  １ １０ ４４ 

２ ０ ０  ２ ５ １５ 

３ ６ ２０  ３ ６ ２０ 

計 ６３ １８６ 計 ５３ １９４ 
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レクリエーシ

ョン 
不定期  13：30～15：00 ２７回 ３００名 11.1名 

健康体操 平日毎日 14：00～15：00 ４６回 ２６４名 5.7名 

※ レクリエーション活動 

    ４階食堂室を利用しご利用者の運動機能の低下を防ぐために卓球・ストラックアウト・カ

ーリング・ポケットボールを行いました。 

    月間表彰者、年間表彰者に賞状を授与し意欲付にも努めました。 

    健康体操 

    平成２８年度から継続し４階食堂室を利用しＡＤＬの維持や介護予防を目的に椅子に座

りながら１回３０分程度行っています。 

⑧ 機能訓練 

 （月）～（金）午前９時 30 分～11 時 延べ 191 回実施 

 参加延人員 1,410 名  平均参加者 7.4 名 

 内容 歩行訓練（平行棒使用） 足筋伸ばし（踏み台使用） 

  起立訓練  マット運動  腰痛防止体操 

  筋力強化訓練（重すいバンド、ダンベル） 

⑨ 自主参加活動 

地域活動支援センターに週１日平均３名の方が出かけ、障害を持たれている方々とカラオケやトラ

ンプ、オセロ等のゲームを通しコミュニケーション能力向上に役立てています。 

⑩ 月例会 

基本、毎月 1回、第１（水）の午後に基本的に全員参加し月間予定の確認や日常生活上の問題を話

し合う意見交換の場として開催しています。 

月  日     内           容 参加者数 

平成２９年４月５日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① レクリエーション表彰について 

② 食堂当番について 

③ 大浴室の改修工事について 

④ 各階流し場、蛇口交換工事について 

⑤ 下駄箱の整理について 

⑥ 害虫駆除について 

⑦ 落とし物について 

６２ 

５月１日 

 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 食堂当番募集について 

② 嗜好調査について 

③ 落とし物について 

６７ 

６月２日 
１ 月間予定 

２ 連絡事項 
６３ 
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① 園芸サークルについて 

② 害虫駆除について 

③ 洗濯・乾燥機の使用について 

④ シャワー浴実施について 

⑤ 衣替え・居室清掃実施について 

⑥ 新担当について 

⑦ ご意見箱について 

⑧ レクリエーション表彰について 

７月４日 

 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 大掃除について 

② 身体体力測定について 

③ ３階洗濯場のごみ箱の使用について 

④ レクリエーション表彰について 

６６ 

     ８月１日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① レクリエーション表彰について 

② 嚥下体操後の着席について 

③ 夏季シャワー浴について 

④ 団体旅行について 

６８ 

     ９月１日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① トイレットペーパーについて 

② 各階談話コーナーテレビの音量について 

③ 喫煙所の灰皿のフタについて 

④ 薬の配薬について 

⑤ 食事の際のコップとスプーンについて 

７１ 

    １０月４日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① レクリエーション表彰について 

② 掃除係より 

６７ 

    １１月２日 

 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① レクリエーション表彰について 

② テレビの音量について 

③ 空気清浄機について 

④ 掃除係より 

６３ 

    １２月１日 
１ 月間予定 

２ 連絡事項 
６６ 
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① レクリエーション表彰について 

② 朝食について 

③  演芸会について 

平成３０年１月５日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① レクリエーション表彰について 

② 餅つき行事について 

③ 飲酒・新聞などについて 

④ その他 

７０ 

     ２月２日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 害虫について 

② レクリエーション表彰について 

③ 健康診断について 

④ 日帰り旅行について 

⑤ 嗜好調査・口腔ケアについて 

６８ 

     ３月１日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① レクリエーション表彰について 

② ワックスがけについて 

③ 嗜好調査結果について 

④ 体調不良時について 

７２ 

                                                                                               

⑪ 保健衛生 

  ア ご利用者の健康状態を把握するために嘱託医による診察を受けました。 

・内科嘱託医  第３（木）午後１時 00分～１時 30分 

 １２回実施 延１３０名診察 

・精神科嘱託医 第２、４（水）午後 2 時 00 分～3時 00分 

 ２４回実施 延３６０名診察 

 

イ ご利用者の健康維持のため、通院付き添いの介助をしました 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

79 85 63 90 85 68 100 77 77 80 82 64 950 

 

ウ 第１回健康診断 

実施日 検診人数 検査項目 

平成 29 年 8

月 30 日 

 

男性 ５５名 

女性 ３１名 

 計 ８６名 

・ＨＢｓ抗原、ＨＣＶ抗体検 ・血糖 

・肝機能検査 ・腎機能検査 ・尿糖検査 

・尿潜血 ・胸部Ｘ線 ・検便   
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 （入院 ０名） 

（在籍８６名） 

・中性脂肪 ・総コレステロール  

・視力・血圧・身長・聴打診・診察 

 

 

 健康診断結果  要経過観察者数 

検査項目 男 女 計 検査項目 男 女 計 

肥満 １３ １５ ３０ 尿糖＋ ０ ０ ０ 

痩せ ０ ０ ０ 尿潜血＋ ２ １ ３ 

高血圧 １１ １０ ２１ 便潜血＋ ３ １ ４ 

肝機能指数上昇 ８ ２ １０ 貧血 ５ ４ ９ 

脂質指数上昇 ８ ６ １４ ＨＢｓ抗原 ０ ０ ０ 

腎機能指数上昇 ６ ３ ９ ＨＣＶ抗体 ４ １ ５ 

尿蛋白＋ ３ ０ ３ 血糖 ０ ０ ０ 

胸部Ｘ線 ０ ０ ０     

 

エ 第２回健康診断 

実施日 検診人数 検査項目 

平成 30 年 2

月 21 日 

 

 

男性 ５６名 

女性 ３０名 

 計 ８６名 

（入院 ０名） 

（在籍８６名） 

・視力 ・聴力 

・身長  

・体重 

・尿糖検査 ・尿潜血  

・胸部Ｘ線 ・血圧  ・診察 

  

健康診断結果 要経過観察者数 

検査項目 男 女 計 検査項目 男 女 計 

尿蛋白＋ ３ １ ４ 尿潜血＋ ２ ２ ４ 

胸部Ｘ線 ６ ４ １０ 肥満 １３ １７ ２９ 

高血圧 ２０ １０ ３０ やせ ２ １ ３ 

尿糖＋ ０ ０ ０     

 

⑫業務委託（南京虫駆除） 

平成 26 年 10 月 9 日に南京虫の発生を確認し継続的に駆除を行ってきましたが、平成 28 年 3 月 18

日に終息したと思われました。しかし、平成 29年 3月に生息が確認されて以来、3 階と 5 階の居室

から同時発生する事態となり駆除を行うこととなりました。依頼業者を変更し定期的に全居室対象

に駆除を行うこととしました。 

駆除日 室 数 依頼業者 

平成 29年 4 月 26日 3 階 2室 （株）宮下ビルサービス 

6 月 22日 3 階 1室 （株）宮下ビルサービス 
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8 月 25日 5 階 3室 （株）宮下ビルサービス 

10月 10日 3 階 1室 （株）宮下ビルサービス 

12 月  7 日 
3 階 1室 

5 階 1室 
（株）宮下ビルサービス 

1 月 15日 
3 階 4室 

5 階 1室 
1 回目 AAAメンテナンス（株） 

2 月  2日 
3 階 4室 

5 階 1室 
2 回目 AAAメンテナンス（株） 

2 月 28日 
3 階～5階 

全居室 50室 

AAAメンテナンス（株） 

年間契約：6 回/年 

 

⑬研 修 報 告 

   ア施設外研修 

番号 研修名 人員 開催場所 期 日 

１ 新任福祉施設等職員合同研修 ３ 神奈川県 ４月２０日 

２ 救護施設経営者・施設長会議 １ 東京都 ５月１０日・１１日 

３ 
第 51 回関東地区救護施設研究

協議会研修会 
２ 静岡県 ７月６日・７日 

４ 初任者ｷｬﾘｱﾊﾟｽ対応生涯研修 ４ 神奈川県 
8 月 25・31日（2名） 

10月 13日・20 日（2名） 

５ 
更生福祉施設協議会「第１回職

員研修会」 
２ 横浜市 １０月１３日 

６ 
第 41 回全国救護施設研究協議

大会 
２ 広島県 １０月１９日・２０日 

７ 
関東地区救護施設協議会第 28

回職員研修会 
２ 栃木県 

11月 14日～16 日 

（3日間） 

８ 
第 17 回地域福祉推進を考える

セミナー 
１ 横浜市 11月 14日 

９ 救護施設福祉サービス研修会 １ 東京都 12月 5日・6日 

１０ 県外施設視察合同研修会 ２ 山梨県 12月 4日・5日 

１１ 
更生福祉施設協議会「第２回職

員研修会」 
２ 川崎市 ２月９日 

１２ 
第 22 回関東地区救護施設協議

会施設長研修会 
１ 東京都 2 月 1 日・2 日 
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ウ 施設内研修 

番号 研修名 人員 開催場所 期日 

１ 収入認定額を確認する ９ 川崎市 ８月８日 

２ ノロウイルス嘔吐物処理 １２ 川崎市 １１月２１日 

 

 

⑭ 実習生の受け入れ 

ア 社会福祉現場実習生の受け入れ 

   計４名 

学校名 人員 期間 日数 

田園調布学園大学（介護専攻） 4 

平成 29年 

8 月 16日～9月 19日 

平成 30年 

2 月 5日～3月 7日・20日 

24 日 

 

23 日 

 

(6) ボランティア状況 

  一芸披露、美容、理容、行事参加などのボランティアにきていただきました。地域の方との交

流が深まり、行事・活動の幅も広がりました。 

 

①  一芸ボランティア 

 所 属 名前 日数 主な内容 

１ 救護施設 A さん １２ 将棋指導やご利用者との対局 

2 救護施設 I さん ８ 音楽活動（ピアノ演奏による合唱） 

 

②  年忘れ演芸会 ボランティア 

行事日 人数 主な内容 

１２月１３日 
１ 腹話術ショー 

１ フラダンスショー 

 

③  美容・理容ボランティア 

所 属 人数 延日数 内  容 
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救護施設 １ １２ ご利用者への美容ボランティア 

救護施設 １ １２ ご利用者への理容ボランティア 

 

 

⑮苦情・解決について 

苦情（相談/要望）件数 解決件数 未解決件数 

29 件 29 件 ０件 

苦情解決の経過 

苦 情 

内 容 

1. 利用者の行動  12 件 

・拾った煙草を喫煙する行為 

・共有の新聞を 19 時に回収する行為 

・周囲の騒音や照明に対し 

・5F談話コーナーの TV音量に対し 

・金銭の要求（例：貸してくれとしつこい等） 

・ローソン池上新町店から万引きへの苦情 

・コストコの駐輪自転車籠に手を伸ばす行為 

・朝食、食事介助中の行動・夜間、女性が男性フロアに来る   等 

2. 利用者間のトラブル  16 件 

・同室者間（空調・騒音・衣類整理） 

・物のやり取り・配膳準備中の食器の数 

・食堂の椅子の出し入れ 

・チラシを居室へ持ち帰る様子を指摘し口論、他害行為となる。 

・ラジオの音量を指摘した結果の威圧行為 

・他者居室への無断入室（ノックありも嫌だ） 

・下膳時の口論           等 

3. その他     1 件 

・非常勤職員（清掃職員の対応）について 

解 決 

1. 事実の確認、話し合いなどで解決の方策を図ります。 

また、月例会で金銭・物の貸し借り・他居室への訪問の仕方などは検討課題として提示

し、良し悪しを話し合っています。結果は掲示し周知頂けるようにしています。改善無

い場合は、繰り返し 月例会で報告し、再度認識の確認と結果を提示しています。 

(ルビ付き掲示物、絵や写真を活用し、ご利用者に伝わる表現方法で掲示するなどの対応

を行っています。) 

2. 職員がご利用者と一緒に、約束事などの確認を行っています。 

その際、職員は受容・傾聴し、支持的な立場を保ち、相手が理解できるような説明を心

がけています。 
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場合によっては、主治医に状況を伝え意見・指示を仰ぎ対応し情報の共有・ 連携協働を

しています。  

3. 聞き取り調査を実施。 

双方、不快に至らない対応を依頼 

月例会で、清掃業務時への配慮と理解をお願いする。 

 

２．聖風苑デイサービスセンター 

㉂ 平成２９年４月１日 ～ ㉃ 平成３０年３月３１日 

種 別   通所介護・介護予防通所介護   

開 所 年 月 日  1999年 12 月 1 日 

定 員  35  名 

所 在 地  〒210–0832 

          神奈川県川崎市池上新町３丁目 1番地 8 

          TEL044-287-2236    FAX044-287-2265 

床 面 積 ２階 112.70㎡（食堂兼機能訓練室）    

責 任 者 中島 百合子   

事 業 所 番 号 1475000111   

職員配置計画                      平成 30年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

生活相談員 

介護職員 

機能訓練指導員 

看護師 

その他 

運転手 

1 

1 

5 

1 

1 

 

 

1 

1 

5.2 

0.3 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

4 

0.3 

3 

1 

1 

 

①利用者の状況報告 

 通所介護は 80～90 歳台が多くご利用され、体調を悪くして入院されたりすると在宅で

の生活が厳しく施設入所されてしまうケースが多くなり、30 年 3 月末までの新規ご利用者

12 名、取り消しが 23 名（施設入所・死亡）となり大幅にご利用者の総数が減ってしまいま

した。 

ご家族から生活機能の維持のため、機能訓練の要望が多く、理学療法士による 

訓練プログラムを個々のご利用者に合わせて訓練を実施し充実させています。 
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 通信カラオケの導入により、レクリエーション・カラオケの幅が広がり、男性ご利用者

の参加が以前１～２名でしたが、導入後は４～６名と参加して頂けることが出来ました。 

 創作活動では、月のテーマを考案し額縁・しおり・貼り絵等を作成して自立度の高いご

利用者がとても楽しみに作業を行い、認知症の方は創作に夢中になり徘徊することがなくな

っています。 

   

 ②事業計画をふまえた報告 

    ボランティアの交流として、理容ボランティアが月 1 回に定着し 10 名程のご利用者が毎

回ご利用されています。 

    又、新規のボランティアさん 2団体（手遊び・動揺・ダンス・太極拳）が来苑 

されご利用者と一緒にダンスを踊ったり、ボケ防止のための替え歌を交えながら 

歌い、ご利用者やボランティアさんも楽しまれながら活動されています。 

    職員の内部研修は非常勤含め参加することが出来ましたが、他部署研修は職員 

の突発的な欠勤により行うことが出来ませんでした。 

    他事業所ではご利用者の生活状況の報告を行い異変に気づき、事業者（ケアマネージャー）

とご家族に連携して通院に繋げることが出来ました。 

    時間外勤務の削減では、職員・非常勤問わず業務の分担化を図り、事務時間を確保するこ

とで昨年度より時間外勤務時間を削減することが出来ています。 
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③　利用者状況

　　ア　登録者数と年齢構成　(4月の状況） (単位：人）

性別／年齢 ～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～ 合計

男　性 2 2 1 2 5 3 2 0 17

女　性 1 1 1 1 4 8 10 1 27

合　計 3 3 2 3 9 11 12 1 44

　　イ　要介護度別　(4月の状況） (単位：人）

介護度／性別 男性 女性 計

要支援  1 0 1 1

要支援  2 1 1 2

要介護度１ 4 6 10

要介護度２ 6 6 12

要介護度３ 2 8 10

要介護度４ 3 3 6

要介護度５ 1 2 3

合　計 17 27 44

(単位：人）

利用日数 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

第１週 15 21

第２週 19 12 16 14 23

第３週 20 13 17 15 23

第４週 19 15 18 13 20

第５週 18 13 16 16 21

計 76 53 67 73 108

１週平均 19.00 13.25 16.75 14.60 21.60

　ウ　曜日別利用状況（3月の状況）今年
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　　エ　曜日別入浴利用状況（3月の状況）

一般入浴 (単位：人）

利用日数 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

第１週 9 20

第２週 12 7 8 8 16

第３週 13 8 9 10 17

第４週 13 10 10 8 19

第５週 16 8 9 11 17

計 54 33 36 46 89

１週平均 13.50 8.25 9.00 9.20 17.80

特別入浴

利用日数 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

第１週 1 5

第２週 4 1 5 2 6

第３週 4 1 4 1 5

第４週 3 1 5 1 5

第５週 4 1 4 1 3

計 15 4 18 6 24

１週平均 3.75 1.00 4.50 1.20 4.80

④　利用状況 (単位：人）

月別 事　業 月　末 月別利用 1日平均

日　数 登録者数 延人数 利用者数

4月 20 52 387 19.35

5月 23 49 418 18.17

6月 22 49 404 18.36

7月 21 48 386 18.38

8月 23 47 410 17.82

9月 21 47 394 18.76

10月 22 48 376 17.09

11月 22 46 366 16.60

12月 20 45 330 16.50

1月 20 41 342 17.10

2月 20 41 335 16.75

3月 22 43 377 17.13

合計 256 46.33 4,525 17.65
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聖風苑全体活動報告  

（１） 聖風苑内委員会 

ア 防災委員会 

  消防計画書に基づき、防災管理の適切な運営を図るために設置して、年間計画のもと、

避難訓練を実施しました。 

  平成２９年度は総合警備保障株式会社（ALSOK）による地震・災害の恐ろしさについて

講習会を行い、救護施設のご利用者及び職員が参加し、災害への対策から予防について

学習いたしました。 

 ア） 避難訓練を含めた総合訓練       聖風苑全体を対象 

       10月 18日実施      

 イ） 夜間想定避難訓練を含めた総合訓練   救護施設を対象 

        6月 28日実施  1月 26日実施    

 ウ） 防災会議開催日 

    8月 23日・10月 10日・12月 25日 

 

イ ボランティア委員会 

聖風苑に係るボランティア活動の募集、受け入れ対応、行事企画運営等、 

ボランテイア活動の連絡調整及び対応を行う委員会です。 

  活動内容はつぎのとおりです。 

（ア）募集活動 

・(公財)かわさき市民活動センター  

ボランティア募集雑誌「ボラ・ナビ 2018」調査票回答 

・法人ホームページにて随時ボランティアを募集。その他、ボランティア募集のポス

ターを掲載しています。 

（イ）行事企画    

・大師高校吹奏楽部の演奏 

８月１０日（木）１１時から１１時４０分 

救護施設、ディサービスの２事業所合同で演奏会を開催しました。毎年恒例の行事

となっており、楽しみにされているご利用者も多数いらっしゃいました。高校生によ

る若さがあふれる演奏に、自然と笑顔がこぼれ、一緒に歌っているご利用者の方もい

らっしゃいました。また、事前に準備したポスターや会場装飾も、ボランティアの皆

さんには好評でした。 

（ウ）その他活動 

・各部署にて、傾聴や行事ボランティア、書道、理容、美容、将棋、麻雀等、ボラン

ティアの方々の参加をいただいています。 

・年間４０名弱の方々がボランティアとして参加いただき、新規の受け入れもありま

した。 
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<会議開催日> 

５月２９日 ７月１４日 １１月２８日  

ウ 給食委員会 

円滑な給食業務の遂行及び充実した食事の提供を図ることを目的とし、救護施設、デ

ィサービスの２部署と委託給食業者で行う委員会です。ご利用者に提供する食事に関

すること、各部署、給食業者との意見交換、行事食に関すること、給食提供に対する共

通ルール、ノロウイルス対策の確認など話し合いました。 

 ＜会議開催日＞ 

4 月 13日  5月 11日  6 月 6 日   7 月 13日  8月 10 日  9月 14日   

10月 12日  11月 9日  12月 14日  1 月 11日  2月 8日   3月 8日  

 

（４） 設備維持管理 

  各設備維持管理のため点検を定期的に実施し、修繕が必要なものには交換、修理をいたし

ました。 

実施月 保守箇所 委託業者 

毎月 

空調衛生設備全体 

エレベータ 

厨房等害虫駆除、害虫調査 

㈱アズビル 

㈱東芝エレベータ 

㈱シー・アイ・シー 

隔月 電気設備 ㈶関東電気保安協会 

４月   

５月 

冷温水発生機切替 

冷却塔清掃点検 

冷温水部品交換 

消防設備点検 

３F 女性トイレ便座交換 

㈱アズビル 

 〃 

 〃 

㈱赤塚防災設備 

システムショップいしかわ 

６月 

空調フィルター清掃 

厨房グリスフィルター清掃点検 

冷却塔清掃スライム剤洗浄 

全館害虫駆除 

㈱アズビル 

  〃 

  〃 

㈱シー・アイ・シー 

７月 

吸収冷温水発生機（ＮＯ１．２．３）バー

ナーモーター交換及びガス遮断弁交換工

事 

湧水ポンプ交換工事 

㈱アズビル 

 

 

㈱アズビル 
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８月 

空調機総合点検 

OA 外気取入ギャラリー清掃 

ファンコイル総合点検 

給排気ファン総合点検 

空冷ヒートポンプ総合点検 

給湯ボイラー点検 

㈱アズビル 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

９月 

自動制御総合１年点検 

冷却塔清掃・.滅菌剤投入 

自動ドア点検・交換工事 

防災監視盤 更新工事 

㈱アズビル 

  〃 

㈲アートハウジング 

㈱赤塚防災設備 

10 月 

受水槽・高架水槽清掃 

空調フィルター清掃 

厨房グリスフィルター清掃点検 

冷却塔部品交換   

緊急ガス遮断弁用操作盤バッテリー交換 

ケイジーケイ㈱ 

㈱アズビル 

  〃 

  〃 

東京ガス㈱ 

 

11 月 

 

冷却塔清掃点検 

加圧給水装置・各ポンプ総合点検 

冷温水発生機切換え 

消防設備点検 

非常照明交換工事 

㈱アズビル 

  〃 

  〃 

㈱赤塚防災設備 

〃 

12 月 
電気設備停電検査（自家発電機含む） 

各階非常用照明の LED 照明への交換工事 

㈶関東電気保安協会 

齋藤電機 

１月 
浴槽水質検査 

 

東工業㈱ 

 

2 月 

空調フィルター清掃 

ファンコイル総合点検 

空調機総合点検 

厨房グリスフィルター清掃点検 

厨房事務室エアコン設置工事 

スプリンクラー設備不良工事 

㈱アズビル 

  〃 

  〃 

  〃 

ALSOK 双栄㈱ 

㈱赤塚防災設備 

3月 

外壁工事 

全館床清掃 

聖風苑内 LED 交換工事 

火災感知器 交換工事 

鈴木建設㈱ 

ケイジーケイ㈱ 

リコージャパン㈱ 

ホーチキ㈱ 

 

（５） 給食 

ア 基本的な考え方 

食事は生命を維持し健康を保持･増進するだけでなく、ご利用者にとり生活の中で大きな楽

しみです。 
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安全で皆さまに満足していただける給食サービスの提供を目標に努めました。 

 

イ 栄養価報告 

栄 養 素 単位 

救護施設 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 

ｾﾝﾀｰ 

所要量 

 

給与量 

（平均） 

給与量 

（平均） 

熱 量 Kcal 1906 1894 685 

た ん ぱ く 質 ｇ 56.5 63.1 22.3 

脂 質 ｇ 48.4 55.5 21.6 

カ ル シ ウ ム ｍｇ 676 645 201 

 鉄   ｍｇ 7.0 6.5 2.5 

ビ タ ミ ン Ａ μｇ 786 599 250 

ビタミンＢ1 ｍｇ 1.20 1.20 0.47 

ビタミンＢ2 ｍｇ 1.35 1.04 0.42 

ビ タ ミ ン Ｃ ｍｇ 100 75 29 

 

ウ 平均食材費及び食数 

 
救護施設 

(日) 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ(食) 

平均食材費（円） ７６３ ３３９ 

平均実食数（数） ８３ １７ 

 

エ 給食パターン 

   嗜好調査にもとづき、つぎのとおりに実施しました。 

   （救護施設）   週 1回 朝納豆、朝昼各１パン食、麺食 

月 1回 選択食、毎月１日 赤飯 

   （ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ） 月１回 麺食（焼きそば等） 

           毎月１日 赤飯、パン食なし 

 

オ 行事食及び調査等 

月 行 事 名  献 立 名 備 考 

４ 花まつり 桜ちらし寿司、天ぷら盛り合わせ  
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５ こどもの日 オムハヤシライス、キャラメルプリン  

６ イベント食 ご当地メニュー(岡山名物 ドミカツ丼)  

７ 
七夕 

土用の丑 

七夕そうめん、七夕ゼリー 

選択食（鰻丼） 
 

８ イベント食 ご当地メニュー(滋賀名物とんちゃん丼)  

９ 

敬老の日 

 

 

うなぎちらし 秋野菜の天ぷら 

さつま芋ごはん 

おでんバイキング(デイサービス) 

 

10 
行事食 

(秋の味覚祭り) 

栗ごはん 

松茸ごはん、さんまの塩焼き 
 

11 
イベント食 

 

海鮮丼 茶碗蒸し 

きのこごはん 
 

12 

演芸会会食 

 

 

クリスマス 

 

年越し 

にぎり寿司盛り合わせ、 

天ぷら盛り合わせ、茶わん蒸し 

ケーキ 紅茶 

サフランライス、オニオンスープ、 

煮込みハンバーグ、クリスマスデザート 

年越しそば 

 

１ 

正月（1～3日） 

 

 

 

 

七草 

鏡開き 

イベント食 

 

≪おせち料理≫ 

祝肴、雑煮風 鮭のゆずみそ焼き、二色松風焼き 

すき焼き風、うなぎちらし、そぼろ丼、 

サワラの白醤油焼き 

七草粥 

お汁粉 

ご当地めし（大分名物 とり天鶏めし丼） 

海鮮二色丼 

 

 

 

 

 

もちつき行事 

 

２ 

節分    

 

バレンタイン 

イベント食 

生姜の炊き込みご飯、節分和菓子、 

あじフライ梅おろしソース 

ハートのコロッケ、チョコババロア 

ばらちらし丼 

嗜好調査２月 

(救護施設・デイ

サービス) 

３ 
ひな祭り 

 

桜ちらし、あさり汁、ひな祭り和菓子 

まぐろ丼 
 

 

カ 個別対応 

   一般食を基本としていますが、アレルギーなどの疾病や体調、食べられない･ 

食べにくい方の為に、自助食器の購入やミキサー食対応などの個別対応をしました。 
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ア 食種類 

主食 

 

種   類 備    考 

ご は ん 大盛あり 

軟       飯 大盛あり 

全 粥 大盛あり 

重 湯  

ミ キ サ ー 粥  

パ ン パン食提供時のみ、キザミ・パン粥対応あり 

お に ぎ り 手のご不自由な方 

 

副 食 

種   類 備    考 

常 菜 普通食 

キ ザ ミ スプーンですくえる大きさ 

極 キ ザ ミ みじん切りまたは一部ミキサー 

ミ キ サ ー 食品をミキサーにかけ、裏ごししトロミをつける 

ト ロ ミ 嚥下障害の方対象、食品にとろみをつける 

 

キ 治療食 

    主治医の診断のもと、所属看護師の指示を受け、制限食の対応を行いました。 

種  類 内   容 対 象 疾 病 

エ ネ ル ギ ー 主食･副食の分量減、食材や調理方法の変更 糖尿病、脂質異常症等 

塩   分 漬物･汁物の分量減、調味料の変更 高血圧等 

カ リ ウ ム 生果物等、高カリウム食品除去 腎疾患等 

 

ク 禁食の種類と対応 

種  類 対象食材内容 代 替 食 材 

魚  禁 魚全般 肉・卵・豆腐料理 

サ バ 禁 サバ サバ以外の魚・肉･卵･豆腐料理 

う な ぎ 禁 うなぎ 鰻以外の魚・肉・卵・豆腐料理 

肉  禁 肉全般 魚･卵・豆腐料理 

牛 乳 禁 牛乳 カルシウム強化ジュース 

納 豆 禁 納豆 類似栄養価食品 

パ ン 禁 パン 米飯食 
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麺  禁 麺 米飯食 

も ち 禁 餅・餅製品 餅類似食品 

油 禁 揚げ物全般とﾏﾖﾈｰｽﾞ類 
煮る、蒸す、茹でるなど調理方法の変更とノ

ンオイル食品への変更 

山 芋 禁 山芋 類似栄養価食品 

＊ その他細かな申し入れは、個別の相談を受け可能なものを類似栄養価食品で対応いたしました。 

 

 

ケ 食事時間（配膳下膳時間） 

食事 

区分 
施設区分 配膳時間 

食事開始 

時間 

下膳時間 

(厨房） 

下膳時間 

（苑職員） 

朝食 救護施設 ７：１０ ７：２０ ７：５０ ― 

昼食 

デイサービス １１：４５ １２：００ ― １３：３０迄 

救護施設 １１：５０ １２：００ １２：３０ １３：３０迄 

（早昼食） １１：３０ ― ― ― 

デイサービス １４：３０ １４：４５ ― １５：３０迄 

夕食 救護施設 １７：１０ １７：２０ １７：５０ ― 

※配膳時間は職員が厨房から配膳車を出す時間、または電話連絡をする時間とする。 

救護施設の下膳は厨房職員が下膳をする時間とする。 

 

コ 食品衛生管理 

 行政指導の大量調理施設衛生管理マニュアルに従い、実施しました。 

  （ア） 保存食…食材料及び出来上がり食品を各 50g以上２週間以上冷凍保存 

   （イ） 厨房内害虫駆除…月 1 回実施。 

  （ウ） 調理従事者の健康管理…検便月１回(6～9 月は月 2回) 

                ノロウイルス検査（11月・1月） 

健康診断年１回実施 

  （エ） 食材の検収…納品時間の記録、納品時温度測定および記録、適切な保管 

  （オ） 調理時管理…中心温度の測定および記録、調理途中の適切な温度管理 

 

サ 非常食 

災害時の対応として、非常食を５階倉庫と地下倉庫に備蓄しております。 

内容は、様々な災害状況を想定して一人用缶詰や調理不要のものなどです。 
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 朝  食 昼  食 夕  食 

１日目 

カロリーメイト 

リンゴジュース 

白桃缶 

アルファ米白飯 

カレー 

アルファ米赤飯 

牛肉大和煮缶 

２日目 
アルファ米白飯 

とりそぼろ缶 

アルファ米山菜おこわ 

切干大根煮缶 

アルファ米白飯 

五目大豆煮 

３日目 サバイバルフーズ（クラッカー・フリーズドライシチュー） 

その他 ミネラルウォーター（2Ｌ）・アルファ米粥 

 

３．地域活動支援センター なのはな 

 

種 別     地域活動支援センター（通所施設） 

開 所 年 月 日   平成 21年 10月 1日 

定 員   12名 

所 在 地   〒210-0834 

           神奈川県川崎市川崎区大島 4丁目 7番 12号 仲谷ビル １階 

           TEL044-222-2852    FAX044-222-2852 

施 設 概 要   活動ルーム・面談室・静養室・トイレ・台所 

床 面 積   59.6㎡ 

責 任 者   千葉 格   

職員配置計画                      平成 30年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

所長（管理者） 

支援職① 

支援職② 

1 

1 

1 

1 

1 

1  

1 

 

 

2 

※配置人数は常勤換算数 

 

29 年 4 月より職員配置を 4 名とし、より細やかな支援や活動の場を提供できる環境になり

ました。また送迎範囲の広域化も実施し、より多くの送迎希望者へのニーズに応えられる様に

なりました。 

福祉関係機関からの紹介も好調で新規ご利用者 7名の契約。ご本人事情などの理由による 4名

の契約解除がありましたが、年間延べ利用人数は 1,878名、１日平均利用者数は 7.8名、年度

末登録者は 35名と前年度を上回る利用実績を挙げる事が出来ました。 

主な活動としては、ご利用者の意欲及び個性を尊重して個々のニーズを重視した個別支援計画

の作成と利用者会を開催することにより、大きなトラブルや契約解除がなく 29 年度を終える

事が出来ました。 

作業は、引き続き周辺企業からのポスティング及び自主製作製品への取り組みの一環として

手工芸製作を継続して行いました。また、各福祉関係機関との連絡を密にとり、ご利用者の支

援状況を確認しながら日常生活能力の維持向上が図られてきました。 



50 

 

 

① ご利用者状況 

ア 入退所状況 

 

 

 

登録者数 

新規登録者  

退所者 在宅 共同生活 入所 

 ４月 ２８ ０ ０ ０ １ 

 ５月 ２７ ０ ０ ０ １ 

 ６月 ２６ ０ ０ ０ １ 

 ７月 ２６ ０ ０ ０ ０ 

 ８月 ２６ ０ ０ ０ ０ 

 ９月 ３３ ７ １ ３ ０ 

１０月 ３３  ０ ０ ０ ０ 

１１月 ３２ ０ ０ ０ １ 

１２月 ３２ ０ ０ ０ ０ 

 １月 ３２ ０ ０ ０ ０ 

 ２月 ３２ ０ ０ ０ ０ 

 ３月 ３２ ０ ０ ０ ０ 

合 計  ７ １ ３ ４ 

 

イ  性別年齢別内訳 

 歳代 ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ 

男性 ４ ２ ６ ５ ２ ０ 

女性 ３ ３ １ ４ ２ ０ 

合計 ７ ５ ７ ９ ４ ０ 

 

ウ 障害手帳別内訳 

等級 A1 A2 B1 B2 １級 ２級 ３級 他 合計 

知的  ３ ８ ２     １３ 

精神     １ １５ １  １７ 

身体     ２    ２ 

 

エ 主な疾病障害別内訳 

障害 人数 疾病 人数 疾病 人数 

知的障害 １３ 統合失調症 １５ 脳性麻痺 １ 

気分障害 ３ 高次脳障害等 ２ 心因反応 １ 

強迫性障害 １ てんかん ２ 依存症 １ 

オ 参加人数 

 平日数 開所日数 利用人数 平均人数 

 ４月 ２０ ２０ １５４ ７．７ 

 ５月 ２０ １９ １５５ ７．８ 

 ６月 ２２ ２２ １８１ ８．２ 
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 ７月 ２０ ２０ １６９ ８．５ 

 ８月 ２２ ２２ １６１ ７．３ 

 ９月 ２０ ２０ １８０ ９．０ 

１０月 ２１ ２０ １５４ ７．３ 

１１月 ２０ ２０ １３８ ６．９ 

１２月 ２１ ２０ １５７ ７．９ 

 １月 ２１ １９ １４６ ７．７ 

 ２月 １９ １９ １４４ ７．６ 

 ３月 ２１ ２１ １３９ ６．６ 

合 計 ２４７ ２４４ １８７８ ８．０ 
 

 

 

② 活動内容 

ア 外出活動 

日時 内容 場所 参加者 

４月５日 花見外出 川崎市 １２名 

６月１３日 買い物外出 川崎市 ４名 

７月４日 買い物外出 川崎市 ７名 

１０月２６日  買い物外出 川崎市 ６名 

１２月１５日 年忘れ会 

（川崎チネチッタ） 

川崎市 １５名 

１月１５・１７・１９日 川崎大師 初詣 川崎市 １５名 

  延べ ５９名 

 

 

イ  作業内容 

受注先 受注額 

ぱど  １４３,９５３円 

 

作業内容 延べ工賃支払者数 工 賃 平均工賃 

配布差し込み １２７人 １４３,９５３円 １,１３３円 

 

ウ 利用者会 

 4月 5月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 延べ 

人

数 

12 

名 

8 

名 

8 

名 

8 

名 

6 

名 

8 

名 

7 

名 

9 

名 

7 

名 

11 

名 

9 

名 

9 

名 

102

名 

 

 

③  関係機関との連携 

ア  地域相談支援センター等          通所者状況の報告・会議 

イ  栗田病院              通所者状況の報告・会議 

ウ  福祉事業所等             個別支援計画の調整・会議 

エ  株式会社 ぱど          ポスティング受託 
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④  研修 

研修名 人数 場所 日時 

法人階層別研修（新人職員） 

 

 

 

法人階層別研修（管理職） 

１人 

 

 

 

１人 

聖風苑 

たじま施設 

はるかぜ 

恵楽園 

たじま施設 

４月１８日 

６月２０日 

９月１９日 

１月１６日 

１２月１６日 

 

 

 

 

 

４ かわさき障害者福祉施設たじま 

㉂ 平成２９年４月１日 ～ ㉃ 平成３０年３月３１日 

事 業 所 名 称  たじま生活介護 

種 別    生活介護  

開 所 年 月 日  平成 28 年 4月 1日 

定 員  40名 

所 在 地  〒210-0853 神奈川県川崎市田島町 20番 10 

          TEL044-276-9683 FAX044-276-9619 

施 設 概 要   定員８０名規模、通所の生活介護の提供。卒業生の進路先としての受け入れ

が中心になります。 

１階 生活介護専有部 重度重複活動室 125.6㎡ 浴室 56.5㎡、車椅子ﾄｲﾚ 9.3㎡、 

共用部   医務室 15.5㎡、廊下 49.0 ㎡ 、男性ﾄｲﾚ 12.5㎡、女性ﾄｲﾚ 14.4㎡、EV9.5㎡ 

     車椅子ﾄｲﾚ 5.3㎡、事務室 71.3㎡、ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ 20.8㎡、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ 9.2 ㎡ 

２階 生活介護専有部 活動室 226.7㎡ 調理活動室 37.0㎡、食堂 98.6 ㎡、学習室 19.9㎡ 

車椅子ﾄｲﾚ 8.3㎡、男性ﾄｲﾚ 22.7㎡、女性ﾄｲﾚ 16.1 ㎡、機能訓練室 21,4㎡ 

共用部   廊下 78.0㎡ 、EV9.3 ㎡、階段 20.2㎡、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ 51.3 ㎡ 

３階 生活介護専有部 相談室 14.2㎡、 

共用部   廊下 104.1 ㎡ 、EV9.3㎡、階段 20.2 ㎡、ﾗｳﾝｼﾞ 25.7㎡、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ 10.9㎡ 

 車椅子ﾄｲﾚ 4.2 ㎡、男性ﾄｲﾚ 14.3㎡、女性ﾄｲﾚ 12.6㎡、倉庫 34.9㎡、会議室 99.6㎡、 

  洗濯室 14.5 ㎡、処理室 3.6 ㎡、男性更衣室 13.3㎡、女性性更衣室 25.8㎡、 

責 任 者  田中陽一 

事 業 所 番 号 １４１５００１０５４ 

職員配置計画   

                             平成 30年 3月 31日現在 

職種 
支援員配置

基準 

支援員配

置人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 
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所長、支援員、看

護師、栄養士、事

務員、運転手 

27 名 27 名 27 名 6 名 16 名 

※配置人数は常勤換算数 

 

かわさき障害者福祉施設たじまは、地域生活支援（包括的ケア）を目的に、家庭支援センター、

生活介護、短期入所、日中一時預かりの事業において、コミュティワーク、相談支援、喀痰吸引、

強度行動障害、発達障害、権利擁護等専門性の強化を図りながら、地域づくりプロジェクトの実施、

SOS かわさき事業への参画、川崎区機関連携会議の推進など地域生活支援ネットワークの構築と拠

点型総合的支援の展開をすすました。 

 

 

 

（１）たじま生活介護 

＜A グループ＞ 

健康支援と機能訓練をベースとして、安全な食事摂取、生活リズムの安定、心地よい刺激によ

る自発性の促し、意思表出支援への取り組みを行ってきました。今年度末より感覚統合器具（ブ

ランコ等）を用いた感覚刺激活動を新たに取り入れ、またスイッチ等のツールを用いた意思表出

支援も学び、専門性の向上につとめました。 

＜B グループ＞ 

日常生活動作や集団参加の支援への取り組みを行ってきました。昨年度よりペットボトル回収、

つぶし等の軽作業的な内容の活動の時間を増やし、ご利用者にとってわかりやすく達成感のある

プログラムを取り入れてきました。 

＜C グループ＞ 

働く意欲のある方のために、主にボールペン組み立てや近隣地域の清掃を主とした社会貢献活

動に取り組みました。今年度はご利用者がより作業に集中して取り組みやすくなるよう同一の作

業であっても班編成を行い利用者相互による刺激の低減を図りました。 

＜D グループ＞ 

自主制作品の制作と販売に向けてコースター、アクセサリ等自主制作品作りに日々取り組んで

おり、市民まつり、川崎福祉まつり、田島地区の夏祭り、田島支援学校バザーに出店・販売する

ことができました。 

２）たじま日中一時預かり  

  利用者も昨年より増え、契約数１５名となりました。卒業を迎える子どもも出てきて、卒業す

る子に対しての支援等も行ってまいりました。移行先の幼稚園や保育園、小学校とも連携をとり、

アフターフォローをしました。今年度の計画では５名定員としていましたが、虐待ケースや家庭

支援センターからの緊急保護が必要な見過ごせないケースの相談があった為、パート採用で人員

を増やし、定員を超えての受け入れを行いました。 

３） たじま 短期入所 
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平成 29 年度は川崎市内全域を対象に受け入れを行いました。中原より先の地域は希望が少な

く、川崎区と幸区の方が中心に利用されました。また利用している方は障害支援区分５・６の方

が約８割をしめ、強度行動障害加算対象者や、他の短期入所では受け入れの難しい重度の身体障

害の方が多く利用しています。 

４）たじま家庭支援センター 

 たじま家庭支援センターは、地域の関係機関と連携し、複合的な生活課題を持つ家族を支援する

ことを柱とし、これらの支援を通して、「地域を基盤とした暮らし」を実現するための地域包括ケア

システムの一翼を担うべく、事業展開をしてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）たじま生活介護 

1.事 業 概 要  

営業時間 

利用時間 

送迎 

定員 

対象者 

8：45～17：15  ※土日休業 祝日営業 

9：00～16：00 

あり 

40 名 

川崎区内在住の日中に所属のない障害のある方 

※卒業生中心 

 

２．支援実施状況 

＜A グループ＞ 

（活動実績） 

活動内容 実施回数 

個別活動（機能訓練、意思表出等個

別課題プログラム） 
月 20 回（毎日実施） 

音楽 月 5回（週 1回実施） 

創作 年 25 回（季節により回数を変動） 

レクリエーション・カラオケ 月 5回（週 1回実施） 

絵本・お話 月 5回（週 1回実施） 

体感・感覚刺激活動 月 3回（2週間に 1 回） 

＜B グループ＞ 

日常生活動作や集団参加の支援への取り組みを行ってきました。昨年度よりペットボトル回収、

つぶし等の軽作業的な内容の活動の時間を増やし、ご利用者にとってわかりやすく達成感のある

プログラムを取り入れてきました。 
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（活動実績） 

活動内容 月間実施回数 

ペットボトル作業 月 12 回（週 3回実施） 

体操・ウォーキング 月 15 回 

レクリエーション 月 5回（週 1回実施） 

スヌーズレン・体感活動 月 5回（週 1回実施） 

創作 月 4回（週 1回実施） 

ドライブ・外出活動 
各ご利用者 

月 1回程度 

＜C グループ＞ 

（活動実績） 

活動内容 月間実施回数 

請負作業（ボールペン）     月 20回 

  （週 5回実施） 

      ペットボトル作業     月 4回 

  （週 1回実施） 

    エクササイズ     月 4回 

  （週 1回実施） 

    ウォーキング     月 4回 

  （週 1回実施） 

    地域清掃     月 2回  

 （2 週間に 1回実施） 

  軽作業（作業練習）     月 8回 

  （週 2回実施） 

    外出活動     月 4回 

  （週 1回実施） 

※作業工賃支払い額平均 6,571 円 （前年度 2962円 前年度比 221%） 

 

＜D グループ＞ 

（活動実績） 

活動内容 月間実施回数 

  自主制作（販売品作成）     月 30回 

  （週 7回実施）  

    ウォーキング 月 4回 

  （週 1回実施）  

体操クラブ参加（わははの会）     月 2回 

 （2 週間に 1回実施）  

学習活動（文字・漢字・計算練習）      月 4回 
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  （週 1回実施）  

外出活動     月 2回 

 （2 週間に 1回実施）  

※作業工賃支払い額平均 12,015 円 （前年度 7528円 前年度比 157%） 

 

（２）【専門的支援】 

医師による定期的な健康チェックや健康相談、OT による機能評価および機能訓練プログラム

の実施・指導、STによる食事についての評価、食形態および介助方法の検討実施をしており、日

常の支援場面において施設職員が専門性をもって支援にあたれるよう取り組んでいます。また機

能訓練の必要性のあるご利用者人数が増加したこともあり、OTの月間訪問日数を 1 日増やしてい

ます。 

自閉症支援専門コンサルタントを年度前半まで取り入れ、ご利用者の気持ちに立った支援、見

通しを持った支援を行うなかでの構造化支援等、継続的に実施してきています。専門家の評価や

アドバイスを受けながら支援を行いました。神奈川県強度行動障害支援力向上研修にも 2 名、サ

ービス管理責任者研修に 2名受講し、職員の資質向上と体制の確保に努めています。 

 

（３）【医療的ケアの拡充】 

支援職員による、人工呼吸器装着を含む喀痰吸引および経管栄養を短期入所の営業日数拡大を

見据えて今年度も新たに 2名研修受講し、研修受講済みの職員は現在計 8名となっています。生

活介護のみならずたじま短期入所においても医療的ケアが必要な方の利用希望があるため、安定

的に受け入れを行うためには今後も継続的に喀痰吸引および経管栄養の対応がとれる職員を増

やしていく必要があります。 

 

 

※医療的ケア（特定行為）を要するご利用者人数 

   ①経管栄養（胃瘻） 4名 

   ②喀痰吸引     1名 

   ③人工呼吸器（侵襲的） 1名 

（４）【ご家族懇談会】 

  ご家族向け懇談会を年間計画と支援の取り組みをご報告するとともにご家族のニーズに合わ

せた内容を組み込み年 2回実施しました。勉強会については、ご家族ごとに知っている情報の格

差が非常に大きいものであることが以前より浮かびあがっており、また家族からのこのような機

会があったらと要望が寄せられていたものを実現しました。来年度以降も同様に必要な勉強会を

実施したいと考えています。 

 実施内容 実施月 参加人数 

① 給食試食会 9 月 27 名 

② 
成年後見制度勉強会 

「いざという時に備えて！ 
3 月 25 名 
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  ～わかりやすい成年後見制度～」 

ぱあとなあ神奈川 雨宮氏 

（５）【季節行事】 

  各活動グループにおいて、季節の小行事（ひなまつり、ハロウィン、クリスマス、お正月等）

を活動の一環として提供していますが、事業所全体としては下の内容の行事を実施しました。 

 

 

  ①七夕行事 

   ：園庭を使った七夕飾り、写真撮影等 

  ②夏まつり 

：施設内レクリエーション、盆踊り、町会盆踊り大会での出店販売 

  ③餅つき大会 

   ：日中一時預かりの子ども達と合同での餅つき大会 

 また給食提供でも、その季節の行事に因んだ献立を提供して頂いています。 

（６）【クラブ活動・地域交流】 

  ご利用者のクラブ活動として、音楽、園芸、体操を行いました。 

① 音楽 

音楽活動は各グループ独自で行いますが、そのプログラム内容や方法について共有し、よ

り有意義な音楽活動の提供を目指し取り組んできました。また音楽ボランティアによる演奏

（年 2 回）や東京交響楽団管弦楽団コンサート等、地域や施設外の方々との交流の機会とし

ても役立てています。 

② 園芸 

施設の畑スペースやプランターを利用して野菜や草花を育て、育てるよろこびやご利用者

の役割意識を育む活動を行ってきました。園芸の進め方については地域の方の助言もいただ

きながら行いました。 

③ 体操 

笑いヨガの団体である和ははの会に生活介護ご利用者も参加させていただきクラブ活動と

して行ないました。月 2回実施、各回ご利用者平均 20 名の参加があります。 

 

３．利用実績 

（１）【利用者概況】 

たじま生活介護は平成 30 年 3 月 31 日現在、定員 40 名の通所事業所として営業しており、登

録者数は現在 64 名、平均利用者数は 46,6 人となっています。平成 29 年度当初、田島支援学校

卒業生 6 名と中原養護学校卒業生 2 名の計 8名の新規利用契約がありました。 

ご利用者の障害支援区分の分布は下表（1）（2）の通り区分 5・6の方の割合が 80％を超えてお

り、重症心身障害あるいは重度の知的障害の方の比率が非常に高いと言えます。 

下表(5)(7)から、卒業生受け入れ中心のたじまにおいて、ご利用者の平均年齢は年々下がって

きていますが、反面いけがみから在籍している、または他施設から移行してきたご利用者を中心
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に高齢の方の比率も増しており、本人や家族の高齢化による生活状況の変化等も見据えた支援が

必要性も高くなっていく状況です。 

（２）障害程度（縦：知的障害等級 横：身体障害等級）  2018年 3月 31 日現在 

 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無判定 計 
割合

(%) 

Ａ1 22 2 0 2 0 0 17 43 67.2 

Ａ2 1 1 0 0 0 0 7 9 14.1 

Ｂ1 1 0 0 0 0 0 3 4 6.2 

Ｂ2 0 1 0 0 0 0 2 3 4.7 

無判定 4 0 1 0 0 0 0 5 7.8 

計 28 4 1 2 0 0 29 64 100 

精神手帳 
１級 ２級 ３級 計  

2 0 0 2 3.1% 

（３）障害支援区分 

障害者区分 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 非該当 合 計 

男性 0 0 2 6 10 22 0 40 

女性 0 1 1 2 3 17 0 24 

合計 0 1 3 8 13 39 0 64 

割合 0% 1.6% 4.7% 12.5% 20.3% 60.9% 0% 100% 

（４）年間利用実績 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2 

月 

3 

月 

定員×日

数 

800 920 880 840 920 840 880 880 800 840 800 880 

延べ人数 955 1082 1067 1001 1036 989 1000 1009 954 901 931 1058 

１日平均人数 47.8 47.0 48.5 47.7 45.0 47.1 45.5 45.9 47.7 42.9 46.6 48.1 

稼働率(%) 119 117 121 119 112 117 113 114 119 107 116 120 

（５）ご利用者人数 

定員 40 契約 64 
実人数 前年度 新規登録者 登録取消者 

46.7 56 9 1 

（６）年齢構成 

性別 
 

１５歳~ 
２０歳

~ 
２５歳~ ３０歳~ ３５歳~ ４０歳~ ４５歳~ ５０歳~ 

男  3 11 5 5 2 4 3 7 

女  4 11 1 1 1 5 0 1 

計  7 22 6 6 3 9 3 8 

比率  11% 34% 9% 9% 5% 14% 5% 13% 
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（７）主な障害・疾病 

 ①障害及病名別／性別 
男 女 計 

障害名／等級 

知的障害 A1 43 A2 9 B1 4 B2 3 59 92.1% 

身体障害 26 8 34 53.1% 

精神障害(手帳） 1 1 2 3.1% 

高次脳機能障害 2 １ 3 4.6% 

統合失調症 2 2 4 6.2% 

水頭症・小頭症・巨人症 １ 0 1 1.5% 

ダウン症候群（染色体異常） 1 3 4 6.2% 

てんかん 10 9 19 29.6% 

（８）平均年齢 

 H28年度 前年度 昨年度比較 

男性平均年齢 34.7  歳 35.8 歳 -1.1 歳 

女性平均年齢 28.8  歳 35.5 歳 -6.7 歳 

全体平均年齢 32.5  歳 35.7 歳 -3.2 歳 

 

４．運営体制 

（１）職員研修 

番

号 
研 修 名 人員 開催場所 期 日 

1 
自閉症支援コンサルテーション 

サポートひろがり 山田由美子氏 
 たじま活動室 平成 29年 4月 19日 

2 〃  たじま活動室 平成 29年 5月 10日 

3 〃  たじま活動室 平成 29年 5月 24日 

4 〃  たじま活動室 平成 29年 6月 28日 

5 〃  たじま活動室 平成 29年 7月 12日 

6 サービス管理責任者 補足研修 1 
サンピアン川

崎 
平成 29年 6月 22日 

7 職場研修担当者研修会 施設職員コース 1 ロフォス湘南 

平成 29年 

7 月 10 日～7 月 12

日 

8 神奈川県強度行動障害支援力向上研修 1 

川崎市高齢社

会 

福祉総合セン

ター 

平成 29年 9 月 7日 
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9 サービス管理責任者 補足研修 1 
サンピアン川

崎 
平成 29年 6月 22日 

10 「全介助」の介護技術 1 
ウィリング横

浜 
平成 29年 7月 14日 

11 キャスパーアプローチ講習会 2 

ユニコムプラ

ザ 

さがみはら 

平成 29年 

7 月 29日、30日 

12 摂食・嚥下の基礎知識 1 
ウィリング横

浜 
平成 29年 8月 17日 

13 高次脳機能障害とともに暮らす 1 
県総合医療会

館 
平成 29年 8月 26日 

14 アサーティブコミュニケーション 1 
神奈川県 

社会福祉会館 

平成 29年 

11月 7日、28日 

15 
本気で変えよう！利用者の笑顔を引き出す 

チームの作り方 
26 たじま活動室 平成 29年 9月 29日 

16 心肺蘇生法研修 19 地域交流室 
平成 29 年 11 月 24

日 

17 摂食嚥下勉強会：福元 ST 25 たじま会議室 
平成 29 年 12 月 15

日 

18 互いの専門性を高めあう「チームケア」 1 エポック中原 平成 30年 1月 31日 

19 スイッチコム支援勉強会 1 
神奈川県 

社会福祉会館 
平成 30年 2月 10日 

20 サービス管理責任者研修 1 
神奈川県 

社会福祉会館 

平成 30年 2月 16日 

3 月 6 日、3月 15日 

21 神奈川県強度行動障害支援力向上研修 1 
中井やまゆり

園 

平成 30年 

2 月 21日、22日 

（２）社会福祉現場実習生の受け入れ 

学 校 名 人員 期 間 日数 

国際医療福祉大学 

小田原保健医療学部 
5 平成 29年 9 月 7日 1 日 

川崎市立川崎高等学校 

福祉課 
3 平成 30年 1 月 29日~平成 29 年 2月 9日  10 日 

（３）ボランティア状況 

番

号 
目的（ボランティア名等） 人員 所属 年間日数  

1 日常活動の補助 １ 川崎区社会福祉協議会  40 日 

2 音楽演奏 5 地域町内 2 日 
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3 創作活動の補助 1 地域町内 8 日 

4 夏祭り 4 チャレボラ 1 日 

（４）苦情解決 

苦情・要望件数 解決件数 未解決件数 

26 件 26 件 0 件 

苦情解決の経過 

苦情内容 

①連絡帳の記載をもっと具体的に書いてほしい 

②利用者を子ども扱いしているような言動の職員がいる。そのうち虐待に

つながるのではないかと思う。対応を改善してほしい。 

③やりたくない活動がある。 

④朝・夕の駐車場での利用者の声が大きい。また送迎車のドアを閉める音

や、夕方家族同士が話している声も気になる。 

⑤帰りの送迎後、両手が冷えていた。直接冷風か風にあたっているのでは

ないか。 

⑥連絡帳にご本人のこととは全く違うことが書かれていた。連絡帳は本人

の日中のことを知ることができる大切なものであるのに、馬鹿にされてい

るように感じてしまう。 

⑦本人のものではないものがカバンの中に入った状態でかえってきた。 

苦情解決 

①健康状態や活動でのご様子について、 曖昧な表現は避け、具体的にわか

りやすく記入することとし、職員全体に周知した。 

②事業所内において、相手を子ども扱いしていると思われる、または不快と

思われる自分の言動や対応を出し合い、これを改善すべき点として取り組む

こととした。 

③参加する活動については事前に確認を行うこと、また強制的に参加してい

ただくというような対応をとることはないということの説明を行った。 

④ご利用者の声やドアを閉める音については、声を出してしまうご利用者が

館内に入りやすくなるよう、車を玄関前につけたり、ご利用者誘導時の混雑

をさけられるよう誘導するようにした。また家族同士の話し声については駐

車場に貼り紙をし、お話がある際にはエントランスホールで話していただく

ようお願いをした。 

⑤送迎時の冷暖房の調整や、タオルケット等の掛物を使用して体温調整を細

かく行っていくことを伝え、謝罪している。 

⑥介護記録システムを使った連絡帳記入の方法や、内容の確認方法に関する

対応の変更を行い、誤ったやりとりをしないように改善を図った。 

⑦物品の確認を職員間で徹底するようにするとともに、可能であればすべて

の物品に対してご記名いただくよう依頼した。 

２）日中一時預かり 
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事 業 所 名 称  たじま日中一時預かり   

種 別   日中一時預かり 

開 所 年 月 日  28年 7月 1日 

定 員  10名以下  

所 在 地  〒210-0853 

          神奈川県川崎市川崎区田島町 20番 10 

          TEL044-276-9672 FAX044-276-9694 

施 設 概 要  川崎市地域生活支援事業で日中一時支援に位置づけられた日中一時預

かり事業。児童発達支援事業に準じ、個別支援計画とともに障害児・者の

日中活動支援を実施します。たじまでは二歳児から六歳児までを中心とし

ています。 

責 任 者 徳永由紀子 

事 業 所 番 号 １４６５０００５３５  

職員配置計画                      平成 30年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

保育士 1 

指導員 2 

指導員 

1人以上 

2.7 人 2人  1人 

※配置人数は常勤換算数 

１ ． 事 業概 要  

★利用時間  

 

★送迎    

★定員    

★対象者   

     

：９：３０～１７：００ 

 ※土日、祝日は休業 

：なし 

：１０名以下  

：川崎区内在住の２歳～6歳 

 

２．利用実績 

 （１）利用状況 

 
契約

者数 

定員 5名に 

対する利用率 
紹介先／情報提供先 

移行先／人数 

４月 ９名 １１５％ 南部療育センター／家庭支

援センター 

前年度たじまのみ 

４月聖クララ幼稚園併用→１１月卒業 

５月 １０名 １２４％ 南部療育センター  

６月 １１名 １３５％ 児童相談所  

７月 １２名 １４４％ 南部療育センター  

８月 １２名 １４０％   

９月 １３名 １４６％ 他保護者  
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１０月 １２名 １４６％  共立幼稚園移行 １名 

１１月 １４名 １６８％ 南部療育センター／家庭支

援センター 

併用→聖クララ幼稚園移行 １名 

１２月 １３名 １６９％ 南部療育センター/地域  

１月 １５名 １６１％  梅園幼稚園移行 1 名 

２月 １５名 １６７％   

 １５名 １７３％   

※「４月」小学校 入学１名  聖クララ幼稚園 移行１名  若宮幼稚園 移行１名 

 

２．発達障害への特性を考慮した対応 

・言葉の遅れに対してはカードを使用し、発語を促す 

・言葉の遅れに対しては、ＯＴ・ＳＴ指導の元、個人にあった課題に取り組む 

・言葉の遅れに対して毎日食前にお口の運動を行う 

  【自閉症の方への対応についての取り組み】 

・一つずつ物事を伝える 

・絵カードを提示し、理解しやすいよう伝える 

・パーテーション等で余分な情報が入らない環境を提供している 

  【多動の子に対して】 

・思い切り走れる時間を提供しめりはりのある支援を行っている 

・お片付けなど習慣化することで、自分で環境を整えられる力をつけられた 

・机の位置を変えたりしながら視覚を考え集中しやすい環境作りを行った 

※上記のことは保護者にもお伝えし、ご家庭とたじまで連携をとりながらおこなっている。 

  

３．目的に応じた活動内容 ～五領域を取りいれて～ 

障害への特性に応じた支援と五領域を取り入れて、幼児期に育つことが期待される、生涯にわ

たる人格形成の基礎（感動したり、興味を持って知ろうとする豊かな感覚を身に着けていく事）

を培うことを目的とした活動を取り入れました。 

 

             発達の遅れや障害の特性に応じた支援・訓練 

2 本の柱     幼児期に必要な五領域を指針とした保育   

    

・心身の健康に関する領域「健康」 

・人とのかかわりに関する領域「人間関係」 

・身近な環境とのかかわりに関する領域「環境」 

・言葉の獲得に関する領域「言葉」 

・感性と表現に関する領域「表現」 

（１）体操・運動(室内) ４回／月 

＜人間関係＞ 友達と一緒に行うことにより友情がうまれ、人間関係がはぐくまれる 

＜言葉＞   体操をするとともに言葉で新しい言葉を覚えることにつながる 
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＜環境＞   体操するときの環境により体を大きく動かすなど環境に適したことを学ぶ 

＜健康＞   体力づくり、健康な体をつくりあげていく 

＜表現＞   自分の思いを表現するボディランゲージにつなげる 

 エビカニクスや、タオルるんるん体操、ラーメン体操を行い発表会につなげる事も出来ました。

体操後にはリラックスの時間を提供し、落ち着ける環境作りもしてき ました。組体操もはじめ友

達との関係性や表現力などを培いました。 

（２）園芸 毎日／4 月～１１月 

＜人間関係＞  お友達と一緒に水やりをすることにより、友好な関係を育む 

＜言葉＞    作物の名前を覚える 

＜環境＞    土・触感を感じる 

＜健康＞    外に出ることにより太陽を浴び健康につながる 

＜表現＞    収穫物を使い、季節の作品などを作る 

たじまの畑を利用して、種を植える、水やり、収穫など役割を持って行った。 

 収穫物がない際には、土遊びをし、はだしで畑に入り、普段には味わえない感覚遊びや、表現の

仕方等を学びました。かぼちゃを収穫した際には、利用者から「ハロ ウィンに使おう」など発想・

表現力などを培うことが出来ました。 

（３）製作 ３回／月 

＜人間関係＞ お友達の作品をほめたりして良好な人間関係を育む 

＜言葉＞   職員にわからないことを聞き、コミュニケーションをはかる 

＜環境＞   卓上でその場の適した道具を使い 

＜健康＞   のりやはさみを使い手先を動かす 

＜表現＞   自分が作りたいものを好きに作る 

季節を感じる作品作りをすることにより四季を覚えることにもつながりました。個人の作品で

は表現力や個性を出せる場となり、集団の作品では協力性や意見を伝える場となりました。 

（４）机上 ８回／月 

＜人間関係＞ 共通の課題を行って、共感できる環境を作る、他の子のやっていることを見て興

味をもってもらう 

＜言葉＞   わからないことを職員や友達に聞きコミュニケーションをはかる 

＜環境＞   時間を決めて課題に取り組むことにより環境に適する 

＜健康＞   机上活動で箸等に使い方を学ぶことで体の健康につながる 

＜表現＞   鉛筆を使い紙を書くことにより、自己表現ができる 

年齢ごとにわかれ、個々にあう課題を行いステップアップの１歩として活動してきました。鉛

筆の持ち方や指先の器用さが育ち、集中力も伸びました。 

（５）外出 ４回／月 

＜人間関係＞ お友達と手をつなぐことにより良好な人間関係が育まれる 

＜言葉＞   職員の話をよく聞くことにより言葉につながる 

＜環境＞   公園など行く場によって、適した遊びをする、四季を感じることで、季節感を感

じる 

＜健康＞   外に出て思い切り走ることにより、体力づくりにつながる 
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＜表現＞   自分の好きな遊具をつかい好きな遊びをすることができる 

公園や子育て支援センターの他に、今年度は、図書館にも行きました。その環境に合った声の

音量・行動等を学ぶ場にもなり、自分の興味のある本を借りられることにより、嬉しさから興味

の幅も広がった様に思えます。その他に、遠足で夢見が崎公園、社会科見学で東芝未来科学館に

も行くことができました。 

（６）室内レク ３回／月 

＜人間関係＞ コミュニケーションの基礎能力をのばす 

＜言葉＞   職員の言葉を集中して聞く力をつける。ルールを理解する力をつける 

＜環境＞   お部屋のなかの遊びを学ぶ 

＜健康＞   体を動かしたり、時に俊敏な動きもあり運動機能ひいては健康につながる      

＜表現＞   勝ち負けを経験することで喜びや悔しさを表現することが出来る 

レクリエーション（鬼ごっこ・風船バレー・ボーリング等）を行い、人間関係のコミュニケー

ションの基礎能力を伸ばす取り組みを行いました。また、レクリエーションの中には瞬発力を伸

ばす運動などもあり、こどもたちの運動機能ひいては建機につなげています。 

（７）音楽 ５～１０回／月  ※発表会やイベント月による 

＜人間関係＞ 音楽発表会を行い、人間関係における連帯感や、協調性を学ぶ 

＜言葉＞   季節の言葉や物の名前を覚える 

＜環境＞   音楽が流れるなかで楽しくすごせるようになる 

＜健康＞   発声をすることで肺機能の健康につながる 

＜表現＞   楽器や踊りを介して表現する 

季節の歌を毎月決めて歌うことで、発語を促ししています。楽器や踊りを介して表現力を身に

つけています。音楽発表会を１０月にむけて行いました。お友達と目標を持って練習することで、

人間関係における連帯感、協調性を身に着ける取り組みをしています。 

（８）スヌーズレン ３回／月 

＜人間関係＞ 好みのおもちゃで遊ぶことで人間関係の形成につながる 

＜言葉＞   色の名前を覚える 

＜環境＞   光・音・におい・振動・触覚を楽しむ 

＜健康＞   リラックスできる環境をすごすことで、健康なからだづくりを行う 

＜表現＞   自分のしたいことをすることにより表現につながる 

       珍しいものを使って、自己表現する 

   光、音、香り、振動、触覚を楽しむ器具などを使って普段あまり体感できない刺激を与え、リ

ラックスできる環境づくりに取り組んできました。 

特にいろいろな色の光を出す装置などは色認知の成長につながり、実際、子どもたちが色の名前

を覚えたり、発語なども出るようになりました。 

（９）自由遊び 午前１Ｈ・午後１Ｈ／毎日 

＜人間関係＞ お友達と自由に遊ぶことにより人間関係が育まれる 

＜言葉＞   自由に遊ぶことにより自分の思いを伝えられる場となる 

＜環境＞   今あるものだけで遊ぶ能力を作る 

＜健康＞   思い切り走ることやのびのびすごすことで健康につながる 
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＜表現＞   ブロック等をすることにより、自分の考えていることを作品に表現する 

好きな本を開いたり、車のおもちゃで１人遊びをする子もいれば、おままごとをしたり、何人

かで共同でブロック遊びをしたり自由に遊ばせました。成長の段階や障害、発達過程で必要な事

を学ばせました。両親以外に信頼関係が築けるように支援したり、幼児期は、友達と仲良く遊ぶ

だけでなく、けんかやいざこざを経験できる貴重な時期であり、けんかを通して、自分の主張を

ぶつけ合い、お互いの気持ちに折り合いをつけ、仲直りすることを学び、社会性を身につけてい

きます。危険の無い限りは、むやみに職員が喧嘩を裁いたりせず、「けんかはしたけど、Ａちゃん

と遊ぶのは楽しい」と思える精神的回復力を育てることを支援してきました。 

（10）午睡 必要に応じて／毎日 

＜人間関係＞ 休むことにより、落ち着いた関係をきづける 

＜言葉＞   おやすみなさいなどの言葉を習慣化することが出来る 

＜環境＞   お布団等で気持ちのよい環境をつくる 

＜健康＞   睡眠をきちんととることにより、規則正しい生活につながる 

＜表現＞   布団をかけることにより暑い、寒いなどの表現をすることができる 

       今は寝たいなどの気持ちを表現することができる 

午睡専門の部屋を作り、落ち着いて眠られる環境作りをしました。昨年同様に、 

利用者により時間を変えたり、卒業する利用者に関しては、３か月前くらいから午睡時間を徐々

に減らし、体力づくりなどもかね、調整してきました。 

（11）プール活動 週２回／７月～９月初旬 

＜人間関係＞ お友達と一緒に水遊びをすることにより関係が深まる 

＜言葉＞   みずはこわいなど思いを言葉にできる場となる 

＜環境＞   水は楽しい場ではなく、危険な場でもあると覚える場でもある 

＜健康＞   服を脱ぐことにより体の抵抗力をつけることにより、健康な体作りをする 

＜表現＞   思うままに水遊びが出来る    

たじまでエントランス前の庭や気温が 26℃以下の日は機会浴室にて子供用プールを広げ、8月・

9 月に実施。プール中に遊具も広げ水の怖さをやわらげながら行うなどの工夫もしました。 

（12）サーキット ４回／月 

＜人間関係＞ 友達と一緒にまねっこをすることで協調性を育む 

＜言葉＞   職員の話を理解し、道具の名前を覚える。お友達を応援する 

＜環境＞   道具を使ってその場にある玩具を使う 

＜表現＞   道具を用いて体を使った表現をする 

＜健康＞   平均台など普段使わない玩具を使い、全身運動することで健康につながる 

子どもたちの課題をＯＴ（作業療法士）の意見をもとに作成し、毎回テーマをもって取り組ん

でいます。バランス感覚や走る力、全身の力をつける運動などを通じて子どもの健康を促進して

います。またダンスやボール、フラフープなどを用いて身体を使った表現を伸ばしていきます。 

（13）折り紙 ４回／月 

＜人間関係＞ 職員の手本をみることにより、コミュニケーションをはかる 

＜言葉＞   折り紙の折り方など、いろいろな言い回しを学ぶ 

＜環境＞   集中できる場を作る 
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＜健康＞   指先を使うことにより、巧緻性のある動作を学ぶ 

＜表現＞   折り紙を通じて。動物などの好きなものを作る 

   今年度から始めた活動で、狙いとしては職員の話をきちんと聞くことにより集中力を養ってい

ます。指先を使うことで細かい動きを身に着けられ、綺麗に折る習慣の獲得を基に行っています。

活動を通して子どもたちが机に座って集中する時間も日に日に増えてきています。 

 

４．保健衛生 

ア 体温測定毎日実施 

イ 生活介護の看護師による巡視 

ウ 連絡帳による食事、体調、睡眠などのやり取り 

 

５．専門相談 

ア 小児科医嘱託医による相談、理学療法士、言語聴覚士による相談指導 

イ 南部療育や他の児童発達支援事業所による連携相談 

    ウ 自閉症・知的障害コンサルティング、保護者相談実施 

 

６．相談・連携・交流 

（１）こども食堂への参加 

    ア 地域の子供たちとの交流 

    イ 保護者同士の交流、給食懇談会（１回／年）の実施 

    ウ 小学生との交流 （将来への期待や見通しを持てるように） 

（２）電話相談、見学 

    ア 電話でのお問い合わせ、相談 

      川崎区内でも幼児を対象とした日中一時事業がなく、事業内容や時間の問い合わせが多

くありました。 

    イ 見学、体験の実施 

電話相談で、定員により受け入れが出来ない旨を伝えたうえで、積極的 に見学対応を

行いました。 

（３）各機関、相談、連携 

     ア 家庭支援センターのアウトリーチによる、地域からの緊急ケースなど相談し、連携しな

がら受け入れをしました。移行する際も各関係機関との調整を担って頂きました。 

イ たじまで行われる、なかよし広場(南部療育センターと合同開催で行われる 2 歳児の母

子参加講座)での職員参加、日中一時の見学等 

ウ 困難事例で不登校によるご利用者の小学校との情報交換 

エ 児童発達支援センターや市立幼稚園、南部療育センターと併用で利用されているご利用

者の情報交換 

オ たじまから市立幼稚園等へ移行した子のアフターフォローや行きしぶりの対応、訪問支

援などの実施 
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７．併用・移行・アフターフォロー 

    事前に家庭との面談により、サポートノートを作成。併用、移行先に伝えたいこと、心配して

いること、知ってほしいことなどを記載。幼稚園や保育園に保護者と同行し、申し送りを実

施しました。また、１か月後、３か月後、半年で家庭への連絡・移行先の訪問など実施しま

した。併用先での課題があった際に、たじまで短期目標を立て実施して併用先で課題が解決

された実績もありました。これにより安心して併用から完全移行し、安心して幼稚園での集

団生活が送れるようになりました。 

 

８．行事 

（１）遠足（夢見が崎動物公園） 

目的 外出や遠足をとおして集団行動や公共のマナーを身に着け、普段図鑑や絵本で見

ている動物を実際に見る機会の提供 

効果 実際に見ることができた新しいことをしることが出来ました。 

（２）社会科見学（東芝未来科学館。味の素工場見学） 

目的 社会見学を通じて社会性や公共のマナーを身につける。また食品の成り立ちなど

興味をもつこと 

効果 科学や食べ物に興味を持つ子がいました。 

（３）発表会 

目的 テーマを一つに決め、お友達との関係を築くこと 

効果 踊りが好きになった子が増え、普段の活動を保護者の方に見ていた 

だくことが出来ました。 

（４）送る会 

目的 日中一時預かりを卒業し移行するご利用者に、職員・ご利用者・   家族皆で送

りだす会。ステップアップの共有、移行先の様子や情報など、フォロー支援とし

て交流をもつ機会 

効果 卒業の子どもたちを笑顔で送ることができた保護者に、日ごろの様子を動画な

どでも伝えられました。 

９．職員研修 

番

号 
研 修 名 人員 

開催場

所 
期 日 

1 キッズフェスタ（こどもの福祉用具） 4 東京 4 月 15日 

2 
発達・知的障がい児支援職員対象 

ＳＳＴ研修会 
2 東京 5 月 4～5 日 

3 
発達障害の子どもたち～お子さんの個性を知ろう！

どうしてそうなるの？～ 
４ 川崎 

6 月 21日 

7 月 8 日 

4 幼児安全法支援員養成講習 １ 東京 ８月 26～27 日 

5 
入学準備どうする～家庭でできること 

        こどもの言葉の発達 
2 川崎 

10月 12日 

11月 2日 

6 発達障害の子供たちと家庭でできる遊びについて 2 川崎 10 月４日 
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７ 
小児の支援制度知っていますか？ 

 ～手帳があるとできること～ 
１ 川崎 11月 11日 

８ 療育センターにおける一般小児科医に役割 １ 川崎 11月 14日 

９ 愛着・心の発達・障害・愛着形成を促す支援 １ 川崎 12月 4日 

10 発達障害について １ 川崎 2 月 3日 

 

１０．社会福祉現場実習生の受け入れ              計 ７ 名                     

番

号 
学 校 名 人員 期 間 日数 

1 聖ヶ丘教育福祉専門学校 1年 １ 3 月 12日～27日 １１ 

２ 神奈川県立大師高校２年 各４ 

A グループ 

9/12、19、26 

10/10、24 

11/7、21、28 

12/５ 

１/9、16、23、30 

B グループ 

9/13、20、27 

10/11、25 

11/8、15、29 

12/6 

１/10、17、24、31 

 

３ 川崎市立川中島中学校２年 ４ 2/6 １ 

 

１１．ボランティア状況  

 所属 年間日数 

１  無 ４８日（毎週火曜） 

２  無 １２日 

３  無 ２４日（毎週１回） 

４  無 ６～７日 

 

１２．苦情解決 

苦情・要望件数 解決件数 未解決件数 

1 1 0 

苦情内容 
職員の声のトーン、表情、ダメという言葉が利用者様にとっては

怖いとのこと。 

苦情解決 
一日の中で、職員が利用者様と時間を設けてはなすようにし、職

員が注意する際には主語をしっかり伝えるようにする。 
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３）短期入所 

 

事 業 所 名 称  たじま短期入所   

種 別   短期入所 

開 所 年 月 日  平成 28年 5月 1日 

定 員  4名 

所 在 地  〒210-0853 

          神奈川県川崎市川崎区田島町 20番 10 

          TEL044-276-9638 FAX044-276-9694 

施 設 概 要   通所施設に併設されてた短期入所。川崎市単独型。在宅ケアの継続、地

域移行体験、自立支援の目的でサービスを提供します。 

責 任 者 徳永由紀子 

事 業 所 番 号 １４１５００１０５４ 

職員配置計画                      平成 30年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

生活支援員 1 名以上 7名 3名 1 名  

※配置人数は常勤換算数 

 

事業概要 

営業日 
平日（祝日含む） 

土日、年末年始は休業 

営業時間 
チェックイン 10 時～17時 

チェックアウト ～9時半 

職員体制 

日中 １～２名 10 時～16時 

夜間 2 名 
早勤 16時～翌 9時半 

遅勤 17時～翌 10時半 

緊急枠 無し 

医療行為 不可 

定員 ４名 

対象 １８歳以上（在学中は除く） 

  身体・知的・精神の障害。難病者等。 

     

     

たじま利用者受け入れ開始 平成 28年 5 月 30日 

施設外の受け入れ 

川崎区受け入れ開始 平成 28年 10月 1日 
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幸区受け入れ開始 平成 29年 1 月 4日 

中原受け入れ開始 平成 29年 6 月 1日 

宮前・高津区受け入れ開始 平成 29年 9 月 4日 

多摩・麻生区受け入れ開始 

（川崎市内全域対象化） 
平成 29年 11月１日 

 

 

 

２． 登録状況 

ご利用者数(人) 年齢構成(人) 

性別 今年度 前年度 新規 取消 性別 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

男性 56 31 25 0 男性 7 26 14 8 0 1 

女性 49 30 18 0 女性 4 24 12 6 2 1 

合計 105人 61 人 44 人 0 人 合計 11 人 50 人 26 人 14 人 2 人 2 人 

 

障害程度区分（人) 

性別 区分 6 区分５ 区分 4 区分 3 区分 2 区分 1 

男 29 12 9 5 1 0 

女 21 9 13 2 4 0 

合計 50 21 22 7 5 0 

％ 48％ 20％ 20％ 7％ 5％ 0％ 

 

居住地区(人) 

性別 川崎 幸 中原 宮前 高津 多摩 麻生 

男 42 10 4 0 0 0 0 

女 36 7 4 0 1 1 0 

合計 78 17 8 0 1 1 0 

％ 74％ 16％ 8％ 0 1％ 1％ 0 

 

加算（重複有) 

  国 市 

性別 重度障害 行動障害 重度障害 重複障害 行動障害 

男 1 14 9 14 13 

女 2 9 6 14 9 

合計 3 人 23 人 15 人 28 人 22 人 
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３． 利用状況 

月 
利用率

(%) 

申込件

数(人) 

利用割合(%) 性別割合(%) 支援区分(%) 

たじま 一般 男 女 区分 6 区分 5 区分 4 区分 3 区分 2.1 

4 月 98 18 78 22 39 61 88 6 0 0 6 

5 月 92 24 54 46 42 58 71 21 8 0 0 

6 月 100 23 57 43 44 56 70 17 9 0 4 

7 月 100 23 70 30 48 52 87 13 0 0 0 

8 月 93 28 57 43 46 54 71 11 14 0 4 

9 月 96 26 62 38 42 58 70 15 15 0 0 

10 月 97 22 77 23 45 55 77 14 9 0 0 

11 月 97 26 57 43 42 58 76 8 8 4 4 

12 月 100 25 52 48 48 52 76 12 12 0 0 

1 月 98 28 68 32 53 47 82 11 7 0 0 

2 月 98 28 61 39 54 46 79 7 14 0 0 

3 月 ※101 24 67 33 46 54 75 21 4 0 0 

※緊急受け入れ対応：1 月に DV からの避難のため 1 件、3 月にご家族が緊急入院になったため 1

件、合計 2件。 

※満床時、緊急受け入れを行った為、利用率が 100％を超えました。 

 

４． 事業の目的と運営 

在宅において、保護者又は家族の急な用事やその他の理由により、障害者等の介護ができな

い状況が生じ、短期間の入所を必要とする障害者に対し、入浴、排せつ、または食事等の介護

や日常生活上の支援を提供し、障害者等及び家族の福祉の向上を図りました。また、宿泊体験

の場としても機能を果たし、利用者の状況に応じて、食事・整容・更衣・排泄・余暇活動生活

全般にわたる援助を行いました。 

 

５． 事業内容 

（１）生活支援 

ご利用者の人権を尊重し、障害の特性を正しく受け入れられるよう、利用者の心身の状況や

意向をふまえ食事、排泄、入浴等の生活全般の支援を行いました。今年度は契約時のアセスメ

ント方法や、実際に利用した際の記録などの方法を具体的にするなどの工夫をし、個別性の高

い支援を行えるように取り組みました。 

（２）職員研修 

たじま生活介護以外のご利用者も増え、職員の技術の向上が求められるようになったため、

職場内研修などでレベルアップを図っています。今年度は、臨港病院の言語聴覚士を招いた嚥

下勉強会などが行われました。 

（３） 余暇活動 
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対象地域が拡大し、幅広い層の方が利用されるようになりました。様々なニーズに対応でき

るよう活動を増やしました。また、写真を用いた活動覧表を作成し視覚的にも活動を選びやす

くするなどの工夫をしました。今年度はドライブで希望があった横浜方面（山下公園）などに

も出かけています。室内で人気が高かった活動は、アイロンビーズやフリーワイファイを使用

した動画鑑賞や音楽鑑賞でした。 

（４） 健康管理 

受け入れに際しては、利用者、家族から家庭における健康状況及び特性について聞き取りを

行いました。身体に変化が生じた場合には家庭に連絡を取り、感染症の疑いがあるケースにつ

いてはマニュアル通り、報告・連絡・相談を行い速やかに対処しました。日常ではバイタル測

定を朝と夕方お２回実施し、生活介護の看護師による巡視を毎日夕方に行いました。誤薬・提

供忘れが２件あり、マニュアルの再確認とチェックの徹底を行いました。ご利用者の健康状況

の把握をより確かなものにするため、入所時のチェックシートを導入しました。 

（５） 非常災害対策 

非常事態を想定し、夜間想定の避難訓練を１０月に実施しました。火災、地震などの緊急時

に対応できるように年２回実施していきます。防災用品の配置や避難経 路などを改善し、昨

年度課題であった階段への転落を防ぐ為、外階段の手前に門扉を設置した他、迅速な避難のた

めスロープの設置も行いました。 

（６） 苦情解決 

ご利用者ご家族からの要望苦情については、荷物の取り違え、持ち帰り忘れなどは昨年度に

比べ減少していますが依然として続いています。原因として、利用者の荷物に名前がない場合

が多いことや、確認不足でした。その点を踏まえ、再度ご家庭に荷物への記名を依頼するとと

もに、短期入所職員がチェックアウト前に短期入所内の各所を確認するなどの取り組みを行い

ました。 

（７） 電話相談、見学 

電話での各種問い合わせや相談、見学に対応しています。特に精神障害をお持ちの方が何度

も面談や見学をしたいという希望に応え、利用につなげることができました。今年度は受け入

れ地域が川崎市内全土になったため、緊急での依頼なども増え、調整が行える部分に関しては

受け入れを行いました。 

（８） 他施設との連携 

他の通所事業所などと連携し、送迎を行う事業所が 2 事業所から今年度は４事業所に増え、

多くのご利用者が短期入所を利用中でも、普段の通所事業所を利用することができるようにな

りました。また、本来受け入れが難しい強度行動障害のある方の継続的な受け入れが行えるよ

う、相談支援事業所や通所先、他の短期入所などとの情報交換を活発に行い、定期的に行なわ

れるコア会議やカンファレンスにも参加しました。結果、更正相談所の職員が何度もたじまに

来所し環境設定や対応の方法、職員体制等相談しながら受け入れができました。 

≪苦情≫ 計 17 件 
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①連絡帳（本体）が入っていなかった 

②ご利用者家族から「歯ブラシのキャップ

が戻っていない」との苦情 

 

 

 

③生活介護ご利用者の連絡帳を確認する

と、「今日短期入所の契約をお願いします。」

との記載があった。すぐに短期入所から電

話をし、事前に約束をしていたか聞くと「基

幹支援センターから、短期の契約は木曜日

ならいつでも良いと言われている。」との

こと。この日は急には時間が取れないこと

を説明するが、不快な様子だった。 

①謝罪を行い、次回利用時に返却する旨を

確認。 

②短期入所の歯ブラシ置き場を確認すると

発見、謝罪と返却を行っている。 

チェックアウト前の確認箇所を定め、忘れ

物対策を行った。 

③基幹支援センターが伝えたことを母が捉

え間違えたと思われる。 

（ご利用者本人が通所している木曜が良い

のではないか、という趣旨で伝えたのが、

木曜ならいつでも良いと受け取った。） 

≪要望≫ 6 件 

①ＤＶＤとお菓子の持ち込みをしたいとの

要望 

②利用前に献立が知りたいとの要望 

③土日の利用を始めてもらいたい（複数件、

月平均２～３件） 

④チェックアウト時間を伸ばしてもらいた

い（複数件） 

⑤利用申し込みをメールでも可にしてもら

いたい。（2 件） 

⑥飲食物の持ち込みをしたい（複数件） 

①現在は飲食物の持ち込みは難しいことを

説明し、了承を得ている。 

ＤＶＤに関しては可能だが、再生デッキと

テレビの台数が限られるため、希望者が複

数名いる場合は譲り合いになることを説明

している。 

②外部利用者に関しては直接来た時でない

と献立を渡せないため、必要な場合は電話

での問い合わせをお願いした。また、法人

ＨＰなどに掲載できるように準備をすすめ

ていることを伝えた。 

③準備を進めていることを伝えた。 

④９時半では間に合わない、せめて１２時

頃まで預かってもらいたいとの要望が多い

様子。 

要望として受け取った。 

⑤要望として受け取った。 

⑥日中も短期入所で過ごす方に関しては、

お小遣いを持参頂ければ外出時に購入でき

ることを伝えている。それで良いという方

もいるが、自閉的特性や一般的にはあまり

売られていないなどの理由から、特定の商

品を持ち込みたいとの要望がある。飲料水

については口が開いてない冷蔵を必要とし
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ないものであれば、可とする。 

食料品は、障害特性により施設が判断した

場合にのみ可とする。 

 

４）たじま家庭支援センター 

事 業 所 名 称  たじま家庭支援センター 

種 別    特定相談支援事業 一般相談支援事業 地域交流事業 

開 所 年 月 日  平成 28 年 4月 1日 

所 在 地  〒210-0853 神奈川県川崎市田島町 20番 10 

          TEL044-276-9683 FAX044-276-9619 

施 設 概 要  法に基づく計画相談支援及び地域相談支援、地域移行・定着支援、訪問によ

る生活支援・見守り、在宅生活のコーディネイト、 地域住民ボランティアの

育成・活動支援、障害児者と地域住民・ボランティアの交流支援等 

責 任 者 江良泰成 

事 業 所 番 号 １４７５０００３０１（障害児相談支援） 

         １４３５００１０４３（計画相談支援５２） 

         １４３５００１０４３（地域移行支援５３） 

                  １４３５００１０４３（地域定着支援５４） 

職員配置計画                     平成 30年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

相談支援専門員 

地域支援員 
３名 ３名 ３名   

 

１．相談支援事業  

 相談経路として、児童は母親からの相談が圧倒的に多く、地域の関係機関（田島地域支援・地域

みまもり支援センター・子育て支援センター・地区支援担当保健師・あいせん児童家庭支援センタ

ー・療育センター等）から相談が入ってきています。相談内容については、家庭内の母子支援や集

団体験の場、保育園・幼稚園・学校での対応方法、母親の気持ちの受け止めや、定期的に児童と母

親の面談日を分けて、それぞれの身持ちの受け止を行っています。 

障害者については、精神障害の当事者・ご家族からとなり、地域の関係機関（地域包括支援セン

ター・居宅介護支援センター等）から、他は、就労援助センター・支援学校・民生委員児童委員か

ら相談依頼が入ります。相談内容として、日中の居場所・衣食住・家庭内のトラブル・就労・気持

ちの受け止め等です。当事者の居場所つくりとして、週２回程度本人の希望に合わせて来所され、

職員と昼食を共に会食や折り紙等をすることで、気分転換を図っています。地域交流スペースで行

われている体操等にも興味を示し、体調が許す範囲内で参加されています。 

全体的な家庭内の重複相談（虐待による親子分離のケース、高齢の親が障害者を介護しているケ

ース、保護者失踪により祖父母が孫の育児をしているケース、生活保護費を搾取されているケース
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等々）は、地域包括支援センター、障害者相談支援センター、療育センター、その他は、地区支援

担当等からの相談となっています。 

見立てとして、家族間に課題がある家庭に関しては、保護者・当事者の年齢によりライフステー

ジを考慮した介入が必要となり、家族全体を支援の対象者として見落とさない視点が求められます。

また、虐待（金銭搾取、身体的・精神的虐待）ケースの場合は、当事者相互が置かれている環境に

対して SOSを出せない・気付いていない事があり、早期の介入が求められています。関係行政機関

を巻き込み一緒に介入することで、介入の糸口を見出しています。そして、家族の判断能力が低下

しているケースの場合、サービス利用時の契約行為に関する支援が必要となり、後見制度（市長申

し立て）を積極的に活用するケースが増えてきています。虐待ケース以外は、個人情報保護の壁も

あり、家族・当事者の了解を得るために時間を要することがあります。 

 相談は、ワンストップ相談（電話対応・訪問対応）で済むものと、専門機関につながるまで時間

を要するもの、家庭に寄り添いながらつかず離れずの見守りが必要となる方もおられます。特に、

親族間の金銭管理に関するサービス（あんしんセンターや後見制度）の活用に至っては、課題を明

確にして慎重に進める必要があります。 

地域に出向いて（家庭訪問）を基本としていますが、知的・精神の相談者については、家庭に出

向いての相談を嫌う傾向があり、要因としては、近隣に知られたくない・家庭内が乱雑などの理由

で、訪問者を受け付けない面が見られます。関係機関と連携し、まずは関係づくりに努め、直面し

た生活課題に気づけていない部分を一緒に考え、サポートするスタンスで対応させていただいてい

ます。 

※川崎機関連携会議 

活動目標として、「支援が必要な人に必要な支援が届くために、支援者同士が手を結び、各々の支

援力を高めていく必要がある。最終目標は、会の効果を地域に還元し、川崎市の地域包括ケアの構

築をすること」を目指し、月１回第４木曜日１８時３０分に開催しています。 

 各参加者から事例を提示し、現状のエコマップを通して、川崎区の関係機関（医療・福祉等）か

らネットワークをどのように構築していくかを検討し、幼児（障害児）～高齢者（障害者）「地域包

括ケアシステムを意識」までの支援を検討した。制度の谷間や狭間にいる方に目を向けていくこと

を意識して取り組んできています。 

 たじま家庭支援センターの取り組みに関しても定期的に報告していきます。 

※TOUCH（スペシャルニーズのあるこどもたちの未来を考える会） 

 活動目標として、医療依存度の高いこどもの、地域社会での生活の可能性が広がり、また、発達

障害のへの対応も細分化され、一人ひとりにあった支援内容を構築していく必要があります。その

ため関わる支援者（医療・保険・福祉）が連携を図り、こどもたちとその家族が幸せに暮らせるよ

う、支援者の力量を上げることを目指して活動しています。 

 支援者・保護者・医療従事者向けの講座を３回開催してきました。次年度は専門機関を巻き込ん

だアンケートを作成し、実態調査を行い改題分析等を行っていきます。講座についてもタイムリー

に開催して、市民への啓発事業に努めていきます。 

（１）相談対象者 （重複有） 

 実人員 身体障

害 

重症心

身障害 

知的障

害 

精神障

害 

発達障

害 

高次脳

機能障

その他   計 
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害 

障害者 ２８ ８１   ０ １１６ １６８ ３０  ２７  ２ ４２４ 

障害児 ２１  ３  ０ ７６   ２ １９４   ０  ８ ２８３ 

その他 １２  ０  ０  ０   ０  １   ０ ９３  ９４ 

  計 ６１ ８４  ０ １９２ １７０ ２２５  ２７ １０３ ８０１ 

※トータルの相談対象者は、昨年度よりも微増ですが増えています。 

 

（２）支援方法 

 訪問 面接 

（来所） 

同行 電話等相

談 

その他   計 

家庭 関係機関 

件数  ３２  ５６ １７３  ２９ ２８７  ２９ ６０６ 

※訪問回数は減、面接件数は倍増、電話は半減となり、総数は昨年の２/３となっています。 

（３）支援内容 

 生 活 支

援 見 守

り （ 訪

問） 

衣 食

住 

健康・医

療 

家計・経

済 

余 暇 活

動等 

子 育

て 

対 人 関

係 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨ

ｱ・研修

に関す

る情報

提供 

権 利 擁

護 

件数  ５９  １５  ５５  ２８  ２７  ８１  ４９   ３  ２１ 

対 応 時

間（分） 

２ ２ ７

２ 

 ６ ７

７ 

２ ０ ８

９ 

１ ２ ８

７ 

２ ９ ７

０ 

３ ３ ７

５ 

２ ２ ３

５ 

  ５

０ 

 ６ ４

５ 

 関 係 機

関 等 と

の 連 絡

調整 

福 祉 サ

ービス 

計 画 相

談 支 援

等 

不 安 解

消 

 その他  計  

件数 ２６１  １７   ８  ６３   ５４ ７ ６

３ 

対 応 時

間（分） 

８ ０ ７

３ 

 ６ ９

８ 

 １ ７

０ 

２ ２ ６

７ 

 ２ ７ ６

６ 

２ ９ ５

７４ 

※子育て・権利擁護以外は支援内容が半分以下となっています。要因としては、母子に関する相談

支援・面談時間が多くなりました。 

（対応時間） 

日中 ４５５件 

夜間 １９０件（１７時１５分以降の対応） 

休日   ９件（土日・祝日の同行支援） 

 計 ６５４件 

※夜間帯対応の件数が減っています。要因は、学齢期の母子相談が多かったためと考えられます。 
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２．地域交流事業 

地域交流スペース開放委員会を開催し、地域の関係機関や団体のご意見を伺いながら、地域の活

動拠点となるよう広報等を行っています。具体的には、地域交流スペースにパネルを展示（活動団

体の写真）や、予定表を掲示しています。 予定表を見て他団体の活動に興味を示され、他の団体

活動に参加される方もいます。家庭支援センターが中心となって活動するものと、地域のボランテ

ィア等が活動に中心になって運営するものと分けて考えていく必要があり、後者に関わっていただ

けるボランティア等の育成については、地域性を鑑みたアプローチの必要性があります。 

 田島支所と共催して企画した、『男塾』（男性高齢者の引籠り防止活動）にアプローチして、たじ

ま家庭支援センター（調理活動室・地域交流スペース）を活用した、『男の料理教室』を立ち上げ、

献立作り～買い物～調理～会食と主体的に活動を開始し始めています。 

 ※こども食堂（てんとうむしハウス） 

 また、小学生から高齢者等を対象とした、こども食堂（てんとうむしハウス）は 1年が経過した

９月に、保護者・こどもにアンケートを実施したところ、安心して託せる居場所となり、回数的に

も月１回では少ないとの意見が殆どであったため、年明けから試行的に月２回開催しました。たじ

ま施設に来ることで、こども食堂を通して知り合いになった友達に会うのを楽しみに、帰宅後すぐ

に駆け付けてくる子どももいます。また、当施設内の日中一時預かりの母子（２歳児から就学前の

児）も参加され、会食後、保育士グループ活動（スマイル K）に母子も一緒に参加され、安心して

過ごせる居場所づくり、異年齢間の交流を図ることができています。 

 また、課題であった調理～会食～子どもたちの交流に関して、地域交流スペースを利用されてい

るボランティアや、地域の寺子屋ボランティア等の協力により、メニュー作り・調理等、自主的な

関わりとなり、ボランティア自身の役割創出と居場所となっています。たじま家庭支援センターを

気にかけて頂けていることに感謝しつつ、川崎社会福祉協議会の『ふくみみ』・『市内こども食堂ネ

ットワーク』への参画を含め継続的な情報発信を心掛けています。 

 継続開催している中で、こどもたち（小学生）の殆どが、読み・書きに課題を抱えていることが

わかり、春休みのこども食堂から、簡単な計算問題や文章問題を提示し、職員やボランティアと一

緒に学習支援を開始しています。 

 今年度、共生食堂としての認知がされ、金銭的な担保として、こども未来局の『川崎市地域子ど

も・子育て活動支援助成モデル事業補助金』からの補助と、『かわさき市民しきん』からも補助を頂

くことができました。 

また、食材の一部担保として、民間企業からお米の寄贈を受け、川崎市南部市場の青果会社から

も、野菜等を継続的に提供していただくことが出来るようになりました。次年度も補助金申請を行

い、継続的な活動となるよう、活動費の一部を担保できる見込みです。 

 かわさき障害者福祉施設の地域の拠点窓口として、地域資源情報のブラッシュアップ（アウトリ

ーチ）に努め、今後の課題となる、ボランティアの育成や、更なる地域の生活課題についてアプロ

ーチしていきます。 

（１）地域交流事業 H29.4.1～H30.3.31 の間  １１４２名 

事業名 内容 参加者 

たじま祭り 『タコフェス（たじま・こども

子育てフェスタ）』たじまこど

４００名参加、子どもから高齢

者まで参加 
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も文化センター・田島支所と共

催して、子育て中の親子をター

ゲットにして開催する。 

こども食堂 

１６回開催 

共生型食堂として、幼児から高

齢者・障害者に参加いただく。 

４９９名参加、日中一時の母

子、近隣の小・中学生、高齢者、

ボランティア（調理活動等への

参加）、市立川崎高校生 

たじま仲良し広場 

６回開催 

南部地域療育センターと合同

開催、２歳児の母子参加。言語

聴覚士・臨床心理士による講

座。 

３８名参加、２歳児の母子参加 

チャレンジボランティア 川崎社協主催の夏休みを利用

した、中・高校生ボランティア

（こども食堂に参加） 

４名参加 

世代間交流事業「みんな de 食

堂」 

地域の高齢者とこども、味の素

と共催して、お好み焼づくり。 

３３名参加 

ボッチャ大会 

１回開催 

川崎市南部地域療育センター・

田島支援学校・れいんぼう川

崎・飛行船・たじま生活介護利

用者との交流 

５０名参加 

精神障害者当事者交流会 メンタルクリニック・デイケア

に通われている当事者の飛行

機大会開催 

４９名参加 

東京交響楽団管弦楽コンサー

ト 

管弦楽５名による、ミニコンサ

ート。生活介護利用者・地域住

民にも参加いただく。 

６０名参加 

高次脳機能障害者当事者の集

い １回開催 

当事者同士の交流の場、ご家族

含めての会食会 

９名参加 

（２）地域等支援事業 H29.4.1～H30.3.31 の間  ４４５名 

事業名 内容 参加者 

回想法講座（下平間住宅） 認知症予防のため、単身・高齢

者世帯対象に回想法講座開催 

１３５名参加（１１回実施） 

河原町団地２号棟回想法講座 団地の高齢者を対象とした、認

知症予防講座 

３５名参加 

ハイジカフェ（認知症）に関わ

るスタッフ研修 

ケアマネジャー・包括支援セン

タースタッフ向け研修 

２５名参加 

子育て支援センター講座 地域の子育て支援センター利

用の母親に対しての講座 

８組の母子（１回実施） 

１６名参加 
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子育てサロンたじま 地域の子育て中の母子の活動

支援 

６回参加 

男塾 地域の男性高齢者向け講座「園

芸療法」、「男性向け地域活動

についての意見交換」 

３５名参加 

地域講座 「発達障害って何だろう」 ３８名参加（職員、学校関係者） 

支援者向け講座 「依存症（嗜癖）についての理

解」 

４６名参加（ケアマネジャー、

包括支援センター、行政、障害

支援センター職員等） 

支援者向け講座 「障害福祉施策の動向と報酬

改定の行方」 

６８名参加（行政、ケアマネジ

ャー、包括支援センター、障害

相談支援センター職員等） 

支援者向け講座 「我がこと丸ごと」 ４７名参加（行政、ケアマネジ

ャー、包括支援センター、障害

相談支援センター職員等） 

（３）貸館 H29.4.1～H30.3.31 の間  ５８４名 

団体名 内容 参加者 

田島地区社会福祉協議会 理事会 １６名参加 

桜寿園地域包括支援センター ケアマネジャーとの意見交換

会 

１２０名参加 

ホットライン 夕方支援を考える会 ３４名参加 

田島・小田地区主任児童委員総

会 

総会 ４０名参加 

桜寿園地域包括ケア会議 ケア会議・意見交換会 ２５名参加 

田島地区民生委員・児童委員研

修会 

「夜間中学の現状と課題につ

いて」研修会 

２０名参加 

田島地区社会福祉協議会 総会 ２０名参加 

川崎区ケアマネ連絡会 事例検討会 ５４名参加 

田島地区民生委員・児童委員 障害部会 １６名参加 

田島地区民生委員・児童委員 定例会 ３６名参加 

田島地区民生委員・児童委員福

祉部会 

講演会「不登校クラスの現状に

ついて」 

２０名参加 

田島地区民生委員・児童委員 認知症サポーター研修 ２０名参加 

桜寿園地域包括ケア会議 事例検討、社会資源について １７名参加 

川崎区認可保育園園長会 たじま施設事業説明 ３２名参加 

育成会 研修会「グループホームについ

て」 

２５名参加 

渡田小学校 PTA 成人委員会 エアロビック体操教室 ２８名参加 
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桜寿園地域包括ケア会議 ケア会議 ２０名参加 

川崎区社会福祉協議会 地域福祉懇談会 ２６名参加 

臨港中学校区地域教育会議 寺子屋部会 １５名参加 

（３）施設見学 H29.4.1～H30.3.31 の間  ５４３名 

事業名 内容 団体名 

施設見学・事業説明 施設見学、事業概要等の説

明及び、関係機関との連携

について相互に情報交換

を行う。 

・川崎区地域自立支援協議会 

・田島支所地区支援担当 

・川崎区役所障害担当 

・大師高校生 

・田島支援学校高等部生徒 

・川崎区地域みまもり支援センタ

ー 

・桜寿園地域包括支援センター 

・広島県みささ会 

・厚生労働省社会・援護局 

・読売新聞社東京 

・医療経済研究機構 

・綾瀬市唐池学園貴志園 

・社会福祉法人カメリア会 

・精神障害者グループホーム利用

者 

・川崎区認可保育園園長会 

・男塾 

・かわさき市民しきん 

・川崎区内子育て支援センター 

（４）地域交流スペース利用団体 H29.4.1～H30.3.31 の間  １,５５７名参加 

登録活動団体 内容 団体名 

東鋼クラブ フォークダンス 東鋼地区の婦人部 

健康気功体操 気功体操 小田地区の地域の方 

つるの会太極拳 健康太極拳 浜町の地域の方 

中国気功保健体操 気功体操 京町地区の方 

スマイル K パネルシアター、歌、手遊び、ゲーム 

日中一時預かりの母子が参加 

藤崎保育園等の保育士 

田島町老人クラブ フォークダンス 田島地区の地域の方 

和ははの会 

（まちの縁側事業） 

笑いヨガ、体操、うた 

たじま生活介護利用者クラブ活動と

して参加 

田島地区の地域の方 

スポーツ吹き矢の会 スポーツ吹き矢 地域の高齢者 
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健寿体操 健康体操 日新町地区の高齢者 

 

３．研修報告 H29.4.1～H30.3.31 の間 

日時 内容 参加者 

5 月 18日 「働きやすい職場を作る」管理者の役割とマネジメント方法           

川崎市総合福祉センター 

江良 

平成 29 年６月

8 日、15 日 

9 月 11日 

「コミュニティソーシャルワーク研修」 

             川崎市総合福祉センター 

島津 

７月 28日 「アレルギー・エピペン講習会」     田島支所 島津、森田 

7 月 13日 「生活保護ケースワーカー・地域包括支援センター・高齢支援

担当・ケアマネジャーとの情報交換会」 

                    田島支所 

江良、島津、森

田 

7 月 21日 「中核地域生活支援センター大会 in2017」 

             千葉市生涯学習センター 

江良、島津 

9 月 3 日 「統合失調症を生きる」病とともに自分らしく 

               川崎市教育文化会館 

江良、森田 

9 月 9 日 「みんなが混ざり合う地域を目指して」 

                 てくのかわさき 

島津、森田 

9 月 14日 「地域包括ケアシステムにおける自殺対策研修」  江良、島津 

9 月 14日 「地域移行支援を知ろう」              

             たじま家庭支援センター 

江良、島津 

10月 4日 「思春期相談従事者学習会」 川崎市精神保健福祉センター 島津 

10月 5日 「発達障害は発達する」   東海道川崎宿 江良、島津 

10月 16日 「聴くことで寄り添える自分になろう」カイジカフェ 江良 

10月 24日 「ケアカウンセリングの理論と技術」他者援助を通じた自己

成長              ミューザ川崎 

江良、島津 

10月 27日 「自閉症のパニックを起こさない 12の方法」  

たじま家庭支援センター 

江良、島津 

11月 7日 「メンタルヘルス対策」     東海道かわさき宿 江良、島津 

11月 10日 男塾「実録・オトコの社会参加」     田島支所 江良 

11月 14日 「医療従事者向け研修」     カルッツ川崎 江良、島津 

11月 25日 「脳の進化と発達障害について」 島津 

11月 30日 「地域移行・定着支援の効果と必要性」 

           アミューあつぎ 

江良 

12月 4日 「愛着・心の発達・障害」愛着形成を促す支援 

            川崎市南部地域療育センター 

江良 

12月 5日 「感情のコントロールが苦手な児童の支援」 江良 
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    神奈川県立子ども自立生活支援センター 

12月 10日 「子どもが逆境を経験することについて」 

                  ミューザ川崎 

江良 

12月 11日 「子どもの貧困対策の現状と課題、及び他都市の実例から、地

域における子どもの貧困対策の取り組み」 

                幸区役所 

島津 

12月 21日 「子どもの貧困の現状からネットワークを考える」 

               川崎市産業振興会館 

江良、島津 

1 月 14日 「医療的ケアを必要とする子どもの支援」 

              神奈川県総合医療会館 

江良 

1 月 22日 「つながりのある地域づくりを目指して」地域共生社会の時

代に私たちができること 神奈川県社会福祉会館 

江良、島津 

1 月 26日 「こども食堂について知ろう」カルッツ川崎 江良、島津 

2 月 9 日 「子どもを守り親を支えるために・地域の支援ネットワーク

強化に向けて」       川崎区役所 

島津 

2 月 13日 「災害時の精神保健福祉活動」 福祉パルなかはら 江良、島津 

2 月 19日   

2 月 22日 「依存症（アディクション嗜癖）の対応について 

              たじま家庭支援センター 

江良、島津 

2 月 23日 「お互い様で支えあう社会を目指して」 大師支所 江良、島津 

2 月 27日 「障害福祉施策の動向と報酬改定の行方」 

             たじま家庭支援センター 

江良、島津 

3 月 15日 「我が事・丸ごと、地域共生社会とは何か 

             たじま家庭支援センター 

江良、島津 

3 月 27日 「発達障害の特性とアセスメント」アイクロス湘南 江良 

５．聖風ホーム（グループホーム） 

 

種 別     共同生活援助 

開 所 年 月 日   平成 19年 3月 1 日 

定 員   24名 

所 在 地   2号館（代表） 

〒210-0834 

            川崎市川崎区大島 2 丁目 14-3 

            TEL044-742-7226  FAX044-742-3133 

1号館：川崎市川崎区小田 2丁目 17-23 A棟 

3号館：川崎市川崎区小田 2丁目 17-23 B棟 

           4号館：川崎市川崎区小田 2丁目 17-23 B棟 

5号館：川崎市川崎区大島 4丁目 1-6 2階 
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           6号館：川崎市川崎区大島 4丁目 1-6 1階 

責 任 者   管理者兼サービス管理責任者 山川 満里子 

事 業 所 番 号   1425000435 

職員配置計画                     平成 30年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 （1） 0.5 0.5 0 0 

サービス管理責任者 （1） 0.5 0.5 0 0 

生活支援員 1.3 1.4 1 1 0 

世話人 3.3 5 0 2 10 

※配置人数は常勤換算数 

 

川崎区大島と小田に、１～６号館の６つのホーム（定員２４人）を運営しています。 

（１）関係機関との連携 

① 障害者グループホームとしての役割を明確にし、相談支援センターなどの他機関

と連携し支援しました。チームとして一人の支援にあたる為に、常に情報共有を行

い、適宜ケア会議実施しました。 

② 入居者に生活課題が生じた時、福祉分野だけではなく外部の専門家に相談し、多

機関と連携し解決に向け働きかけを行いました。 

   入居者の中には、借金問題、宗教でのトラブル、国籍の問題等抱える中、入国管

理局や弁護士など専門機関と共働で解決に向け、相談支援センター、福祉事務所は

もとより、各種専門家の助言を受け支援にあたるケースも多く、多岐にわたる生活

課題への対応を行いました。 

（２）事務所併設棟の新たな設置その他 

① これまで、大島にある聖風ホーム２号館に事務所を併設し支援体制を組んでおり

ましたが、今年度３月に新設した小田のホームに２カ所目の事務所を設置し、円滑

な支援体制の構築に取り組みました。３棟横並びで同一の敷地内での展開となり、

２７年度に一度閉鎖を余儀なくされた３号館の居室数を補う事ができました。併せ

て、大島と小田の２拠点間の情報共有の強化に努めました。 

② 緊急時の円滑なスムーズな連絡体制方法の構築を進めました。各棟に AEDを導

入・設置し、入居者の緊急時に対応できるように整えました。また、利用者の救急

搬送時などに救急隊や医療機関へ速やかに利用者ごとの情報を提供できるように

「情報提供書」の様式を作成しました。利用者の同意や各居室への設置などを順次

進めていきます。 

③ 就労者が多く在籍するため、就労援助センター、就労先との連絡体制を強化し、

就労が安定して継続することができるよう支援しました。 

（３）会議体系の明確化と適切な会議運営 

ガバナンスの構築と強化を目指し、今年度は以下の通りの運営形態を展開しまし

た。 



85 

 

① 事業所内会議を定例で開催しました。 

   定例会：職務分担、設備、体制等にかかる情報共有及び決定の場 

   ケース会議：利用者支援に係る会議 

② 法人会議を定例で開催しました。 

  合同会議：法人と事業所の情報共有及び決定の場 

③ 職員の予定確認場面の設定を統一し、情報共有場面の確保を行う事で、円滑な業

務推進が図れました。 

   日単位：朝の申し送りの実施しました 

   週単位：定例会にて共有確認することを実施しました 

   月単位：世話人報告会（食材費の清算含む情報共有設定場面として）月例開催を

行いました。 

   年単位：年間予定表の作成し実行しました 

④ 世話人座談会を開催しました。 

   世話人全員と、事業所、法人の情報共有、意思疎通全体で図る事ができる場面を

年２回設定。 

⑤ 世話人月報告会を実施しました。 

   毎月実施。毎月の業務報告、食材費の清算、出勤状況の確認等の場面をそれぞれ

の世話人さん個別の報告の場として設定。 

（４）設備・居室 

① 川崎市まちづくり局から、３階建て住居の活用について建築基準法に抵触してい

ると指導を受けていた為、４号館は平成３０年３月に小田へ移転し、これまでのホ

ームを使用しないという事で是正しました。 

② また、平成２５年度移設した１号館につきましても、開設当時は基準に満たして

いた設備も、２７年度消防法の改正により抵触していることが判明しました。是正

猶予期間が切れる事と建物老朽化に伴い、４号館とあわせて小田へ移転し、まちづ

くり局、消防局からの是正指導内容に基づき是正しました。 

③ 小田への移設に伴い平成２７年度閉鎖した３号館を復活させることで、川崎市から与え

られている２居室分のグループホーム開設承認枠が充足できる様になり、健康福祉局届出実

態に基づいた事業展開を行える様になりました。結果として、６号館２４人定員での運営が

可能となりました。 
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６.井田地域生活支援センターはるかぜ 

 

種 別    地域活動支援センターA 型 

開 所 年 月 日  平成 28年  4月  1 日 

定 員  16名 

所 在 地  〒211-0035 

          神奈川県川崎市中原区井田 3-16-1  

川崎市中部リハビリテーションセンター2F 

              TEL044-750-8908    FAX044-788-8831 

施 設 概 要   鉄筋コンクリート造２階建て２階部 



87 

 

床面積  465．09㎡ 

・地域活動支援センター部分 332．14㎡ 

・共用会議室部分      132．95㎡ 

責 任 者  田中 美砂子 

事 業 所 番 号  1435200892（指定一般相談支援事業所、指定特定相談支援事業所） 

職員配置計画 

①地域活動支援センター：三福祉士国家資格いづれかを有する職員 3名（2名常勤） 

②地域移行・地域定着支援：精神保健福祉士または同等の知識を有する職員 4名（2名常

勤） 

平成 30年 3月 31日現在 

職 種 配置数 

区 分 

常勤換算 保有資格等 常 勤 

専 従 兼務 

井田地域生活支援センター

所長（管理者） 
1  1 0.5 

社会福祉士 

精神保健福祉士 

相談支援専門員 2 2  2.0 

社会福祉士 

精神保健福祉士 

看護師、臨床心理士 

相談員 2 2 1 2.5 
社会福祉士 

精神保健福祉士 

社会復帰指導員 2 2  2.0   社会福祉士等 

※配置人数は常勤換算数 

 

 

 

今年度は、はるかぜに関わる全ての人に「プラスワンを提案できる日中活動場所」として、

本人を中心にした関係機関とのネットワークづくり、とりわけ“顔が見える関係づくり”を

重視した組織運営を心がけました。【相談支援事業】【地域活動支援センターＡ型運営事業】

【地域移行・地域定着支援体制整備事業】【交流促進事業（共用会議室運営）】を実施する中

で、初年度の実績を踏まえ、特に“はるかぜらしさ”を追求すべく「地域活動支援」「地域移

行・定着支援」「指定特定相談支援」「ピア活動支援」に注力した事業運営を行いました。 

 

（１）地域活動支援センターＡ型事業  

見学者・新規登録者がスムーズになじめるように、フリースペースへの職員配置を増加

した結果、延べ来館者数が 6,526 名（うち登録利用者の延べ来館者数 5,472 名）となり、
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日々利用者数 18.7 名に増加（H28 年度は 16 名）しました。また、見学後、次の一歩が踏

み出せない人に対して理由を丁寧に聞き取りするなど、誰もが通いやすく、居心地が良い

と感じてもらえるような居場所づくりを目指しました。 

①男女別（人） 

 男 女 合計 

人数 ７８ ３５ １１３ 

②年齢（人） 

 20～30歳代 40～50歳代 60歳以上 合計 

人数 ２３ ６６ ２４ １１３ 

③利用者の居住区（人） 

 川崎 幸 中原 宮前 高津 多摩 合計 

人数 ５ ８ ５７ １０ ３１ ２ １１３ 

 

④プログラム 

●パソコン教室（45回・平均 6.1名）、●スポーツ（49回・平均 7.7名）、 

●体操（23 回・平均 5.3名）、●工作教室（９回・平均 4.3名）、●カレー会（23回・

平均 8.3 名）、●ごはんの日（３回・平均 7.3 名）、●チャレンジデー（お試し）（２

回・平均 5.0 名）、●アトリエプランタン（７回・平均 3.1名） 

⑤サークル 

    ●カラオケサークル（95回・平均 4.2 名）、●料理サークル（22 回・平均 2.1名）、●

ウォーキングサークル（19回・平均 3.3名）、●ミュージック・シネマの会（46回・

平均 3.8名）、●ピンポンズ（５回・平均 5.4名） 

   ⑥行事 

    ●はるかぜセミナー（12回・平均 6.3 名）、●法律相談会（１回・平均 5.0名）、 ●

土曜ランチ会（12回・平均 16.0名）、●季節行事（14回・平均 11.1名） 

    ※「季節行事」：お花見会、新茶を楽しむ会、てるてる坊主作りとお茶会、七夕飾りと

お茶会、はるかぜ夏まつり、お月見団子作り、ハロウィン飾り作り、芋煮会、クリス

マス会、大掃除と豚汁会、お雑煮会、豆まき、ひな祭りなど 

 

（２）地域移行・地域定着支援体制整備事業  

川崎市精神保健福祉センター企画調整係体制整備担当と連携しつつ、市外病院ケース及

び意欲喚起を要する市内病院ケースの２つの領域から、前年度の継続ケース 12 件と新規

ケース 10件の合計 22件の支援に取り組みました。また、そのうち 3 件が退院（1名自宅、

2名施設入所＜救護施設、養護老人ホーム＞）につながりました。 

また、今年度も市内５病院＋鶴が丘ガーデンホスピタルへ病院事業説明会を行いました。

今年は市内全区の基幹相談支援センターと連携した説明会となりました。なお、入院患者

向けのアンケートでは、東横恵愛病院で約半数が、武田病院では約 73％の入院患者が説明

会後に「退院してみたい」と希望されたこともわかりました。 

  さらに、厚労省の主催する「精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築支援
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事業」に密着アドバイザーとして参加しました。今年度は、北部（多摩区・麻生区）をモ

デル圏域とし、病院・地域の両方から地域移行を促進する仕組みづくりに取り組みました。 

その他、①精神保健福祉センター体制整備担当との打合せ（月 1 回）、②川崎市  地

域自立支援協議会専門部会「精神障害者地域移行・地域定着部会」事務局会議（隔月）、③

川崎市地域自立支援協議会専門部会「精神障害者地域移行・地域定着部会」会議（隔月）

に参加しました。 

 

（３）相談支援事業 

指定特定相談事業所として、地域活動支援センター登録者を対象に、計画相談を実施し

ています。また、二次相談支援機関でもある井田障害者センターや中部リハビリテーショ

ン内の他事業所とも協働しつつ、個別ニーズに応える支援体制のネットワーク化に注力し

ました。                  （単位：人） 

 年度当初 新規 解除 年度末時点 

ケアマネジメント契

約者 
１１ ３ １ １３ 

うち計画相談契約者 １０ ２ ０ １２ 

 

（４）交流促進事業（共用会議室運営）】 

共用会議室は、年間 65件、111単位（1会議室半日利用を 1単位）の利用となりまし

た。 

 

 （５）その他（ピア活動支援） 

   今年度は、10 月から 11 月にかけては計 5 回で「ピアサポーター養成講座」を実施しま

した。９月、２月にはこれまでのピアサポーター養成講座修了生（約 100名）を対象に「同

窓会」企画を計 3回実施しました。その時に参加された方の「最新のピア活動について知

りたい」という意見を研修内容に盛り込みながら、３月に全２回の「ピアフォローアップ

研修」を行いました。また、ピア活動は将来的にははるかぜの「地域移行支援（定着支援）」

ともタイアップしつつ、無理なく続けられるようなピア活動の場を設けていきたいと考え

ています。 

７．社会復帰訓練所 （就労支援事業所 あやめ） 

 

種 別     就労移行支援サービス・就労継続 B型サービス・就労定着支援サー

ビス 

開 所 年 月 日   平成２０年 ４月 １日 

定 員   移行１０名・継続 B２０名・定着定員なし 

所 在 地   〒２１３-００１３ 

            神奈川県川崎市高津区末長１－３－８ 

            TEL044-888-4853 FAX044-888-4821 
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施 設 概 要   地域において自立した日常生活または社会生活を営むことができる

よう、ご利用者の働きたい想いに沿い支援をする施設です。多機能型

就労支援事業所として就労移行支援サービス・就労継続支援 B型サー

ビス・就労定着支援サービスの３事業を運営しています。 

床 面 積  １階 170.6㎡   ２階 158.6 ㎡    

責 任 者   千野 聡子 

事 業 所 番 号   １４１５３００４１５ 

職員配置計画   （就労支援多機能型）          平成 30年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 １(業務に差支えない範

囲で他業務兼務可) 

移行 0.3 

継続 0.3 

定着 0.2 

0.8  

 

 

 

サービス管理責任者 １(60人に対し１、兼務

可) 

移行 0.2 

継続 0.5 

定着 0.3 

１  

 

 

 

生活支援員 1以上 

 

移行 0.4 

継続 1 

１  

 

0.4 

就労支援員 1以上 

 

移行 1 

定着 0.2 

１ 

0.2 

 

 

 

 

職業指導員 2 移行 1 

継続 1 

 1 

1 

 

 

※配置人数は常勤換算数 

障害者総合支援法に基づく「就労支援事業」の２つのコースから、ご利用者の希望に応じ選

択していただきます。当事業所では、企業での就労を前提として、生活の土台となる健康状態、

生活（家族）状態、自分に合った仕事についてアセスメントを行い、親亡き後の生活の不安、

人生での生き（生活し）づらさに焦点を当てた相談支援を行いました。そのうえで、ご本人の

生きていく力（勇気）と自信が持てる援助を心がけました。また、企業に就職したけれど、人

間関係に悩んでしまう、仕事によるストレスを抱え込んでしまう、自分の意見を伝えることが

苦手である、誰に相談したらよいかわからないなど課題がでてきた時に、離職せず就労定着で

きるよう各関係機関と連携した支援を続けています。 

また、支援の質向上のため福祉サービス第三者評価を実施し、職員の意識や技術のレベルア

ップに努めました。同時に利用者が快適に訓練が出来るよう施設整備の改善を図りました（門

扉・網戸・トイレ・エアコン・ロッカー・車・休憩用長椅子）。 

ご利用者の意見から昼食を配食業者へ依頼し低価格で食品数を多く取れる工夫を行い

ました。 

（１）事業報告の概要 

  ① 就労継続支援Ｂ型事業（定員２０名） ＊期間の制限はありません。 

登録者は３５名で、平均して日々１６.１名の方がご利用されました。施設内作業では

２９年度に取引のあった業者は１３社でした。２８年度より施設内作業収入１５万円の増

額、施設外実習収入３６万円の増額となりました。その為２９年度の工賃収入は総額３４

５万円となり、時給換算で月３４６円の工賃支給となりました。これは県で定められてい

る基準を上回り目標工賃を達成する事が出来ました。工賃増額のため定期的な請負が可能
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な業者との取引を開始しました。 

就労面では１名の方が企業就労されています。環境の変化や言葉の受け止め方の違いなど、

企業側との認識差が少ないよう定着支援を行っています。 

ご利用者の状態を職員と自らが把握するための「気分調べチェックシート」を継続的に行

いました。「気分調べチェックシートを継続利用する事で、普段なかなか自分から不調等

を訴える事の出来ないご利用者の日々の変化について職員同士がスムーズに情報共有す

る事ができ、関係機関との連携や個別支援に活かしています。また、健康講座や栄養講座

の充実をはかる事が出来ました。 

② 就労移行支援事業（定員１０名） ＊利用期間２年   

登録者は１名で１日平均１.４名の方がご利用されました。平成２９年度は１名が就労

に至り、１名が現在も就労を継続されています。他施設での受入れが難しい方もゆっくり

と丁寧に支援することで就労につなぎ定着を図っています。 

平成２９年度は、他事業所やハローワークと就労支援セミナーやプログラムの共催を通し

て事業所間での交流や意見交換の機会を設けました。 

また引き続きご利用者自身が日々の精神状態や体調面の振り返りを行い、職員に報告をす

る事ができるように K-STEP を実施しています。K-STEP を継続して行う事で、ご利用者自

身で自分の症状や体調の変化の兆しについて新たな気づきを得る事ができ、職員もよりご

利用者の変化について把握する事が出来ました。 

その他に事務職を希望されるご利用者が多い事から、電話対応のスキルの獲得を目的と

して、外部からの電話に訓練生として対応していただき、職員に取り次ぐ訓練や、軽作業

以外のスキルアップを目的として自主学習の時間に行事のチラシや月間のスケジュール

表の作成、施設内で使用する各種事務用品の準備、ブログの更新などを行っていただきま

した。 

認知行動療法、社会的技能訓練（SST）、運動プログラムについては就労の準備段階や就

労後の定着の際に出てくる課題について、より具体的なご利用者のニーズに沿った内容で

のプログラムを実施しました。 

施設内での作業や施設外実習に関しては、就労後の状況を想定してより実践的に臨む事が

出来る場として、面接会やハローワークのセミナーに参加し、自分にあった就労体験実習

の情報の提供や就職活動の支援を行いました。 

ご利用者の活動報告の一環として、あやめ通信を年３回発行し外部機関や利用希望の方

への発信を行っています。 

８．かわさき基幹相談支援センター  

 

開 所 年 月 日   平成２５年４月１日 

種      別   計画相談支援・地域移行支援・地域定着支援・障害児相談支援 

所 在 地   〒210-0834 

            神奈川県川崎市川崎区大島 1-4-8 イーストブルー101 

            TEL 044-222-8281    FAX 044-589-5620 

責 任 者   三 橋 由 佳（所長） 
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事 業 所 番 号  計画相談支援・地域移行支援・地域定着支援：1435000508 

          障害児相談支援：1475000087 

職員配置計画                      平成 30年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

相談支援専門員 

（内 1名は看護師） 
3.5 4 4   

※配置人数は常勤換算数 

 

かわさき基幹相談支援センターは、相談支援専門員２名（うち主任１名）、医療系相談

員１名、相談員１名の４人体制で事業を実施しました。川崎市の基幹相談支援センター

は、地域の相談支援の拠点として、「地域づくり」、「権利擁護」、「地域の相談支援体制の

強化」及び「総合的な相談支援」の各業務を行うこととされています。 

かわさき基幹相談支援センターでは、川崎区役所・大師及び田島支所の障害支援係、川

崎区内の地域相談支援センターをはじめ、地域の関係機関と連携し、これら業務を遂行

するべく、事業を展開してまいりました。 

 

（１）地域づくり 

① 川崎区地域自立支援協議会の運営 

   『ともに暮らすまちづくり～みんなにやさしい川崎区～』を長期目標にし、企

画運営委員会・区地域自立支援協議会を実施しました。行政とともに協議会の運

営を担い、３つの専門委員会、3つのワーキング、定例会など、順調に目的達成で

きるよう、事前の所内会議をしっかりと行い、実施しました。 

② 地域の支援機関との連携強化への取り組み 

主催は行政ですが、「区地域ケア推進会議」や「区地域福祉計画推進会議」の出席

を依頼され、そこでの連携構築を積極的に行いました。地域活動として次の３つの

活動を継続しました。 

ア スペシャルニーズのあるこどもたちの未来を考える会 

   医療の進歩、社会情勢の変化等は、重度障害のこどもの地域生活への可能性を

広げてきました。このようなこどもたちを欧米ではスペシャルニーズのあるこど

もたちと呼んでいます。このこどもたちとその家族が幸せに生活できるよう、支

援者の力量を上げ、連携を強化するために区内の関係機関とともに協議などを行

いました。 

イ ゆいま～る 

   川崎駅周辺に地域で活動する多職種多機関が、地域特有の課題を出し合い、解

決に向けてイベント等で普及啓発を実施しました。 

ウ 連携会議 

   区内のこども、障害者、高齢者、生活困窮者、外国人等の支援に関わる機関、

専門職の有志が集まり、事例を通して多職種連携や川崎区の地域包括ケアシステ

ムづくりの一翼を担うべく、月１回事例検討等を行いました。 
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③ 区内４支援センターミーティング 

   区内４カ所の相談支援センターが毎月１回集まり、支援センター共通の運営課

題、支援方法の検討などについて協議し、支援センターの資質向上や横の連携強

化に努めました。 

 

 （３）権利擁護 

基幹相談支援センターとして、市虐待対応マニュアルにもとづき、区内の虐待ケー

スのコア会議に参加しました。虐待防止法フローの解釈など、年度当初は当初は行政

もまちまちだったため、行政及び区内相談支援センター全体の課題としてとらえ、継

続的な取り組みとすることを申し合わせました。成年後見制度の導入は 1件にとどま

りましたが、ニーズのある方へのアプローチは継続しています。 

 

 （４）総合的な相談支援と相談支援体制の強化 

障害の種別に関係なく相談を受理し、マネジメントを所内全体で実施しました。

特に家庭丸ごとを考えて、家族アセスメントを実施するよう努力しました。医療的

ケア児に関しては、受け入れ先がとても少なく苦慮することが多いので積極的に相

談を受けるようにしました。身体障害に関しては、家屋調査など専門的配慮が必要

かどうかを早々にアセスメントし、必要機関とつなげ、生活への負担を軽減するこ

とができました。知的障害に関しては、療育手帳などを取得していないケースも多

く、行政や更生相談所と対応方法を一緒にすすめ、将来的な配慮も踏まえた支援を

実施できました。精神障害に関しては、医療とつながっていないあるいは、拒薬な

どきちんとした加療につながっていないケースも多く、様々な角度から診療につな

がるよう尽力しました。特に、一時的に総合病院に搬送されたケースなど、地域に

戻ってからの定期的な医療提供ができるよう配慮しました。地域移行・定着もケー

スはありませんが、市内基幹相談支援センターやはるかぜと広報啓発等実施し、受

け入れの準備を整えました。難病に関しては、長い経過期間があり、介護者の高齢

化も目立ち、地域包括支援センターや居宅介護支援事業所との連携を視野に入れた

支援体制をとるようにしました。新規の触法ケースはありませんが、触法後の困難

ケースへの対応も、センター内で検討を・重ねながら実践を継続できました。居宅

介護支援事業所や地域包括支援センターからの相談も徐々に増え、同行訪問などの

実践をスピーディーに行うよう配慮できました。 

 【相談件数 平成 29年 3月 31日末 】 

   登録件数 129件 （一般相談 74  計画相談 36  その他 29件） 

９.なかはら基幹相談支援センター 

 

種 別     相談支援 

開 所 年 月 日   ２０１３年４月１日 

定 員   定員なし 

所 在 地   〒211-0025 
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              神奈川県川崎市中原区木月２-１８-６ メゾン住吉２０３ 

              TEL044-863-6251 FAX044-863-6744 

施 設 概 要   鉄筋コンクリート造 ６階建 ２階部分 

床 面 積  ４３．９２㎡ 

責 任 者   東條 みゆき 

事 業 所 番 号   計画相談支援   １４３５２００５１２ 

           地域移行支援   １４３５２００５１２ 

           地域定着支援   １４３５２００５１２ 

           障害児相談支援  １４７５２００１３３ 

職員配置計画                      平成 30年 3月 31日現在 

職種 配置基準 配置人数 正規職員 

所長 

相談支援専門員 

相談員 

1 

3 

1 

0.2 

2.8 

1 

1 

3 

0 

※配置人数は常勤換算数 

なかはら基幹相談支援センターは、平成２９年４月１日から川崎市より基幹型相談支

援センターを受託し、相談支援専門員３名、相談員１名体制で事業を開始しました。こ

れに伴いもとすみ地域相談支援センターの業務を終了しました。川崎市の基幹相談支援

センターは、地域の相談支援の拠点として、「地域づくり」、「権利擁護」、「地域の相談支

援体制の強化」及び「総合的な相談支援」の各業務を行うこととされています。 

なかはら基幹相談支援センターでは、中原区役所高齢・障害支援課、中原区内の地域相

談支援センターをはじめ、地域の関係機関と連携し、これら業務を遂行するべく、事業

を展開してまいりました。 

 

 （１）地域づくり 

① 中原区地域自立支援協議会の運営（行政とともに運営実施しています） 

   『障害のある人もない人も共に暮らす、住みやすい街づくり』をめざして、区

内の障害福祉に関わりのある事業所や団体の代表者、行政機関や障害者相談支援

センターの職員などが集まり、街づくりのための話し合いや様々な取り組みを行

いました。行政とともに協議会の運営を担っています。 

② 地域の支援機関との連携強化への取り組み 

   中原区役所高齢・障害課主催の、高齢・障害者支援関係者名刺交換会「つなげ

る・つながる・名刺交換会」に区内地域相談支援センターとともに共催者として

参加しました。参加者は、区内の障害者福祉関係事業所、訪問看護、地域包括支

援センター、障害者・高齢者のグループホーム、介護保険関係事業所、行政など

約９０名の参加となり、地域共生社会に向けたネットワークづくりに取り組みま

した。 

 

（２）権利擁護 

基幹相談支援センターとして、市虐待対応マニュアルにもとづき、区内虐待ケース

のコア会議に２回参加しました。 
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（３）総合的な相談支援 

昨年度までもとすみ地域相談支援センターとして相談支援業務を担っていタタメ、

継続ケースへの対応を含め、計画相談数が基幹相談支援センターの上限４０件をこ

えてのスタートとなりました。この 1 年間をかけて、地域の指定特定相談事業所等

へケース移管を進めてきました。ご利用者への説明と同意、移管先へのケース説明と

支援バックアップを丁寧に進めるとともに、行政や地域相談支援センターへ相談調

整会議の場をお借りしケース移管進捗状況を説明し理解を求めました。今後も移管

後の支援バックアップ体制をとってまいります。 

【相談件数 平成 29年 3月 31日末 】 

      登録件数 104件 （一般相談 64件  計画相談 40件） 

 

（４）その他 

① ヒヤリハット・事故報告 

     ヒヤリハット、事故報告ともに、器物破損、盗難など賠償を要したり、医療機関

受診など治療を要する案件はありませんでした。ヒヤリハットの内容として、「机

の引き出しや書庫の施錠忘れ」が最も多く、「シュレッダー等電源の消し忘れ」が次

いで多くみられました。また、8 月期に 13 件と突出しており、内容としては、「転

送電話の解除忘れ」と「エアコンの消し忘れ」が目立ちました。職員が各自確認を

怠らないことはもちろん、職員間で声をかけ合い、事故に繋がることのないよう、

相互に注意喚起するよう改善を図りました。個人情報の漏えい予防策として、「個

人情報持ち出し管理簿」を作成し目的外に余分な情報を持ち出さない、持ち出し時

と返却時に管理者の確認を得ることを徹底しています。 

② 苦情等（苦情・要望・不満）とその解決 

     苦情件数は 14 件あり、同一ご利用者からの継続案件が複数ありました。いずれ

の案件も「希望のように支援調整されないこと」への不満を訴える内容でした。対

応としては、希望を受け止めつつも、制度施策に照らし合わせ適切なサービス等に

繋げるとともに、誠意をもって説明するよう努めています。11 月期には、「何回も

電話したが留守電になりつながらない。そのために対応が遅れた」「担当者に折り

返し連絡を依頼したが連絡がない。信用できない」等、電話対応の遅れに対する苦

情がありました。11 月途中から相談員 1名が欠員となり、訪問等で事業所内に職員

が不在となったことが原因と思われます。法人事務局に相談し、非常勤の事務職員

を配置して対応しました。 

 

１０．地域サービスセンター ことぶき 

 

種 別     居宅介護支援・訪問介護 
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開 所 年 月 日   平成 12年 4月 （居宅介護支援） 

           平成 17年 7月 （訪問介護） 

所 在 地   〒210-0834 

            神奈川県川崎市川崎区大島 1－4－8 イーストブルー101 

            TEL044-589-5538    FAX044-589-5620 

施 設 概 要   第二種社会福祉事業：介護保険事業・指定障害者福祉サービス事業 

責 任 者   伊藤 多恵子 

事 業 所 番 号   介護保険：1475000152 

           障害者福祉サービス：1415000726 

           地域支援事業：1465000485 

職員配置計画                     平成 30年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

介護支援専門員 

サービス提供責任者 

訪問介護員 

2 

 

2.5 

2 

3 

4 

2 

2 

1 

 

1 

3 

 

 

 

20 

※配置人数は常勤換算数 

１）居宅介護支援事業 

積極的な地域連携に取り組みました。医療機関の地域連携室や地域包括支援センター

と常に連携が取れるよう地域ケア連絡会議への参加や、医療機関主催の勉強会などに参

加しました。川崎区介護支援専門員連絡会などでの情報共有も有効に活用し、業務に活

かす事ができています。また、認定調査等の依頼も受け入れて区役所・支所との関係を

構築する事に取り組みました。新規依頼は、順調な延びで月平均２～３件で安定してい

ます。（ケアマネジャー１名あたり 35 件）ケアマネミーティングを実施し、法令遵守や

個別ケースの情報共有に力を入れています。 

 

 

（２）訪問介護事業 

 介護保険サービスの実績は、要介護度の重い方が死亡や入所等があり、稼働率の低下

となってしまいましたが、新規依頼はほぼ毎月あります。ただ内容的に、比較的介護度

の軽い方の依頼が多くなってきています（予防給付も含め）。これは、区内の訪問介護事

業所が身体介護の利用者のみを中心に受け始めている傾向があるため軽度利用者を拒ま

ないことぶきに依頼が集中している事が、原因のひとつととらえています。予防訪問介

護に関しては、収支の悪化を招かないように介護保険の全利用者数の２割を超えないよ

うに調整をおこないました。今後は、報酬改定により更に生活援助のみの利用者を受け

る事業所が少なくなり、ことぶきに依頼が来る可能性があり課題になります。 

また、障害福祉サービスについては、利用者数も増えており（＋7 名）特に精神障害の

方の相談、依頼が多くありました。今後も、精神障害の方の地域移行が進められていく
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中で、退院・退所後の在宅での支援の依頼は増えていくと考えられます。現場のヘルパ

ーさんや、サービス提供責任者にも精神障害ついての理解を深める必要がある為、研修

にも取り組んでいます。 

また、上記以外の自費の利用の提案として通院の待ち時間や、ちょっとした対応（制

度では出来ない事）の場合を考慮し、１５分単位でのご利用が出来るように変更したと

ころ、通院介助の依頼が増えました。ヘルパーの増員（＋5 名）もあり、新規が取りやす

い環境は徐々に整ってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１． 川崎市恵楽園 
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開 所 年 月 日   昭和２８年 ５月 

所 在 地   〒213-0033 

            神奈川県川崎市高津区下作延 2－26－1 

            TEL044-866-2253    FAX044-865-4009 

施 設 概 要  耐火構造 4階建て 

床 面 積 5067.336㎡ 

責 任 者  園長 田中 久美子 

１）養護老人ホーム 

定 員   １４０名 

職員配置計画                     平成 30年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

施設長（園長） １ １ １   

医 師（嘱託医） 1 2  0.66  

主任生活相談員 2 3 3   

生活相談員 3 3 3   

主任支援員 1 1 1   

支援員 9 15 11 2 1 

看護職 2 4 2  1.6 

栄養士 1 1 1   

事務員 2 2 2   

清掃員 0 4   1.2 

警備員 0 5   3.5 

介助員 0 2   0.26 

※配置人数は常勤換算数 

 

 養護老人ホーム川崎市恵楽園は平成１８年４月の指定管理受託から３期目通算１２年目の

運営が終わりました。平成２９年度は、年度当初に係長が各区役所へ入居者状況の説明と挨拶

に回りました。入所者数は４月は 123名でした。１０月には 132名まで増加しましたが、死亡、

特養入所と退所が相次ぎ平成３０年３月には 125名となりました。２月には入居者のインフル

エンザＡ型の感染があり、２週間で２２名が感染し、うち２名は肺炎のため入院されました。

感染者が増大したため、２月２７日から入所者に、２８日から職員にタミフルの予防投与を事

業費で開始しました。インフルエンザ予防のため、１１月から病院受診者にはマスクを配り、

うがい手洗いの励行、食事時間には居室の窓を開けるよう放送を入れるなどの対策は続けてい

ましたが、感染を拡大させてしまいました。感染時、すぐ個室隔離をしましたが、ご利用者に

隔離を理解していただくのは難しく、隔離後も廊下や食堂に来られてしまい、隔離は難しい状

況でした。来年度に向け、感染拡大を防ぐ方法として環境の整備をさらに検討していきます。 

ご利用者の各種申請書類を職員が申請手続きをせずに、机にしまいこんだままにしていた事故

が発覚しました。申請期間が過ぎご利用者に不利益をもたらしました。ご利用者には、法人か

ら弁済し謝罪いたしました。 

 

 

 

２）恵楽園デイサービスセンター 
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種 別  通所介護 

開 所 年 月 日 2006 年 4月 1日 

定 員 30名 

所 在 地 〒213-0033 

          神奈川県川崎市高津区下作延 2-26-1 

          TEL044-861-2648  FAX044-861-2804 

床 面 積 デイ関連施設 336㎡ 

責 任 者 黒沼一訓 

事 業 所 番 号 1475301097 

職員配置計画                 平成 30年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

生活相談員 

看護職員 

機能訓練指導員 

介護職員 

事務員 

1 

1 

1 

1 

4 

0 

1 

1 

1 

1 

4 

1 

1 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

4 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

※配置人数は常勤換算数 

 

今年度も多くの高齢者にご利用いただきました。 

恵楽園デイサービスセンターでは、今年度も音楽療法士による音楽療法を実施しました。音楽

療法では太鼓、大太鼓、電子ピアノ、タンバリン、カスタネット等や体を駆使して計 10回（一

回 ４５分程度）の療法をご利用者に受けていただきました。今年は音楽療法士の講師も変わ

りましたが、例年以上に楽しまれておりました。情緒が安定された方や、引っ込み思案の方が

回を追うごとに積極的に参加される等、音楽療法による改善効果がみられました。 

また、約半年の間に洗足学園音楽大学から、教員免許取得介護等実習生が 1名ないし 2名が

５日間の実習に来られ、自身の専攻している楽器等で実習の合間に毎日１０分程度の演奏も音

楽療法の相乗効果をもたらしたと考えます。 

創作活動においては、毎月デイフロアの壁をご利用者が折り紙や花紙等を使って飾りつけを行

っております。手先のリハビリ運動として行っておりますが、完成品を見て創作活動に多くの

方が参加されるようになりました。また、ぬり絵等はコンテストに出品する程のレベルに向上

し、５人の方が出品されましたが残念ながら入賞はされませんでした。 

認知症予防のために、間違いさがしや簡単な計算等の脳トレーニングを行いました。また、Ａ

ＤＬの維持向上をめざして機能訓練に力を入れ、セラバンドやダンベル体操、サイクルマシー

ンの利用、階段昇降、歩行訓練等を行いました。加えて転倒予防のために、通常の体操や運動・

レクの他に下肢筋力強化マシンの導入及びサーキットトレーニングを実施しました。下肢筋力

に特化した運動の成果があらわれ転倒する方が減少しました。この経過については体力測定を

通じて記録検討し川崎市老人福祉施設事業協会の研究発表会にて発表させて頂きました。次年

度も体力測定を継続して参りたいとおもいます。 
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３）恵楽園居宅介護支援センター 

 
種 別  居宅介護支援 

開 所 年 月 日 2006 年 4月 1日 

所 在 地   〒213-0033 

           神奈川県川崎市高津区下作延 2-26-1 

           TEL044-861-2648  FAX044-861-2804 

責 任 者 田中久美子 

事 業 所 番 号 1475301105 

職員配置計画            

職種 
正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

介護支援専門員 

1 

1 

0 

2 

0 

1 

※配置人数は常勤換算数 

 

平成２９年３月末現在の利用者数は、介護給付プランが８２名、介護予防プランが７名です。

新規ケースは、病院のケースワーカー、近隣の包括支援センターから依頼がありました、平成

２８年 7月から２９年６月まで「かわさき健康福寿プロジェクト」に参加しました。その結果、

２名のご利用者が参加賞のキーフォルダーを受け取りました。また、健康福寿プロジェクトの

パンフレットに参加事業所として事業所名が掲載されました。川崎市介護支援専門員連絡会に

入会し、研修会に参加しています。 
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１２．井田重度障害者等生活施設  桜の風 もみの木 
 

種 別    自立（生活）訓練  

          宿泊型自立訓練   

          短期入所      

          地域生活推進事業  

開 所 年 月 日  2013年 4月 1日 

定 員  自立（生活）訓練 20名/日 

          宿泊型自立訓練  20名/日 

          短期入所      5名/日 

          地域生活推進事業  2名/日 

所 在 地  〒211-0035 

           神奈川県川崎市中原区井田 3-16-1 

           TEL044-920-9006   FAX044-788-7968 

施 設 概 要   鉄筋コンクリート造 3階建て 

床 面 積 4929.38㎡ 

責 任 者   中山 満 

事 業 所 番 号   1415200680 

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 ― １ １ ０ ０ 

サービス管理責任者 1.0 １ １ ０ ０ 

生活支援員 5.5 ９ ５ ０ ５ 

看護師 1.0 １ １ ０ ０ 

地域移行支援員 2.0 ２ ２ ０ ０ 

体験宿泊支援員 1.5 ２ 1 ０ ０ 

事務員 ― １ １ ０ ０ 

嘱託医 ― １ ０ ０ １ 

※配置人数は常勤換算数 

 

（１）年度総括 

平成 29年度で第 1期 5年の指定管理が終了し、平成 30年度からの指定管理を市より受

け、引き続き当法人と育桜福祉会との「桜の風」の運営が決まりました。平成 28年度の利

用者による事件等を受け、平成 29 年度は支援職員のケアと再発防止に取り組んできまし

た。今後も多くの課題を抱えるご利用者や入所してから発覚する課題に対応することがで

きるよう職員のスキルアップや職員の定着を図れる取り組みを行います。医療観察保護法

対象者の受入れ準備の為職員研修を実施し、関係機関との情報交換等を行いました。 

   施設のサービス提供についての実態調査とサービスの質の向上を目的として、利用者満

足度調査を実施いたしました。 

「桜の風」の共同事業体として、所属法人が違えども一体的な運営を図るために定期的
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な運営調整の会議を開催し、スケジュールや日常業務関係の調整、修繕や対外的な取り組

みなどを行いました。 

 

（２）年度実績 

① 宿泊型自立訓練  

延べ利用者数  5764人 

平均利用者数  15.7人/日 78％   年度末 登録利用者 15名（75％） 

     入所者…8名  退所者…11名 

             ※退所先内訳 ・アパート単身生活への地域移行…３名 

・グループホームへの地域移行…３名 

・医療機関への再入院…3 名  

・本人の死亡…0名・本人の自宅…２名 

② 自立（生活）訓練 

延べ利用者数   3193人 

平均利用者数   12.4人/日 62％    

   ③ 短期入所    

     延べ利用者数  890人 

平均利用者数  2.4人/日 48％  ＊（緊急短期入所利用人数 13名） 

  ④ 体験利用   

  延べ利用者数  339人 

平均利用者数  1.3人/日 65％ 

   ⑤ その他「利用者満足度調査」 

      実施方法：アンケート形式 

      配布期間：平成 29年 6月 12日～6月 26日 

      対象事業及び回収人数 

・宿泊型自立訓練利用者 34名、ご家族・後見人 1名  計 35名 

 

⑥ 平成 29年度 利用者数：延べ人数 

月 宿泊型自立訓練 自立（生活）訓練 短期入所 体験利用 

４ 471 207 55 18 

５ 485 209 73 29 

６ 477 309 86 25 

７ 497 266 82 27 

８ 488 281 62 35 

９ 480 285 69  45 

１０ 497 317 78 35 

１１ 455 280 73  30 

１２ 508 266 72 28 

１ 501 270 64 22 
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２ 444 249 80 17 

３ 461 254 96 28 

合計 5764 3193 890 339 

平均 15.7人 12.4人 2.4人 1.3人 

率 78% 62% 48% 65% 

  

 

⑦ 研 修 報 告 

 （１） (内部研修) 

名 称 日 程 内 容 目的及び成果等 

備 考 

（対象者

等） 

新任研修 

（ 法 人 階 層

別） 

H29.4.4、6.20、

9.19、H30.1.16 

（4 日間） 

・法人各施設見

学と尊厳を大

切にした支援 

接遇、対人支援、尊厳などを学

ぶ 

入職 1年目・

2年目の職員     

4名 

リーダー研修 

（法人内部研

修） 

H29.6.3 ・リーダー職に

ついて 

各部署のリーダーとしての役

割や位置付けを確認する。 

リーダー職 

１名 

所内研修会 H29.7.25 ・他施設実習報

告 

他施設の取組や姿勢などを学

習し、自分たちの「支援」の振

り返りを図るため 

当日勤務者 

６名 

所内研修 H29.9.29 ・育桜福祉会と

の合同研究発

表大会 

・SFAを取り入れた地域移行プ

ロセスを発表している 

発表者 2名 

受講 1名 

中堅研修 A 

（ 法 人 階 層

別） 

H29 .10.28 ・中堅職員の役

割 

・個別支援計画

について 

法人内における階層の役割を

認識する。 

チームケアの中心的な担い手

を目指す。 

入職3年目以

降の職員 

２名 

所内研修会 H29.10.25 ・医療観察制度

について 

医療観察制度の対象者の受入

れに向けて制度理解と連携に

ついて 法務省横浜観察所に

講師を依頼し実施 

当日勤務者 

13名 

法人研修 H29.11.7 ・メンタルヘル

ス対策 

職員のメンタルヘルスについ

ての知識の向上 

3名 

中堅研修 B 

（ 法 人 階 層

別） 

H29 .12.2 ・中堅職員の役

割 

・個別支援計画

について 

法人内における階層の役割を

認識する。 

チームケアの中心的な担い手

を目指す。 

入職3年目以

降の職員 

２名 
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管理職リーダ

ー研修 

（ 法 人 階 層

別） 

H29.12.16 ・理事長講話 

・管理職メンタ

ルケア 

・アンガーマネ

ジメント 

法人の役割等を認識し、組織及

び経営のマネジメント、管理職

自身のメンタルマネジメント

等を学ぶ 

副主査以上

の役付職員 

3名 

研究発表大会 H30.2.1７ ・実践研究発表 法人内の繋がりと各事業所の

取組を知り、自分の職務に活か

すこと 

 

8名 

所内研修 H30.3.2 ・育桜福祉会と

の合同研究発

表大会 

・SFAを取り入れた地域移行プ

ロセスを発表している 

発表者 2名 

受講 1名 

 (外部研修) 

名 称 日 程 内 容 目的及び成果等 

備 考 

（対象者

等） 

SST ファース

トレベル研修 

H29.5.3~5.4 、

7.15、16（４日

間） 

・SST技能習得 精神障害をお持ちの方への社会

復帰に向けた技法を習得し、支援

に活かすため 

支援職 

1名 

新任福祉施設

等職員合同研

修 

H29.4.20 

 

・入職して 1 年

未満の職員の

研修 

入職した新任職員が職業人とし

て成長するため 

支援職 

1名 

福祉職員向け

現任研修（頼

れる、よきﾁｰﾑ

ﾘｰﾀﾞｰ養成研

修） 

H29.5.17 ・ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰとし

ての基本を学

ぶ 

 

ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰとして所属するメンバ

ーを支え育てるための技術等を

学ぶため 

支援職 

1名 

他 施 設 研 修

（見学） 

宿泊型自立支

援施設「ゆか

り荘」 

H29.6.9 ・他施設実習 他施設での取り組みや支援方法

などを知り支援者の視野を広げ

るため 

支援職 

２名 

SKY研修会 H29.6.11 ・コミュニケー

ション能力 

アサーティブなコミュニケーシ

ョン技術を学び支援に活かすた

め 

支援職 

１名 

サービス管理

責任者補修研

修 

H29.6.22、23 

（2 日間） 

・サービス管理

責任者資質向

上 

サービス管理責任者の援助技術

の習得とし資質の向上 

支援職 

1名 

コミュニティ

ソーシャルワ

H29.6.8、15 

H29.9.11 

・地域福祉コー

ディネーター

地域福祉コーディネーターに必

要なコミュニティーソーシャル

支援職 

1名 
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ーク演習 （3 日間） の必要なコミ

ュニケーショ

ン技術を学ぶ 

ワークの技法・技術を基礎から学

び業務に活かす。 

 

初任者ｷｬﾘｱﾊﾟ

ｽ対応生涯研

修 

H29.7.21，28 

（2 日間） 

・福祉職員とし

ての役割等を

学ぶ 

新任の福祉職員の基本と役割を

学び日常の業務に活かすため 

支援職 

１名 

相談援助技術

研修（基本編） 

H29.6.27、7.4、 

7.18 （3 日間） 

・相談援助技術

を学ぶ 

相談援助技術を学び自身の能力

を向上させ支援に活かす 

支援職 

１名 

援助者の為の

援助セミナー 

H29.7.8、8.5、 

9.9、10.21  

（4 日間） 

・援助者の援助

について学ぶ 

対人援助者の援助について学び

支援職員を支えるため 

支援職 

１名 

市民救命士養

成講習 

H29.7.6 ・市民救命士習

得 

市民救命士の技術を学び緊急時

に対応するため 

支援職 

２名 

SST ファース

トレベル講習

会 

H29.7.15、16 

（2 日間） 

・SST 技術の習

得 

精神障害者の方の社会復帰に向

けた技術を学び支援に活かすた

め 

支援職 

1名 

SST ｽﾃｯﾌﾟ・ﾊﾞ

ｲ・ｽﾃｯﾌ （゚ﾍﾞﾗ

ｯｸ）方式 

H29.9.16、17 

（2 日間） 

・SST 技術の習

得 

精神障害者の方の社会復帰に向

けた技術を学び支援に活かすた

め 

支援職 

1名 

ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰキャ

リアパス対応

生涯研修 

H29.8.7、23 

（2 日間） 

・指導的職員の

役割と技法等 

指導的職員の役割等を確認しチ

ーム作りを学び支援の実践に活

かす 

サビ管 

1名 

他 施 設 研 修

（見学） 

横浜市総合保

健医療ｾ ﾝ ﾀ ｰ

「ハイツかも

め」 

A日程 

H28.11.１、2 

B日程 

11.15、16 

（各 2日間） 

・他施設実習 他施設での取り組みや支援方法

などを知り支援者の視野を広げ

るため 

支援職各 

1 名 計 2

名 

職場の安全・

安心ｾﾐﾅｰ 

H29.11.13 ・職員のﾒﾝﾀﾙﾍﾙ

ｽを学ぶ 

職場のメンタル面の不調を防ぎ

働きやすい職場づくり 

管理職 

１名 

県相談支援従

事者現任研修 

H29.11.29 、

12.13、 

14 （3日間） 

・関係法令の概

要 

・ケアマネジメ

ント 

当事者の意向に基づく地域生活

を実現するための援助技術の習

得 

管理職 

1名 

県サービス管

理責任者研修

等 

H30.1.30、2.8、

9 

（3 日間） 

・サービス管理 サービス管理の手法と運用方法

を知るため 

支援職 

1名 

初任者ｷｬﾘｱﾊﾟ

ｽ対応生涯研

H30.2.27 ・新人行動力強

化研修 

職場での 1 年を振り返り今後の

先輩職員として行動していく事

支援職 

1名 
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修課程フォロ

ーアップ研修 

は何かを学ぶ 

生活訓練施設

連絡会・横浜

市退院サポー

ト事業共催研

修 

H30.3.9 ・関係機関との

連携 

横浜市の地域移行の取組み、連携

を学ぶ 

支援職 

３名 

 

⑧ 主な動向 

4 月：お花見 

５周年記念式典 

5月：しょうぶ湯、 

誕生会、障害者スポ

ーツ大会参加 

6月：外出活動強化月

間、OB・OG会、 

ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ大会参加 

7月：納涼祭 

 

8 月：誕生会 

   花火大会 

9月： 10月：第１回いだ地

域交流会参加 

11月：誕生会、市精

神障害者卓球交流会

参加 

12 月：ゆず湯 

  クリスマス会 

1月：賀詞交歓会 

卓球大会、餅つき大

会 

2月：誕生会、市障害

者ｽﾎﾟｰﾂ大会参加、井

田神社節分参加 

3月：ひな祭り 

 

 

⑨ 平成 29年度 利用者満足度調査 

  実施方法：アンケート形式 

  配布期間：平成 29年 6月 12日～6月 26日 

  対象事業及び回収人数 

・宿泊型自立訓練利用者    34 

・ご家族・後見人        1  計 35名 

   

 集計結果 

 

 
施設管理などについて          

1  施設を利用した総合的な満足度についてどのように感じられましたか 
                  

  満足 16 名  

  どちらかといえば満足 13 名  

  どちらかといえば不満 2 名  

  不満 3 名  

  回答なし 1 名  
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2  施設の清潔さについてどのように感じられましたか 
                 

  満足 19 名 

  どちらかといえば満足 13 名 

  どちらかといえば不満 1 名 

  不満 2 名 

  回答なし 0 名 
                 

                 

3  居室やユニットの設備や備品などについてどのように感じられましたか 
                 

  満足 15 名 

  どちらかといえば満足 16 名 

  どちらかといえば不満 3 名 

  不満 1 名 

  回答なし 0 名 
                 

                 

4  施設の利用しやすさ（案内表示など）どのように感じられましたか 
                 

  満足 14 名 

  どちらかといえば満足 16 名 

  どちらかといえば不満 1 名 

  不満 4 名 

  回答なし 0 名 
                 

                 

                 

5  ＊短期入所（ショートステイ）・体験宿泊 利用の方のみ回答 

  利用のための手続きについて、わかりやすかったでしょうか 
                 

  満足 13 名 

  どちらかといえば満足 5 名 

  どちらかといえば不満 1 名 

  不満 0 名 

  回答なし ０ 名 
                 

                 

 基本的なサービス提供について      
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1  職員の対応についてどのように感じられましたか 
                 

  満足 20 名 

  どちらかといえば満足 10 名 

  どちらかといえば不満 ２ 名 

  不満 ２ 名 

  回答なし １ 名 
                 

                 

2  施設には、利用者さんの気持ちをわかってくれる（相談できる）職員がい

ますか？ 
                 

  満足 １３ 名 

  どちらかといえば満足 １４ 名 

  どちらかといえば不満 4 名 

  不満 2 名 

  回答なし 2 名 
                 

                 

3  施設の職員は、利用者さんの気持ちを尊重していると思いますか 
                 

  満足 16 名 

  どちらかといえば満足 13 名 

  どちらかといえば不満 2 名 

  不満 2 名 

  回答なし 2 名 
                 

                 

4  職員の支援や施設の活動は、利用者さんに約立つものとなっていますか 
                 

  満足 13 名 

  どちらかといえば満足 17 名 

  どちらかといえば不満 2 名 

  不満 2 名 

  回答なし 1 名 
                 

5  職員は、利用者さんに丁寧（乱暴な言葉の使用、命令、体罰等をしない）

に接していますか 
                 

  満足 22 名 
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  どちらかといえば満足 9 名 

  どちらかといえば不満 2 名 

  不満 1 名 

  回答なし 1 名 
                 

                 

6  職員は他の利用者の方々と同じように分け隔てなく利用者さんに接してく

れますか 
                 

  満足 19 名 

  どちらかといえば満足 11 名 

  どちらかといえば不満 2 名 

  不満 2 名 

  回答なし 1 名 
                 

                 

7  家族の要望や不満、利用者さんに関する心配なことを言いやすい雰囲気が

ありますか 
                 

  満足 11 名 

  どちらかといえば満足 16 名 

  どちらかといえば不満 3 名 

  不満 3 名 

  回答なし 1 名 
                 

                 

8  家族の精神面を支えるようなサポート（支援方法、障害や家族の状況に

対する理解や共感、情報提供等）がありますか   

                 

  満足 14 名 

  どちらかといえば満足 13 名 

  どちらかといえば不満 4 名 

  不満 3 名 

  回答なし 1 名 
                 

                  

9  施設管理者や職員は、家族の要望や不満に、きちんと対応してくれますか 
                 

  満足 13 名 

  どちらかといえば満足 13 名 
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  どちらかといえば不満  4 名 

  不満 3 名 

  回答なし 2 名 

                 

10  第三者委員など外部の苦情窓口にも相談できることを知っていますか 

  はい 13 名 

  いいえ 11 名 

  わからない 11 名 

  回答なし 0 名 

                  

                  

11  金銭管理などは適切に行われ、不明なところはありませんか 
                  

  満足 22 名  

  どちらかといえば満足 10 名  

  どちらかといえば不満 ２ 名  

  不満 1 名  

  回答なし 0 名  

                  

                  

12  利用料の請求など不明なところはありませんか  

                  

  満足 23 名  

  どちらかといえば満足 8 名  

  どちらかといえば不満 1 名  

  不満 2 名  

  回答なし 1 名  

                  

                  

13  個別支援計画などわかりやすく丁寧に説明してくれますか 
                  

  満足 16 名  

  どちらかといえば満足 11 名  

  どちらかといえば不満 3 名  

  不満 3 名  

  回答なし 2 名  

                  

                  

14  食事はおいしいですか あなたに十分配慮されたものですか 
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  満足 17 名  

  どちらかといえば満足 9 名  

  どちらかといえば不満 4 名  

  不満 2 名  

  回答なし 3 名  

                  

                  

15  余暇活動や外出など要望に沿ったものですか  

                  

  満足 15 名  

  どちらかといえば満足 13 名  

  どちらかといえば不満 １ 名  

  不満 3 名  

  回答なし 3 名  

                  

 

（３）共同事業所としての取組 

  ① 四役会議の開催（施設内調整） 

  ・第 1月曜日の定例会として開催 

 

 


